
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






「あなたはいつも夕暮れに現れる──ようやく会えたわ」

「ああ、ようやくだ」

　夕暮れ、とある高校の屋上──

　少女の声に応えたのは、屋上のフェンスにもたれている制服姿の少年。

　ブレザーの下に着たパーカーのフードを深くかぶっていて、顔は見えない。

　その少年は、数メートル離れた位置、屋上の扉前に立つ少女を見つめている。

「現れたのはそっちだけどな。毎回よく追ってくるもんだ。気がついたらいやがるから、心臓に悪い」

「あなたの心臓をいたわる理由はないわ」

　少女は、音もなく屋上に姿を見せ、気づけば出入り口の扉の前にいた。

　キリリとした吊つり目の、色素の薄い大きな瞳。

　シャギーが入った真紅の長い髪、透き通るように白い肌。

　小柄で細い身体からだ付きでありつつ、胸元だけが大きく盛り上がった体型。

　濃い茶色のセーラー襟に、胸元にはブローチと赤い紐ひも状じようのリボン。

　同じく茶色のミニスカートに、まるで天女のような桜色の羽織をまとっている。

　不思議な和風のセーラー衣装だが、この美貌の少女には非現実的な服装がよく似合う。

「おまけに日本刀なんか持ってるしな。廃刀令って知ってるか？」

「これは日本刀でなく、太た刀ちというのよ」

　そう、少女はさらに非現実的なことに右手に長い剣を握り締めていた。

　和装にも見える格好によく似合う、金色の拵こしらえの優美な太刀だ。

「それに物騒だなんて──あなたにだけは言われたくないわ、鬼」

「人を外見で判断するもんじゃねぇよ。そうじゃないか、鬼おに討うちさんよ？」

　少年はポケットに入れていた右手を出して、ぐっと拳を握り締める。

「そのとおりね。でも、あなたは人ではない」

「細かいことは気にすんな。ま、人間と一緒にされても困るがな」

「そんな姿では窮屈でしょう。もう、いつもの姿を見せてもいいわ」

「なんだ、おまえがそんなに楽しみにしてるとは知らなかった」

　ぐぐぐっ、と少年の身体からだが一気に盛り上がるように巨大化したかと思うと──

　少女の前に、異い形ぎようの怪物が現れていた。

　軽く二メートルを超える長身に、大きく盛り上がった筋肉。

　制服は上着もズボンも破れ、かろうじて身体の一部を覆おおっているだけだ。

　長く伸びた銀色の髪が顔を隠し、覗のぞいている口には大きな牙が見える。

　その銀髪をかきわけて、額の中心とその左右から長い角が三本突き出ている。

　銀髪で隠れていない髪の下、口には大きな牙も見える。

　まさに〝鬼〟以外に形容しようがない姿だ──

「わざわざこの姿に戻るのを待ってくれるとはな。おまえ、そんなに死にたいのか？」

「どんな物語も、巨大化した怪物が勝ってエンディングを迎えたためしがないわ」

　少女が顔の前で構えた太刀が、淡い赤色の輝きを放つ。

　彼女が剣を振るうとき、その刀身は奇妙な光に包まれるのだ。

「邪じや悪あくな始し祖その末まつ裔えい──名も無き〝三本ヅノ〟。いつまで逃げ回るつもり？」

「そっちこそ、どこまで追いかけてくるんだ、一いち条じよう朱しゆ璃り。毎度苦労して学校に潜り込んでんのに、いちいち見つけて襲い掛かってきやがって」

　三本ヅノは、その裂けたような巨大な口に凄惨な笑みを浮かべ──




（来てくれた──やっと、朱璃が俺を殺しに来てくれた！）




　内心では、跳び上がりたいほど大喜びしていた。

　三本ヅノにも親につけられた名前がある。敵である少女に明かすわけにはいかないが。

　真の名は、童どう貴きという。

　その童貴に、自殺願望があるわけではない。

　ただ、この古風な羽織をまとい剣を持った少女──一条朱璃に会いたかっただけだ。

　来た理由が「俺を殺すため」など、ささいなことだ。会えないよりはずっとマシだ。

　鬼を殺す者──鬼おに討うち。

　平安時代、鬼の〝始祖〟を討った武者〝ライコウ〟に連つらなる者たち。

　始祖が討たれたのちも、その眷けん属ぞくである鬼たちが消えてなくなったわけではない。

　数万、あるいはそれ以上の鬼たちがこの世の闇に潜んで生き延びてきた。

　ライコウは長命ではあったが、人である以上、死は避けられない。

　だが、始祖を討った武者の遺志を継ぐ組織が鬼たちとの戦いを続けている。

　戦いは千年の長きに亘わたり、科学が世界を大きく変えた現代になっても終わっていない。

　彼女、一いち条じよう朱しゆ璃りは鬼討の一人。

　十歳で鬼との戦いに身を投じ、一度も敗北はなく、狙った鬼は必ず仕し留とめてきた強つわ者ものだ。

　いつしか〝百ひやつ鬼き殺ごろし〟などという通称で鬼にも恐れられるほどになり──

「もうこれで何度目かしら、あなたとやり合うのは」

「ふん、百鬼殺しなんてたいそうなあだ名がある割に、未いまだに俺には勝ててないだろ」

「負けたことも一度もないわ」

「俺もない」

　二人は睨にらみ合あい、強烈な殺意の衝突が空気をギシリと軋きしませる。

（朱璃と出会ってから、もう何年になるかな）

　童どう貴きは鋭い目を朱璃に向けながら、記憶を遡さかのぼる。

　初めて朱璃が戦いを挑んできたとき、彼女はまだ十三歳かそこらだっただろう。

　それから三年──

　童貴は、何度となく彼女と戦いを繰り広げてきた。

　初めて出会ったときの朱璃は、今以上に小柄で、胸も真っ平らな──本当に子供だった。

　子供だったが、剣を振るえばそれこそ〝鬼神のごとき〟強さを見せてきた。

　見た目で侮あなどっていた童貴は、危うく八つ裂きにされかけたほどだ。

　その場はなんとか逃れたものの、そこから童貴と朱璃の因縁は始まり──

　本当に、三年の間に何度彼女と戦ったことだろう？

　再会するたびに、人間である少女は見違えるほどに変わっていく。

　小柄だった朱璃も一応背丈が伸び、胸は信じられないほどに大きくふくらんだ。

　彼女は鬼討として戦い始めて三年で九十九体もの鬼を狩り──

　十三歳で童貴と出会って、さらに三年。

　朱璃は十六歳になった今日まで、鬼と戦い続けている。

　鬼は人を殺し、人は鬼を狩る。

　鬼と人との関係は、ごくシンプルだ。

　両者は決して相あい容いれず、出会えば殺し合うしかない。

「せっかく正体隠して高校生をやってたのに、これでまた〝転校〟だな」

「文句を言いたいのはこっち。わざわざ書類を偽造して〝転校〟しないでくれる？　そんなに女子生徒を漁あさりたいの？」

　ギラリ、とひときわ鋭く朱しゆ璃りの目が光った。

「あなたたち鬼は昔から、穢けがれなき乙女おとめを好む。学校なら手軽に見つけられるものね」

「ふん、可愛かわいくて非処女の女子高生なんか今時少ねぇよ。どれもお手つきだ」

「……どうやって調べたの？　事と次第によっては……」

「待て、別におかしなマネはしてねぇよ！　俺は見るだけでわかっちまうってだけだ！　あー……おまえはまだ処女だろ」

「いやらしい。セクハラよ。鬼にはコンプラというものがないの？」

「……逆に、鬼にコンプラがあると思うのか？」

　この異い形ぎようの姿を見て、コンプライアンスを求めるほうに問題がある。

　とはいえ、余計なことを言った、と童どう貴きは密ひそかに反省する。

「だいたいな、鬼はもう乙女だろうが非処女だろうが、人間なんか食ってねぇ。平安時代にはそういうこともあったが、今は違う。おまえも知ってんだろうが」

「食べなくても……あなたたち鬼は人を殺してる」

「そうだ、鬼は人を食わなくなったが、殺したくなる衝動までは消えてない」

　鬼は人への食欲を失った代わりに、衝動的に殺人を行ってしまう。

　文字どおりの殺人鬼──標的となる人間にとっては冗談にもならない話だが。

「鬼は、すべての鬼はライコウに討たれた始祖に〝呪い〟をかけられてんだよ」

「討たれ、封じられて尚なお、仲間に呪いをかけるなんて。鬼の考えは理解不能」

「残念ながら、鬼にも始祖の考えは理解できねぇ。だが、俺の先祖が仲間に呪いをかけたのは事実だ。〝ライコウどもの血に連つらなる者を根絶やしにせよ〟──ってな」

　始祖はライコウに敗れ、斬られた首も胴体も封じられたという。

　それでも始祖は失わなかった──ライコウとその仲間と、彼らの子孫への憎悪を。

　首を斬られ胴を封じられながらも、すべての鬼に復ふく讐しゆうを命じる言葉を伝えたのだ。

　鬼たちは始祖の呪いによって人間への食欲を失い、代わりにライコウたちへの殺意を生まれながらに持つようになっている。

「……逆恨みにもほどがあるわ」

「恨んじゃいないさ。千年も前の話だ。だが、呪いだって言ったろ？　鬼の意思とは関係なく、ライコウたちの血を継ぐ者たちを殺したくなる──」

　大半の鬼たちが、今ではライコウを憎んでいないのは事実だ。

　千年前、鬼の始祖がライコウに討たれた直後はさぞ恨み骨こつ髄ずいに徹てつしただろうが、なにしろ時間が経たちすぎた。

　憎悪の対象とするには、ライコウはあまりに遠すぎる存在なのだ。

　それでも、鬼はライコウを始まりとする鬼おに討うちたちを執しつ拗ように狙う。

　始祖がかけた呪いは千年経っても消えることなく、鬼たちを支配し続けている。

　ただ一体の例外を除いて──

「だいたい、鬼おに討うちどもも鬼を狙い続けてるじゃないか。草の根分けても探し出す勢いで、鬼を殺しに来るだろう。どんだけしつこいんだよ？」

「それが、ライコウから受け継いだ使命だからよ。人々を守るための戦いなの」

「崇すう高こうな使命ってヤツか。だからこそ、俺もおまえも戦わずにはいられないわけだ」

　最初に人の世に災いをもたらしたのは鬼──人間はただ都を守るために戦っただけ。

　鬼は人が魚や鶏を食うのと同じように、自分たちが食うべきものを食っただけ。

　だが、童どう貴きは〝戦いが始まったきっかけ〟など興味はない。

　それもまた、千年も昔の話だ。

「私たち鬼討は鬼を滅ぼすためだけに存在してるのよ。ところで鬼は……いえ、あなたは本当に人を食べないの？」

　急に、童貴の目を窺うかがうようにして朱しゆ璃りが尋ねてきた。

　わかりきったことでも、確かめずにはいられない──彼女はそんな目をしている。

「食うわけねぇだろ。やゆよ軒のしょうが焼き定食のほうが美う味まいに決まってる」

「あれは確かに美お味いしい。私も週に五回は食べてるわ」

「常連じゃねぇか」

　どうやら、この少女と食べ物の好みは似ているらしい。

　密ひそかに嬉うれしい童貴だった。

「あ、いえ、あなたの食生活なんてどうでもいいの」

　コホン、と朱璃はわざとらしい咳せき払ばらいでごまかしてきた。

「余計な質問だったわ。あなたのお墓に好物を供えるつもりもない」

「死んで弔とむらわれなかった者は、鬼になるって言うぞ」

「ウチの組織にはいい巫み女こがいるわ。あなたの首は、彼女に清めてもらいましょう」

「へえ、巫女さんか。可愛かわいいのか？　写真があったら見せてくれ。できれば連絡先も教えてほしい」

「ハァ？」

　朱璃がクイッとあごを上げ、見下すような視線を向けてくる。

「これだけ何度も顔を合わせておいて、私の連絡先は訊きかなかったくせに……」

「それができれば俺もとっくに……」

「「────！」」

　二人は、独り言のようにボソボソつぶやいて、ハッとなって顔を上げる。

「み、巫女もどうでもいい。俺はご先祖様とは違うんだよ。この首を渡す気はねぇ」

「そ、そう。巫女だってどうでもいいの。あなたの首は誰にも渡さない」

　童貴と朱璃は同時に殺気をみなぎらせる。

　互いが放つ殺気が圧力となって、童貴と朱璃は足を踏ん張らなければならないほどだ。

「だいたい、連絡しなくても、おまえはどこにでも現れて襲ってくるじゃねぇか」

「そろそろ終わりにしたいものね。私も暇じゃないのよ。始祖の末まつ裔えい──鬼き王おうのあなたを殺せば私の使命も終わるわね」

「俺は、王を自称したことなんてねぇんだけどな。馬鹿みたいだろ、王様とか」

「だけど、あなたこそが始祖の唯一の末まつ裔えい」

　そのとおり、始祖は封じられたが多くの子を残していた。

　始祖の血筋は千年の間、途絶えることなく続き──その最後の末裔が童どう貴きだ。

「あなたを殺せばすべてが終わる──私たち、ライコウの遺志を継ぐ者たちはそのために生きてきた」

「ライコウの遺志、か。勝手に鬼を悪役ヴイランに仕立てて──自分たちは正義の味方のフリをして悦に入いってるだけだろうが」

「たとえ相手がバケモノであっても、正義に酔わずに恨みもない相手を殺せるわけがないでしょう」

「……え？　おまえ、鬼に恨みはないのか？」

「そんなことを、あなたに説明する義理はないわ」

「ごもっともで。こっちも理由がなんだろうと、殺されちゃたまらねぇってだけだ」

　童貴は、そのあたりをもっと深掘りしたかった。




（恨まれていないなら、ワンチャン朱しゆ璃りとお近づきになれるのでは？）




　鬼おに討うちには、鬼に身内や友人を殺された者たちも多いと聞く。

　童貴自身は、未いまだに一度も鬼討を殺したことはない。

　最初に童貴の命を狙ってきた鬼討が朱璃で、それ以降はずっと彼女のみに付け狙われてきたので、他の者を殺しようがないと言うべきか。

「でも、あなたの連絡先を聞いておけば、居所を捜して回る手間が省けるわね。いえ、今ここで逃がすつもりはないけれど」




（この男、一回消えたら次に見つけるまで二ヶか月げつも三ヶ月もかかるんだから。そんなに長い間会えないのは寂し──いえ、この血に飢えた太た刀ちが獲物を求めるのよ）




「…………？」

　童貴は、首を傾かしげそうになった。

　一瞬、朱璃の顔がかぁっと真まっ赤かになったように見えたからだ。

「なにを人の顔をじろじろ見ているの？」

「……おまえの顔もそろそろ見飽きたと思っただけだ。今日が見納めになるだろうがな」

「あなたの顔はしばらく見ることになりそうね。刎はねた首を持ち帰って、封じないといけないから」

「長い付き合いだから忠告してやるよ、朱璃。もしも俺の首を斬れても、油断しないほうがいいぞ」

　鬼は強きよう靭じんな生命力を持つが、決して不死ではない。

　数え切れないほどの鬼が、鬼おに討うちたちに殺されたことがそれを証明している。

　一方で、首を斬られたからといって死ぬとは限らないのも事実だ。

「そうね、鬼の始祖は首を刎はねられたのに、ライコウの鎧よろいに噛かみついたって言うわ」

「我がご先祖ながらしぶといにもほどがあるな。その血を継いだ俺もどのくらいで死ぬか怪しいもんだぞ。気をつけることだな」

　とはいえ、始祖のみが特殊な鬼なのは間違いない。

　下級の鬼は人間と大差ないダメージで死亡し、強力な個体は八つ裂きにでもされなければ死ぬことはない。

　正直なところ、童どう貴きは始祖の血を継いだ自分がどの程度で死ぬのか知らない。試したことがないからだ。

「鬼に忠告されるとは、私も落ちたものね」

　朱しゆ璃りは嫌悪感を見せつつ、そう言って。




（この鬼は首になっても生きてる……キ、キスくらいはできるってこと？）




「…………っ！」

「な、なんだ？」

　いきなり朱璃が激しく首を振ったので、童貴は控えめに言って跳び上がるほど驚いた。

　敵の前で無意味すぎる上に、無防備すぎる行動だ。

「なんでもないわ」

　キリリ、と朱璃は表情を引き締める。

「あなたが死ぬかどうか、首を斬ってみればわかることよ。そろそろ──始める？」

「…………」

　いや、もっとおしゃべりしたい。

　そんな気持ち悪い台詞せりふを、童貴はかろうじて呑のみ込こんだ。

　別に朱璃とバトルをしたいわけではない。むしろ、したくない。

　朱璃とは何度となく戦ってきて、お互いに手傷を負わせたことも数え切れない。

　それでも童貴は、朱璃の透き通るような肌をもう傷つけたくない──




「そこまでだ、一いち条じよう朱璃」

「上う手まく囮おとりになってくれたな鬼き王おう──いや、鬼王様だったな」

「さすがは始祖の末まつ裔えい、〝ライコウ〟の血族どもをおびき出すには最高のエサだ」




　いつの間にか、屋上に三体の鬼の姿があった。

　禍まが々まがしい気配を放ち、朱しゆ璃りの左右と背後を固めるような位置取りだ。

　全員が体形を判別しづらいふわりとした黒い着物をまとい、白い仮面で顔を隠している。

　童どう貴きと朱璃が会話に夢中になっている間に、気配を消して忍び寄っていたらしい。

「……なんだ、おまえら。俺をつけてたのか？」

　鬼の中でも、特に好戦的なグループ──〝荊イバラクラン〟に所属する者たちだ。

　荊クランのメンバーは、もっとも激しく鬼おに討うちたちとの抗争を繰り広げている。

「その女──一いち条じよう朱璃は九十九の仲間の首を獲とった、我らのもっとも憎むべき仇かたきだ」

「しかもライコウの唯一の直系にして、鬼討の最高傑作だとかぬかしてる」

「この女を食らって殺してやりたい鬼は、いくらでもいるだろうよ」

　三体の鬼たちが仮面の下で舌なめずりをしている──童貴にはそれがわかった。

　少なくとも、現代の鬼は人の血肉に欲望を覚えないが──

「嘘うそをつけよ、おまえら。仲間の仇なんてどうでもいいんだろ？　ただ、この女を殺したいだけだろうが」

　童貴の指摘は的を射いたようだが、荊クランの三体はただ冷たく笑っただけだ。

　ライコウの血筋を殺したくなるのが鬼。

　特にライコウに血が近く、強力な鬼討であるほど鬼の殺さつ戮りく衝動は激しくなる。

　過去に置き忘れてきたはずの、食欲さえ呼び覚まされるほどに。

　食らって殺す──

　同じ鬼でも、童貴から見ればおぞましいほどの残酷さだ。

「もういいぞ、鬼き王おう様。こいつの始末は、俺たちがつける」

「ハハ、おまえは一条朱璃の肉の分け前が減るのが嫌なだけだろうが」

「最高傑作だかなんだか知らんが、楽しめそうだしな。王様なんぞに邪魔されたくねぇ」

「……好きにしろよ。けどな、その女は油断したらこっちが食われるぞ」

　童貴は、ぼそりとつぶやいた。

　荊クランの好戦性は、殺戮の邪魔をする者がいれば、たとえ同じ鬼であっても容赦なく排除するほどに凄すさまじい。

　それが、仮にも鬼の王でもある童貴であってもだ。

　いや、荊クランは特に始祖への恨みが濃い集団だ。

　ライコウに討たれた不ふ甲が斐いない始祖を憎む鬼も少なくないのだ。

　隙あらば、子孫である童貴の命を刈り取る機会も窺うかがっている。

　今ここで、彼らと事を構えるのは得策ではない。

「……悪いな、朱璃。邪魔が入った」

　童貴は、朱璃にくるりと背中を向けた。

「待って」

「……なんだ？」

「あなたに、一つだけ訊きいておきたいの」

　朱しゆ璃りの声は、三体の鬼に死角に入られていても、少しも動揺した様子がない。

　それどころか、三体の鬼たちなど眼中にないかのようだ。

「この前の戦い、いつものようにあなたには逃げられたけど。おかしなことを言った──言いかけたわね。あれは、どういう意味だったの？」

「…………」

　童どう貴きは答えられなかった。

　朱璃が言う〝おかしなこと〟がなんなのか、心当たりはある。




　もしも俺が人間に生まれてたら、おまえと一緒に──




　そのあとをどう続けるつもりだったか、自分ではわかってる。

　だからこそ、その言葉を呑のみ込こんだのだ。

　勘違いしてはならない、朱璃という少女は敵なのだ。

　くだらない感傷的な言葉など、ぶつけるべきではなかった。

　童貴はなにも答えずに屋上のフェンスへと向かっていく。

　荊イバラクランの鬼たちも敵のようなものだ。ここにいては、童貴自身にも危険がある。

　一いち条じよう朱璃の強さは、童貴がこの世の誰よりも知っている。

　だが、戦いは一対一で行うものであって、どれだけ強くても相手が複数になった途端に勝機は絶望的なまでに遠ざかってしまう。

　最強であったはずの鬼の始祖も、ライコウとその仲間たち──始祖よりも数段劣る力しか持たない人間たちに取り囲まれ、首を獲とられたのだ。

　だから──







「ふん、荊の連中は鍛え方が足りねぇな」

　童貴は、ぱんぱんと手を打ち合わせてホコリを払う。

　彼の周りには、荊クランの三体がボロ雑巾のようになって倒れている。

　鬼といっても、金棒などは使わない。

　金属の武器など持ち歩く必要はなく、その鋭い牙や爪が強力な武器となる。

　もっとも、童貴は牙も爪も使わず、拳を振るうだけで三体を秒殺した。

　荊クランの三体は童貴に無警戒すぎたため、あっさりと倒せてしまった。

　童貴の行動は、同胞への裏切りではあるだろう。

　ただ童貴は、朱璃の危機を黙って見ていることなど──ましてや放置して立ち去ることなどできなかった。

　なぜ、できなかったのか──

「あなた、どうして仲間の鬼を……」

「運動にもならなかったな。大口を叩たたいて強きようキャラ感を出しといて、情けない奴やつらだ」

「あの黒い三体は、鬼おに討うちでも特別警戒対象になってる連中よ。優秀な鬼討が何人かこいつらにやられてる」

「ふん、情けないのは鬼ばかりでもないか。鬼討も平和ボケしてるんじゃねぇか？」

「私は違う」

「そうかもな」

「それで──あなたは、どうして私を助けたの？」

　朱しゆ璃りは太た刀ちを握った手をだらりと下げている。

　三体の鬼を叩きのめしたバケモノがいるというのに、警戒を解くには早すぎるだろう。

「助けた？　勘違いするな、人間」

　シュウウウ──と童どう貴きの身体からだから白い煙が上がり、その姿が縮んでいく。

　立ち昇った煙が一瞬、童貴の身体を包み込むと、次の瞬間には──

「……便利なものね」

「鬼は変へん化げの術くらい、息をするようにできるんだよ」

　童貴はまた、さきほどの制服とパーカー姿に戻っている。

　唯一の違いは、深く被かぶっていたフードを外していることだ。

　ただし、屋上には灯あかりがなく、既に夕ゆう陽ひは沈んで月も星も出ていないためにひどく暗い。

　朱璃には、童貴の顔ははっきりと見えないだろう。

「それで？　私がなにを勘違いしたというの？」

「わかってるだろう、鬼が人を助けるはずがない」

「そう、鬼が人を助けるなんて話は聞いたこともない」

「だが、おまえには死んでもらっちゃ困るんだよ」

「なぜ？」

　朱璃は、じっと童貴の顔を見つめてくる。

　意外と、彼女にはこの暗さでも顔が見えているのかもしれない。

「鬼は呪いで人を、ライコウたちの血を継ぐ者を殺す。だが、俺はそうじゃない。俺は、戦うべき相手は自分で決める。おまえと戦うと自分で決めた」

　唯一、始祖の呪いを受けない鬼──それが末まつ裔えいである童貴なのだ。

　童貴は初めて朱璃と出会ったときから、殺したいと思ったことは一度もない。

　いや、むしろ初めて戦った日からずっと──

「だから、誰にもおまえを殺させない」

「…………っ！」

　朱璃は、はっとした顔になり、持っていた太刀を落としてしまう。

　童貴は朱璃の大きな瞳を食い入るように見つめながら叫ぶ──

「おまえを倒すのは俺だ──！」









一章　学院の潜入者






　平へい条じよう京きよう学院──

　歴史をたどっていくと、千年もの昔まで遡さかのぼるという。

　国内最古の学校と呼ばれる〝足あし利かが学校〟は平安時代初期の創立という説もあるので、それよりは歴史が浅い。

　学院の関係者は創設者の名から〝ライコウ学院〟、あるいはただ〝学院〟と呼ぶ。

　凶悪な鬼たちを討伐する〝鬼おに討うち〟の育成機関で、同時に司令部でもある。

　生徒のほとんどが、鬼の始し祖そを討った英雄〝ライコウ〟の子孫、あるいは英雄に従った〝四天王〟の血を継ぐ者たちだ。

　長い年月が過ぎて英雄たちの血が薄れたとはいえ、選ばれた者しか入学できない学校であることに変わりはない。

　関西地方、旧きゆう都と中心部からはるか北西──

　学校は深い山々と森に囲まれた、まるで隠れ里のような場所にある。

　いや、実際に世間から隠蔽された場所なのだ。

「……どこに向かってるのか、さっぱりわからねぇな」

「すみません、組織の秘ひ匿とくのため──だそうです」

　童どう貴きのつぶやきに、隣に座る少女が答えた。

　少女の名前は、物ものの部べ彩あや月つきというらしい。

　彩月はやや紺色がかった髪を肩まで伸ばし、前髪は片側だけ長く、右目が隠れている。

　整った顔立ちだが、うつむきがちで、本人はあまり人に見せる気はないようだ。

　旧都から車で一時間──

　地下鉄の廃駅に偽装したステーションから一両編成の電車に乗り込み、さらに一時間ほど揺られている。

　電車はずっと地下を走っていて一度も地上に出ていない。

　地下のトンネルは整備されているようだが、灯あかりは少なく、外はほとんど真っ暗だ。

　この電車は無人運転で乗員がいない上に、童貴と隣の少女以外には乗客すら乗ってない。

　不気味すぎて、まるで地獄の底にでも連れて行かれているような気分だ。

「この電車、さっきの駅と学院の往復だけなんだろ？　こんな電車を走らせるのって、無駄にもほどがないか？」

「物資の輸送にも使っていますし、緊急時の移動手段なので必要らしいです」

「ふうん……さっきから線路が曲がりくねってるよな。どっちの方向に行ってるのやら」

「天然の洞窟を利用しているんです。その分、掘くつ削さく費用は省けたみたいです」

「天然ね……こんなクソ長い洞窟が地面の下を走ってるとは、自然の驚異だな」

　裏がありそうにも思えるが、推測する材料もない。

「もちろん舗装や補強だけでも莫ばく大だいなお金がかかったでしょうけど」

「ずいぶん予算が潤じゆん沢たくらしいな、学院ってところは」

「学院は昔はその時代の政府のもとで活動してきたそうですが、現代では任務の性質上、公式の組織として動くのが難しくなったので、独立しています」

「そりゃあ、税金で〝鬼退治をしています〟とは言えないよな」

　鬼は、おとぎ話に出てくる悪役だ。

　この国に生きる大半の人たちは鬼が実在することを知らない。

　政府は、鬼の存在を明かすことでパニックを招くのを恐れているのだろう。

　だからこそ、鬼おに討うちたちの存在も公式には認められない。

「学院は、百五十年ほど前に独立したそうです。ですが、警察とも非公式に連携している半はん官かん半はん民みんの組織でもありますから、政府からの補助金も入っています」

「税金っていうのは無駄遣いされるためにあるんだな」

　といっても、童どう貴きは税金を納めていないので知ったことではない。

　学院は謎が多い組織だが、鬼にも多少の情報は伝わっている。

　鬼討たちは、決して切り捨て御ご免めんの特権を持っているわけではない。

　むろん銃刀法にも縛られる。おおっぴらに太た刀ちを持って出歩くことは不可能だ。

　もっとも、剣道の竹刀しない袋やテニスラケットのケース、あるいは楽器のケースなどに仕込んで運べばいいだけのことではある。

「……って、こんな話は退屈ですよね。大おお衛えさんも、ご存じのことが多いでしょうし」

「いや、これから入る学校のことだからな。先輩から教わるのは大事だろう」

「せ、先輩なんて……ああ、そこも説明しないといけませんね」

「ん？　その前に──着いたみたいだぞ」

　電車がゆっくりスピードを落としていき、停車するとドアが開いた。

「そうですね、まずは学院に入りましょう。こちらです」

　彩あや月つきが立ち上がり、童貴を先導していく。

　ホームらしきものはなく、路面電車の駅に似ている。

　電車を降りてすぐに上へと向かう階段があり、彩月はそこを上っていく。

　たいして長くもない階段を上がると、重々しい鋼鉄のドアがあり、彩月がそれを開いた。

「うっ……」

　開かれたドアの向こう、光のまぶしさに童貴は目を細めた。

　ドアの先は、ちょっとした広場のようになっていて、そこには大きな門もあった。

「ようこそ、大衛童貴さん。ここが、今日からあなたが通う平へい条じよう京きよう学院です」

「…………」

　童貴は、さすがに感慨深いものがあった。

　ここは、鬼たちが千年戦い続けてきた鬼討たちの本拠地なのだ。

　鬼の最大の武闘派集団〝荊イバラクラン〟は血ち眼まなこになって、学院の場所を探しているらしい。

　そのため、鬼おに討うちたちも鬼たちの襲撃を警戒し、学院は厳重に隠されている。

　航空機や衛星からでもその存在を確認できないという。

　学院の長い歴史で、未いまだに一度も鬼の侵入を許したことはない。

「……それも過去の話になったな」

　童どう貴きはつぶやきつつ、校門をくぐったところで足を止めた。

　昼休み中らしく、校門の先にある前庭には数十人の生徒たちの姿がある。

　男子の制服は、軍服のような黒と赤を基調とした上着とズボンに、黒のロングコート。

　女子のほうは、上は深い茶色のセーラー襟とリボン、ふわりとした長い袖。

　下はミニスカートにニーソックス、どこか和の雰囲気を漂わせるセーラー制服。

　生徒たちは弁当を広げたり、食後の腹ごなしなのかボール遊びに興じたりと、思い思いに昼休みを満喫しているようだ。

　制服は変わっているが、生徒の様子はそこらにある普通の中学高校などと大差ない。

　童貴はさすがに緊張していたが、意外にゆるい雰囲気に拍子抜けしてしまう。

「大おお衛えさん、どうかされましたか……？」

「ん？　ああ、ここって一応学校なんだよな？　その割に変わった制服だと思って」

「私も着てますけど……確かに、派手でちょっとお恥ずかしいですね」

　彩あや月つきはこの変わった制服ももう着慣れているだろうに、照れて顔が赤い。

　よく見ると、彩月は他の生徒と違い、太ももに小さなポーチを着けている。

　小型武器でも入っているのだろうか。

「学校そのものも、だいぶ普通ではないですけど」

「これは、校門と呼ぶには抵抗があるな」

　むしろ〝城門〟と呼ぶのがふさわしい、巨大な木造の分厚い扉。

　今は開け放たれているが、固く閉ざせば並の鬼では束になっても破れないだろう。

　門には、陰おん陽みよう師じが刻んだらしき邪じや鬼き祓ばらいの文字──祓はらえ詞ことばが並んでいる。

　雰囲気やかすれ具合から、かなり古い文字のようだ。

　効力が薄れているのか、童貴は邪鬼祓いの影響をまるで感じない。

　この手の呪術は、上位の鬼ほど強く影響を受けてしまう。

　童貴に影響がないということは、他の鬼にはほとんど効かないだろう。

　門の向こうにある前庭は緑が濃く、中ほどに風雅な池まである。

　学校の前庭というより、旅館の庭園のような風景だ。

　前庭の先には、白漆しつ喰くいと石垣で築かれた壁、さらには二階建て、三階建ての城のような建物が並んでいる。

　いや、この学校はまさに戦国時代以降の城そのもの──

　門から数百メートル以上も先だが、五層の天守閣までそびえ立っている。

　ここは、実際に五百年以上前に築かれた古城を改築した建物らしい。

　現代兵器の前では戦国期の城に防衛力などは期待できないが、あくまで鬼と戦うための城なのだろう。

　見た目ではわからない、鬼に対抗するための仕掛けがあるのかもしれない。

　男女の制服が古風なのは、この城に合わせたデザインだからだろうか。

「あ、学院の説明でしたね。学院には先輩後輩などの年功序列はありませんから。入学時期に関係なく、生徒同士での敬語も不要です」

「だから、俺にも敬語はいらないって言ったのか」

　旧きゆう都との待ち合わせ場所で彩あや月つきに会ってすぐに、彼女は童どう貴きにタメ口を許可してきた。

　童貴は敬語には慣れていないので助かったが。

「けど、そう言う彩月は思いっきり敬語だよな？」

「お恥ずかしいです。私の敬語はただのクセなんですけど……」

「クセ……なるほど」

　彩月はいかにも気の弱そうな少女で、敬語は彼女の処世術なのだろう。

「学院は実力主義です。強ければ、入学してすぐに〝実戦〟にも出られますし」

「理に適かなってるな」

　学院は、この国の──人間がつくった組織にしては、珍しく合理性を持っているようだ。

　建前にこだわらずに実力を重視しなければ、鬼の殲せん滅めつなど不可能だからだろう。

　学院の生徒は十代の少年少女しかいないが、学年というものは存在しない。

　入学時期も春に限らず、明確に決まっているわけではない。

　生徒はライコウの関係者ばかりで、入学に値する実力を持っていると判断されれば、いつでも入れてしまう。

「もっとも、俺は実戦はすぐには無理かな。戦闘力で選ばれたわけじゃないからな」

「……どういうことですか？」

「ちょっとな、家庭の事情ってヤツで鬼には詳しくて。ツテを頼ってライコウ学院の関係者に面会して、〝レポート〟を提出したら入れてもらえることになった」

「まあ……選考方法もいろいろですからね……」

　そう言いつつも、彩月はあらわになっている左目を童貴に向けて、まじまじと見つめてくる。不思議なものを見る視線だ。

　実際のところは、鬼と渡り合える戦闘力──腕うでっ節ぷしを買われて入学するケースが大半だからだろう。

「鬼は元々は〝隠おぬ〟と呼ばれ、姿なきもの・この世ならざるものとして認識されていた──いや、人には認識されていなかった。本来、鬼とは固定された外見を持たない霊的な存在だったとも考えられる。現在でも、下級のものを含めて鬼の大半が姿を変える変身能力〝変へん化げ〟の術を使い、その特徴的なツノと牙を隠して人々の世にまぎれている」

「そ、それが大おお衛えさんのレポートなんですか……？」

「ほんの一部だけどな。鬼がどうやって人間社会にまぎれているか、家に伝わる記録から鬼たちの実例を並べて分析したら、けっこうウケがよかったらしい」

　ウケがいいのも当然だろう。

　なにしろ本物の鬼──それも、始祖の末まつ裔えいにして鬼き王おうである童どう貴きがまとめたレポートなのだから。

　しかも、聞いた話だけでなく、童貴が世間にまぎれてきた実体験も元になっている。

　学院では鬼の研究も行っているようだが、研究者たちのほとんどは見たこともない鬼の実像を古臭い資料から絞り出そうとしているだけだ。

　生きた資料を元にしている童貴のレポートにかなうはずもない。

　もちろん、ただレポートを提出しただけでなく、始祖の末裔のみが持っているツテを頼った。

　一応、童貴もクランに所属している。

　童貴以外のメンバーは一人だけだが、始祖の末裔が所属するクランには、多少の力があるらしい。

「でも、剣の実技はイマイチだったからな。受かるかどうか不安だったが」

「今は学院も人数不足ですから。あ、大おお衛えさんが実力不足だと言ってるんじゃなく！　昔は生徒数が千人を超えていたそうですけど、今は二百人くらいじゃないでしょうか」

「少ないな……って、二百くらい？　正確な生徒数は知らないのか？」

「一応、機密扱いですから。私が見た限りは二百くらい、ということで。たぶん、ずっと〝外〟にいて校内で見かけない方もいるでしょうから」

「学校なんて、形だけなんだな」

　平へい条じよう京きよう学院は、制服姿の生徒たちを見てわかるとおり、学校という名目になっている。

　鬼おに討うちは非公式な存在でも、生徒たちには表向きの肩書きが必要なのだろう。

「生徒も本当に十代しかいないんだな」

「二十代は皆無ですね。鬼討は二十代を迎える前に死ぬか、引退しますから」

　彩あや月つきは不吉な内容も含んだ説明を、淡々と天気の話のように口に出した。

「力を失って引退することを〝卒業〟、戦死することを〝退学〟と呼んでいます」

「あまり趣味のいい言い換かえじゃないな」

「そうですね……お恥ずかしい限りです」

　彩月は困ったように笑う。

　よく恥ずかしがる少女のようだ。恥も外聞もないよりはずっといいが。

「別に彩月が悪いわけじゃないだろ。でも、二十歳を前に引退って早いな」

「鬼討は二十代になる前に、真マ呪ジユを使えなくなってしまうんです。退学しなくても、卒業までの時間はあまり長くありません」

　鬼は、人間をはるかに上回る身体能力を持っている。

　人間の肉体など素手で紙のように引き裂き、拳で殴れば頭を木こっ端ぱ微み塵じんにもできる。

　鬼討がそれほどまでにフィジカルで勝る鬼に勝てるのは、彼らには肉体を強化し、太た刀ちをもって鬼の鋼はがねの肉体をも斬り裂く業わざがあるからだ。

　鬼たちは、その業わざを詳しく知らない。

　鬼おに討うちたちがこの技術を徹底的に秘ひ匿とくしているからだ。

　その鬼討の業を〝真マ呪ジユ〟と呼ぶ。

　呪いとは本来、鬼の業。

　その呪いを受け止めて返す──いわゆる〝呪い返し〟がベースになっているらしい。

　鬼の間に伝わっている情報は、その程度だ。

「学院では、その真呪ってヤツを教えてるんだよな？」

「真呪が使えないと、鬼とは勝負にすらなりませんから。学院以外での伝授は禁きん忌きとされています。鬼討の秘中の秘ですから」

「家族が元鬼討であっても、学院に入らないと教われないってわけか」

　童どう貴きは鬼討の秘密を探りにきたわけではないが、真呪のことも気にはなっている。

　だが、欲張ってはいけない。

　当然、童貴は目的があってこの〝敵地〟に潜入しているのだ。

　余計なことに気を取られて、肝心の目的が果たせなくては意味がない──







　校門の先の広場を抜け、彩あや月つきはさらに歩いて行く。

　この学院──城は相当に広いようで、普通に迷子になるレベルだ。

「ちなみに、ちゃんと一般的な授業もやっていますよ」

　彩月は歩きながら説明を続けている。

「普通の中高の勉強から、資格試験の学習まで。私たちは二十歳で外に戻ることになるので、学力は必要ですから」

「そいつはけっこうなことだな」

　童貴は学歴などまったくのゼロだ。

　あちこちの中学高校に潜り込んできて、授業もそれなりに聞いていたので、最低限の学力くらいはあるのだが。

　ちなみに、童貴の年齢は公称十六歳。

　学院に入学する生徒のごく一般的な年齢を選んだ。

　見た目も年齢から大きく離れてはいないはずだ。

「ただし、授業はすべてオンラインですけど」

「……この学校、ネットが繋つながってるのか？」

「今の時代に、ネットが繋がってない場所があるんですか？」

　彩月は、心から不思議そうな顔をする。

　確かにそのとおりで、通信網は全世界を覆おおっているし、未開の奥地でも衛星回線でネットに接続することは可能だ。

　隠れ里であっても、電波が遮断されているわけでもなく、普通に通信ケーブルも引かれているのだろう。

　見た目は数百年前の城であっても、電線や通信ケーブルのたぐいは地下に通してあるということだ。

　外見に騙だまされず、現代テクノロジーの〝目〟や〝耳〟にも警戒する必要がありそうだ。

「メインで学ぶのは鬼おに討うちとしての戦闘技術ですけど。ただ、ここに入学する生徒はたいていは家族が鬼討で、基礎は既に家族から学んでる人が多いです。大おお衛えさんは……」

「俺は荒あら事ごとのほうは全然だな。剣の秘伝を受け継いでるような、由緒ある家柄でもない」

　そうなんですか、と彩あや月つきは頷うなずいている。疑っている様子はない。

　始祖を退治したライコウとその従者たちの家系も千年の時をかけて、複雑に枝分かれしている。

　ライコウは歴史上有名な武将で、表向きの子孫も多く存在する。

　しかし、それとは別で鬼討の使命を背負った〝裏〟の子孫も少なくない。

　いや、陰で受け継がれてきた子孫のほうが今や多いらしい。

「大衛さんのお家うちはライコウ系なんですよね」

「そうだ」

　童どう貴きは力強く答えた。もちろん入学にあたって、家系を詐さ称しようしている。

　大胆にも、そのライコウ系の子孫ということにしてしまった。

　自分の先祖の首を獲とった男の子孫を名乗るのは、別になんとも思わない。

　童貴にとって、千年も昔の因縁などどうでもいいことだ。

「まあ、ライコウ系が一番多いですからね。枝分かれしすぎて、直系と一部の分家以外は学院ですら子孫を把握できてないみたいですが……」

　そういう彩月も、ライコウの血筋らしい。

　そんな話をしつつ、案内はさらに続いていく。

「学院は全寮制。実技と座学を学ぶ訓練所が南東の二ノ丸、寮は南西側の三ノ丸にあります。寮は男女で分かれていますが、互いの寮への行き来は自由です。訓練も任務も厳しいですけど、日常生活は特に監視もされませんし、気楽に過ごしてください」

「気楽……」

　童貴は、自分たちの命を狙う鬼討について深く考えたことはなかった。

　鬼討たちが普段、どこでどんな生活をしているのかなど、少しも。

　いや、今でも彼らに興味があるわけではない。

　童貴が敵地──死し地ちと言ってもいい敵だらけの学院に乗り込んだ理由はただ一つ。

「あ……大衛さん、こっちへ」

「ん？」

　彩月が、ぱっと童貴の手首を掴つかみ、道の端に寄った。

　童貴はなんとなく、彩月に掴まれたところをじっと見てしまう。

　考えてみれば、同年代の少女に触れられたのは初めてではないか。

　いや、違う──

「……あれは？」

「ただ一人残った、ライコウ直系の姫君──〝百ひやつ鬼き殺ごろし〟の一いち条じよう朱しゆ璃り様です」

「一条朱璃……」

　前庭から、奥の本丸へと通じる門から出てきた、一人の少女。

　以前、童どう貴きに触れたことのある唯一の女子だ。

　他の女子生徒たちと同じセーラータイプの制服の上に、桜色の羽織をまとっている。

　長い赤髪には白のカチューシャ。童貴は、そんなものを着けているところを初めて見た。

　だが、今の朱璃の姿はそれらの特徴などかすむほどに──異様だった。

「なあ……あの姿はいったい？」

「……私はなにも聞いてません」

　彩あや月つきの言っていることが嘘うそなのは明らかだ。

　歩いてくる朱璃の前にいる他の生徒たちは、彼女を避けるようにして道の端に寄ったり、顔を伏せたりしている。

　まるで、朱璃を見ることが罪であるかのように。

　ジャラッ、ジャララッ──と朱璃が歩くたびに無機質な金属音が響く。

「ここ、学校じゃなくて刑務所だったのか？」

「…………」

　童貴の軽口に、彩月は乗ってこなかった。

　彼女からの説明を期待していたわけでもない。

　そう、一条朱璃の姿は気軽に説明できるようなシロモノではないからだ。

　朱璃の羽織の袖の先、ほっそりとした手首には、黒い手甲の上に重々しい鉄輪がつけられている。

　細い足首にも同じカタチのものがついていて──しかも、両手両足の鉄輪はそれぞれ一本の鎖で繋つながっている。

　鎖は手足を動かせる程度の長さはあるが、自由自在に動かせるほどでもない。

　その両手両足を縛いましめている鎖が、朱璃が歩くたびに金属音を立てているのだ。

（馬鹿な──鬼おに討うちでも最強の朱璃が、なんであんな罪人みたいな姿に）

　童貴は内心の動揺を抑えつつも、朱璃から目を離せない。

　鎖で縛られた少女自身は顔を伏せることなく、まっすぐに前を向き、周りの視線など気にした様子もなく堂々と歩いている。

「朱璃……」

　思わず、童貴はぼそりとつぶやいた。

　その小さな声に応えたかのように──今まさに、童貴と彩月のそばを通り過ぎようとしていた朱璃がちらりと視線を向けてきた。

　そして、朱璃の瞳が大きく見開かれる。
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　ジャララッ、と鎖が生き物のように蠢うごめき、高く鳴った。







「どういうことなの……？」

「どうもこうも。見てのとおりだ」

　五分後、童どう貴きは朱しゆ璃りに連行されて、二ノ丸のとある一室にいた。

　学院内は自然も豊かで、城門からそう離れていないところに林があった。

　その林の中に、ぽつんと建っている小さな建物。

　犬小屋と間違えそうな建物だと思ったら、中は畳敷きの狭い部屋だった。

　真ん中あたりに囲い炉ろ裏りが切ってあり、床の間には〝邪じや鬼き断だん滅めつ〟と、物騒な文句が達筆で書かれた掛け軸もかかっている。

　要するに、茶室らしい。

「そういえば、昔の茶室は密談に使われたって歴史小説で読んだな」

「あなたの趣味が読書とは知らなかった。そう、私たちが話をできる場所は限られてる」

　童貴は壁を背にしてあぐらをかき、朱璃は童貴に向き合って正座している。

　あたりは静かで、誰かが近づけばすぐに気配を察することができるだろう。

「もう一度訊きくわ。どうして、あなたが──鬼き王おうが学院にいるの？」

「決まってるだろ、鬼を付け狙う目障りな鬼おに討うちどもを皆殺しにきたのさ」

　童どう貴きは歯を見せて笑い、凄すごんでみせたが──

　朱しゆ璃りは一ミリも動じず、ギロリと睨にらんできた。

「寝ぼけないで。ここは鬼おに討うちの本拠地よ。鬼き王おうがいるなんてバレたら、あなたなんて切り刻まれて跡形もなくなるわ」

「朱璃以外の鬼討なんて相手じゃない。おまえだけが特別なんだ」

「…………っ、ご、誤解を招く言い方を……あなたは自信過剰すぎるわ」

　ぐぐっ、と朱璃は正座した膝の上に置いた拳を固く握り締めている。

「いくらあなたでも、学院に乗り込んでくるなんて大胆すぎる。返り討ちに遭うのがオチよ。三本ヅ──」

「大おお衛え童貴だ。院内では、この名前で呼んでもらおうか」

「図ずう々ずうしい男ね。だいたい、鬼たちはみんな適当な偽名を──」

「俺の本名だ」

「…………」

「こんな俺でも、親からもらった名前があってな。戸籍だってある。偽造じゃない」

「鬼が役所に出生届を出しているとは、寡か聞ぶんにして知らなかったわ」

「鬼討にはあまり訊きかれたことがないな」

「……私も気にしたことすらなかったわ」

　じろり、と朱璃が鋭く睨んでくる。

　こんな無駄な軽口の叩たたき合あいはやってられない、というような顔だ。

　どちらかというと、童貴はもっと軽口の応酬を楽しみたいのだが。

「しかし、物ものの部べ彩あや月つき──あいつを放ってきてよかったのか？　新入生の案内役は彩月の担当なんだろう？」

「あの子はいつも、新人の案内を買って出てるの。物好きなのでしょうね。別に誰がやってもいいのよ。だから、私が代わってあげただけ」

「彩月のほうが親切そうだったがな」

「物部さんも、まさか本物の鬼を案内してるとは思わなかったでしょうね。あなた、運が良かったわ」

「なんだ、彩月はあんなにおとなしそうに見えて実はヤバいのか？」

「ある意味ではね。これ以上教えるつもりはない」

「当然だな」

　彩月もまた鬼討で、いつか童貴と戦うことになっても不思議はない。

　朱璃には、仲間の能力を教えるようなマネはできないだろう。

「というか、誰が新入生？　いったい、どうやって潜り込んできたの？」

「朱璃、なんだその思考停止は？　それこそ、訊かれて俺が教えると思ってるのか？」

「……確かに、頭が回っていなかったわ」

　朱璃はそう言うと、おもむろに──腰に差していた太た刀ちの柄つかに手をやった。

「言え」

「……シンプルでわかりやすいな」

「私たちは、こういう関係でしょう？」

　正座していた朱しゆ璃りが片膝を立て、身を乗り出してきた。

　彼女の立てた膝が童どう貴きの腹に押しつけられそうなほど迫っている。

　スカートの裾が持ち上がって太ももがよく見えているが、朱璃は気づいていないようだ。

「俺とおまえとの関係性に異論はないが……こっちも苦労して潜り込んできて、いきなり叩たたき出だされたくない」

「その割には、あっさりと私に見つかったわ。しかも──」

　朱璃は、じろじろと童貴の全身を眺める。

「この前会ったときと、姿形まで同じだわ。鬼は変へん化げの術でいくらでも顔形を変えられるのでしょう？　その顔で現れたら、私には一発でバレる」

「隠すつもりもないからな。それに、顔形を変えた程度じゃ、おまえには即バレだろ？」

「あなたが女や老人に化けていたって、気配ですぐに気づく。あれだけ何度も私に見つかってきて、そんなこともわからなかったの？」

「……そうだ、おまえは誰よりも俺を知ってる。鬼たちよりも俺を知ってる」

「……そうよ、この身体からだが誰よりもあなたを知っている。あなたの呼吸、あなたの心音、あなたの匂い、あなたの──いえ、だからなんだというの？」

　朱璃が太た刀ちの柄つかを強く握り締め、ギシリと軋きしむ音を立てた。

「おまえにバレることなんて承知の上だ。だが、別に問題ないだろう」

　童貴はニヤリと笑って。

「俺は鬼の王だ。俺に勝てる鬼おに討うちはいない」

「私は最強の鬼討よ。私より強い鬼なんていない」

（おまえを除けばな）

（あなたを除いてね）




　そう、童貴にも朱璃にも自分と対等でいられる者などいない──いなかった。

　二人は何度も本気でぶつかり合い、ギリギリの命のやり取りを繰り広げてきた。

　命懸けの戦いは、まるでお互いの存在を相手に刻みつけるかのようで──

　童貴も朱璃も、向け合う目に殺気はあっても憎悪はなく、敵意はなくとも敬意はある。

　互いに認め合える好敵手であり、対等な者を持てなかった二人は、むさぼるように戦いを求め、その戦いは激しくもどこか子供の遊びのように無邪気でもあった。

　童貴にとっては、最大の敵である朱璃こそがもっとも好意を抱いだける相手だったのだ。

　おそらく、朱璃も──




　しかし、その想おもいを口に出すことはできない。

　二人は恋人同士ではなく、仇きゆう敵てきであり──なにより素直になれないからだ。

「……ふん、少しはマシに戦えるおまえが、こんな変わり果てた姿になってるとは思わなかった。鎖で縛られてるとか、面白すぎるだろう」

「あなたこそツノを上う手まく隠しているみたいだけど、ずいぶん弱々しい姿ね」

　朱しゆ璃りがゴミを見るような目を向けてきた。

　やはり、どうしても素直にはなれない二人だった。

「ツノがなかろうが、俺は鬼き王おうだ。そっちこそ、鬼おに討うち最強の戦士だとばかり思ってたが、学院では奴隷扱いなのか？」

「いやらしい」

「なんでだよ!?」

「私が学院の男子たちに奴隷にされて、好き放題に弄もてあそばれてる妄想をしたのでしょう？」

「馬鹿を言うな。そんな可能性があったら、ここの男どもを皆殺しにしてる」

「…………どうして？」

「どうしてって、そりゃ朱璃は俺の──」

　普通に言いかけて、童どう貴きはハッとなって口をつぐんだ。

（俺はいったい、なにを口走っているんだ？）

　どうやら、学院に潜り込んで緊張しているせいで、テンションがバグっているらしい。

「朱璃は俺の──敵だ。言っただろう、おまえを倒すのは俺だと！」

「忘れてたわ、そんなこと……」

　朱璃はクンッと左の親指で太た刀ちをわずかに抜いた。

　何度も童貴に斬りつけてきた刀身が、少しだけ覗のぞいている。

「……あのあと、あなたが脱だつ兎との如く逃げたせいで」

「いや、逃げたのは……おまえだよ。先に背中を向けたのはそっちだろ」

「覚えがないわね……」

　じぃっ、と童貴と朱璃はまっすぐに目を合わせて──同時にぷいっと顔を背けた。

　一ヶか月げつほど前の、あの夕暮れの屋上──

　童貴は、荊イバラクランの三体──仲間の鬼たちを叩たたきのめしてしまった。

　さすがに殺しはしなかったので、荊の三体が目を覚ましたら厄介なことになる。

　朱璃もそこは理解していたらしく、二人ですぐにその場を離れたのだ。

　別に二人揃そろって逃げる必要もなかったのだが、完全にその場の勢いだった。

　あのときのことを、あのあとのことを朱璃が忘れたはずもない。

　少なくとも、童貴ははっきりと覚えている。

　あれから一ヶ月ほどが過ぎ──今、ここでようやく朱璃と再会できた。

「おまえが覚えてなくても、おまえを倒すのは俺だと確かに言ったぞ」

「……そんな、できもしないことを言われても覚えてられないわ」

　かすかに、朱璃の顔が赤くなっている。

　やはり忘れたわけではないようだ。

　あの日のことを簡単に忘れられては童どう貴きも困る──が、今は一ヶか月げつ前の思い出に浸ひたっている場合でもない。

　童貴は気を取り直す。

「他のヤツに傷をつけられちゃ困るんだよ。万全な朱しゆ璃りを倒さないと、すっきりしねぇ」

「もちろん、奴隷ではないわ。そんな単純な話じゃないの」

　朱璃は太た刀ちの柄つかに添えていた手を離し、両手を持ち上げてみた。

　ジャラリ、と鎖が鳴る。

「〝鬼き種しゆ縛ばく殺さつ術じゆつ者しや玖く段だん〟一いち条じよう朱璃は任務中の不覚悟により第一級拘束処置。ただし過去の実績に鑑かんがみて学院内での第二種待機及び、第一種緊急態勢時の院外任務を許可する──だそうよ」

「……よくわからんが、任務中の不覚悟？」

　専門用語が多すぎて、童貴の頭に入ってこない。

「行動の自由を制限した上で学院内で謹慎。強力な鬼の出現などの非常事態が起きたら外に出る許可も下りる──ということ」

「その辺はなんとなくわかるが……」

「でも、基本的に外には出られない。やゆよ軒のしょうが焼き定食も食べられないの」

「マジで好物だったのかよ」

　童貴も頻ひん繁ぱんに食べるのは本当なので、少し嬉うれしかったりする。

「いや、メシのこともいい……そもそもおまえが鎖をつけられた理由は？」

「〝任務中に鬼との内通を疑われる事案〟が起きたらしいわ。はっきり言うと、あなたに助けられたところを他の鬼おに討うちに目撃されてたみたい」

「なっ……！」

　つまりそれは、童貴が他の鬼たちから朱璃を守り、「おまえを倒すのは俺だ」などとのたまった場面を見られたということだ。

　童貴には、別の意味でも深刻な話だった。

　あんな苦しすぎる言い訳をしたところを、他人に見られてしまうとは。

「内通か。そういう……ことだったのか」

「私の事情、まったく知らなかった、というわけではなさそうね？　さっきの質問に戻るけれど、あなたが学院にいる理由と関係あるのね？」

　じーっ、と朱璃が問い詰めるような視線を向けてくる。

「……鬼の間でも噂うわさになっている。鬼は情報の共有なんてほとんどしないが、一条朱璃の動向となると話は別だ」

「そういえば、私を襲ったあの三体もずいぶん熱心に命を狙ってくれたようだったわ」

「人気者だな。おまえは塩対応だったが」

「鬼の王様がずいぶんと俗な言い回しを知ってるのね」

「俺も現代に生きてるんでな。平安時代とは違う。ああ、噂うわさの話だったな」

　童どう貴きは気を取り直し、今度はこちらが朱しゆ璃りにじっと目を向ける。

「噂は一気に広まった。〝あの忌いま々いましい一いち条じよう朱璃が、学院内で囚とらわれの身になってる〟ってな」

「ふうん……情報漏れというのはどうやっても防げないものね。鬼おに討うちに裏切り者がいるとは思わないけれど、学院の職員で外に情報を流してる者はいるでしょうね」

「それはお互い様だ。長く戦いが続きすぎると、敵同士でも馴なれ合あう者たちが絶対に出てくる。鬼は姿がどうあれ、人と言葉が通じるんだからな」

　人の戦争の歴史を紐ひも解といても、前線の兵士たちが互いに食料を売買したり、ともに酒を飲むようなことまであり得た。

　そういった馴れ合いは、鬼と人の場合でも同様に起こるようだ。

「要するに、一条朱璃の現状確認は鬼の最優先事項ってわけだ。俺がここにいる理由もわかってもらえたか？」

　朱璃のことが心配で来た、とは口が裂けても言えない。

「そんな噂、どうでもいいわ。私は見つけた鬼を斬るだけだから」

「その姿でどうやって斬るんだ？　そんな鎖で縛られてたら、着替えすらできねぇだろ」

「えっち」

「はぁ!?」

「私の着替えを想像してたの？　鬼のくせに、人間の女に性欲を感じるなんて妙な話ね」

「性欲とか言うな」

　鬼が自在に変へん化げできるといっても、基本的にヒト形ではある。ただ──

「鬼と人の歴史は長いが、両者の間で恋愛感情が成立したなんて記録はねぇよ」

「さすが、始祖の末まつ裔えい。お詳しいことね……」

　童貴と朱璃は、ふいっと目を逸そらしてしまう。

　そうだ、鬼と人が恋をするなどあり得ない。

　ただ殺し合うだけの関係のはず──だったというのに。

（俺と朱璃は、なぜこんな奇妙な成り行きになってしまったのだろう）

　問いかけてみても、心の問題を理屈で説明できるはずがない。

「そうだわ」

　と、唐突に朱璃は童貴の制服の胸ぐらを軽く掴つかんできた。

「そっちこそ、その姿はなんなの？　まるで普通の男子高校生だわ」

「話が戻ったな。でも、この服装は普通の高校生らしくねぇだろ」

「デザインの話じゃない。鬼の気配を感じないと言ってるの。あなたを誰より知っている私でなければ、鬼だと気づかないでしょう」

「当たり前だ、苦労して化けてんだからな。簡単に気づかれてたまるか」

「あなた、会う度たびに顔が違うものね。どうせなら、いつもの鬼の姿で現れてほしいわ」

「校門をくぐった瞬間に狩られるな」

　今さらながら、童どう貴きの姿は──どこにでもいそうな高校生男子だ。

　平凡な顔立ち、身長一七〇センチに体重五十七キロのやや痩せ型の体型。

　黒髪はぼさぼさで、長い後ろ髪を無造作に結んでいることが特徴といえば特徴だ。

　鬼としての気配は、限りなくゼロに近くなるまで消している。

　姿を見ただけでは、歴戦の鬼おに討うちでも正体に気づかないだろう。

　童貴は学院への潜入の手続きを進めつつ、一ヶか月げつで気配を断つ訓練を積んできた。

　徹底して鬼の力を抑え込み、人間に化けるためにちょっとした荒っぽいこともやっている。

「こんなひょろひょろした姿で現れて、驚かしてやるつもりだったのに。朱しゆ璃りのほうがインパクトありすぎだったな」

「ふっ、私の勝ちね」

　いまいち表情に乏しい朱璃が、珍しく不敵な笑みを浮かべる。

「得意げになってどうする。そのでかいカチューシャもなんだよ。今時、珍しくないか？」

「私もイメチェンくらいするのよ。あなたこそ、その鬱陶しい長い髪はなに？　それこそ、今時流は行やらないわ」

「鬼がトレンドを追うと思うのか？　ロンゲだろうと俺の勝手だろう。ああ、別に髪のことで文句を言い合いにきたんじゃねぇんだ」

「だったら、どうして──こんなところに来てしまったのよ、馬鹿」

「…………っ！」

　童貴は思わず息を呑のんでしまう。

　ただでさえ密着するほどくっついていたのに、朱璃がさらに顔を近づけてきたのだ。

　その大きな瞳が、わずかに潤んでいる。

　なぜここに来たのか──少なくとも、童貴はこの目を見られただけでこんな死し地ちに飛び込んできた後悔など吹き飛んでしまった。







　狭い茶室に、短い沈黙の時間が流れ──

　朱璃はうつむいて、小さく唇を動かし続けている。




（私は九十九の鬼を狩ってきた。斬った鬼の顔なんて覚えてない。でも、百番目の鬼だけが、どうしても斬れない。斬れないまま何度も出会って、童貴を知ってしまった。顔を覚えてしまえば、言葉を交わしてしまえば、忘れられなくなる。そうなったら、もう斬れない。いえ、斬れないだけでなく私は童貴が来てくれたことがこんなにも──）




「お、おい、朱璃、めっちゃ早口だな。こんなにも──なんなんだ？」

「き、聞こえてたの……聞こえてないと言え」

　ぐいっ、と朱しゆ璃りが再び太た刀ちの柄つかを握り、身を乗り出してきた。

　どうやら独り言のつもりだったらしいし、聞き取りにくい小さな声だったが──

「悪いが鬼は聴覚も鋭いんだ。よほどの小声じゃないと聞こえるんだよ」

「だったら私が今言ったことも聞こえたはずね？」

「……別に、俺にはどうでもいいことだな」

　そう言いつつも、童どう貴きはニヤつきそうになるのを必死に抑えなければならなかった。

　クールな朱璃は感情が見えづらいが、彼女にとって童貴との時間は大切なものであったらしい。

「わかればいいのよ。あなたは無駄口が多いの」

　朱璃は片膝は立てたままで、わずかに抜いたままだった剣を鞘さやに収め、身を引いた。

「私、この前のことは忘れることにする。助けられたとも思わないわ」

「俺もいちいち覚えておかない。他のヤツにおまえを倒されちゃ困るってだけだからな」

　童貴は息をするように建前を言える自分が、嫌になってきた。

　荊イバラクランに襲われ、朱璃を助けた日のことは簡単に忘れられるような思い出ではない。

　おそらく、朱璃のほうも──

　だが、二人はどうしようもなく意地を張ってしまう。

「忘れるから……あなたに容赦するつもりはない。今ここで、私が仲間を呼べばあなたはどうなる？」

「俺は鬼おに討うちどもと戦うつもりはない。悪いが、バトルを楽しみたいなら他の鬼と遊んでやってくれ」

「残念ながら、私はそれでも鬼討なの──！」

　朱璃はわずかに上半身を傾けたかと思うと、素早く太刀を抜いて赤色の刃やいばを童貴の喉へと突きつけてきた。

「…………っ！　いきなりだな……」

　童貴の動体視力は、発射された弾丸をも見切る。

　その童貴でも、朱璃の抜刀は抜いた手が見えないほどの早業だった。

「だけどな、そんな鎖で縛られたままで、俺に勝てる気なのか？」

「まともに身動きできない、縛られた私にあなたはなにをするつもり？」

「言い方が！」

　だが、鎖で縛られて両手両足の動きが不自由な朱璃は──妙な色香を漂わせている。

　童貴には、そんな嗜し虐ぎやく的な趣味はないはずなのだが。

「つーか、こんなチャチな鎖なんかどうにでも──」

　童貴は喉に突きつけられた刃にかまわず、無造作に朱璃の両手を縛る鎖を掴つかんだ。

　これでも人間をはるかに越える膂りよ力りよくを持つ鬼、鋼鉄の鎖だろうと紙切れのように千ち切ぎることくらい軽い。

　だが──

「な、なんだ、この鎖……？　びくともしない？」

「当然でしょう。この鎖はあなたの先祖──始祖の首のない胴体を縛り上げた鎖なのよ。鋼はがねに穢けがれなき乙女おとめたちの髪と血を混ぜ込んで鍛え上げたらしいわね」

「乙女たちの人権もなにもあったもんじゃないな」

　時代が違えば、あらゆるものの価値も違ってくる。

　最強の鬼を封じるためなら、乙女たちの意思など無視されたのだろう。

「〝封ふう魔まの鎖〟ってヤツか。話には聞いたことがあったが、ライコウの子孫どもがまだ後ご生しよう大だい事じに持っていたとは」

　ライコウに首を刎はねられた始祖は、胴体だけでも危険であるため、鎖で縛り上げられたという伝説は有名だ。

　その鎖が今も実在していて、事もあろうにライコウの子孫の手足を縛っているとは。

「これじゃあ、まるで朱しゆ璃りが鬼扱いだな……」

「……鬼の内通者を疑われてるのだから。ある意味、そうかもしれないわ」

「…………」

　童どう貴きは、じっと鎖を見つめる。

　よく見ると、校門と同じ祓はらえ詞ことばがびっしりと刻まれている。

　ただの鉄の鎖ではなく、学院の門のように陰おん陽みよう師じが小細工を施してあるのだろう。

　鬼の怪力をもってしても──いや、鬼の力への呪術的な抵抗が仕込まれているのなら、童貴にはなおさら厄介だ。

「あなたが気にすることではないわ。確かに不便だけれど、着替えくらいはなんとかなっているから」

「着替えの話に戻るのかよ。まあ、そりゃけっこうだ。あまりみすぼらしい格好だと、いくら美人でも殺す気もなくなるからな」

「びじん」

「…………っ」

　軽口のついでに余計なことを口走ってしまったと、童貴は一拍遅れて気づいた。

「が、学院に入学するには容姿も重要だって聞いたな。そういや、庭にいた連中も美人が多かったな」

「へぇ、抜け目なく女漁あさりしているのね」

「……死し地ちだからな。抜かりなく観察してるだけだ」

　さらに余計な軽口を叩たたいて、無駄に緊張感を招いている。

「だが、実際に美形が多いんだろう？　特に女は」

「それは鬼の都合よ。あなたたちが見てくれのいい女ばかり狙うから、自分をエサにする意味でも学院の女たちには見栄えの良さは重要なの」

「自分で認めるんだから、たいしたもんだな……」

「私はどうでもいいけれど。美び醜しゆうとか気にしたこともないし」

「…………」

　学院でも飛び抜けた美人は、自覚がないらしい。

　考えてみれば、童どう貴きが邪じや悪あく極きわまる鬼の姿に変へん化げしても、朱しゆ璃りは一度たりとも恐れた様子がなかった。

　ただ度胸が据わっているだけでなく、鬼を醜いと思わなかったのかもしれない。

「変わってるな……それで、そのコスプレみたいな制服も、鬼を引きつけるためか？」

「その男子の軍服みたいな制服。一度、女子の制服もそういうタイプに変わったのだけど、〝可愛かわいくない〟って不評で、この制服に落ち着いたの」

「ただ、自分たちがファッションにこだわってるだけでは？」

「だとしたら、なにか問題があるの？」

「……いや、ない」

　鬼おに討うちといっても、十代の女子たちだ。

　着る物にこだわっても、誰が文句を言う筋合いでもない。

　肝心の朱璃本人はあまり服装に関心はなさそうだが……童貴としてはできれば、制服以外の服装も見てみたい。

「っと、そうじゃない」

「なにが？」

「気にするな。それよりこの鎖のことだ」

　思わず余計な妄想をしそうになった童貴は、この話を引っ張りたくなかった。

　再び力を込めて──いや、自分の腕のほうが千ち切ぎれるほどの全力で鎖を引っ張ってみる。

　ギギギギ、と金属の輪が軋きしんではいるが──切れる様子はまるでない。

「くそっ！　千年も前の骨こつ董とう品ひんを引っ張り出してまで、朱璃をふん縛じばりたいのかよ！」

「私は鬼をも殺す鬼討よ。鬼を封じる鎖でもないと、拘束できないでしょう」

「…………ちっ」

　確かに、朱璃は始祖の末まつ裔えいである童貴とも渡り合うほどの実力者だ。

　ハンパな拘束は無意味だろう。

「というより、なぜあなたがそこまで必死になって鎖を切ろうとするの？　私が身動きしづらいほうが都合がいいでしょう？」

「そ、それは……」

（そんなもん、おまえの前で言えるか。というか、わかってて訊きいてないか？）

　童貴は、もちろん目的があってこの学院に潜り込んできた。

　朱璃に会うためではあるが、それは目的の第一段階であって、まだ先は長い。

　その上、この呪いのような鉄鎖は目的達成を余計に困難にしてくれている──

「い、言っただろう、おまえを倒すのは俺だって。関係ないヤツに邪魔をされるのが鬱陶しいんだよ！」

「そ、そんなに怒らなくても」

　珍しく、朱しゆ璃りがアタフタしている。

　軽くカマをかけてみたら怒られたので、慌てている──というところか。

「とにかく……お互いの状況はわかっただろう。どうするつもりだ、朱璃？」

「鬼おに討うちとしてはやるべきことは決まっているわ」

　そう、考えるまでもなく朱璃の次の行動は決まっている。

　まだ童どう貴きの喉に突きつけたままの剣をさらに押し込み、鬼が逃げれば二の太た刀ちを放つ。

　そこから、何度となく繰り返してきたように、最強の鬼討と始祖の末まつ裔えいの死闘が始まるのだ。この茶室など一瞬で残骸と化すに違いない。

　もちろん、二人とも本気にはならないはずだ。

　だが、馴なれ合あいのような戦いでも、この二人の場合、周りは無事では済まないだろう。

「そうか……ヤるか？」

「ええ、ヤりましょう。こんな鎖ごとき、気にしなくても──」

　と、二人が身を乗り出しかけた瞬間。

　不意に朱璃が動きを止め、童貴もつられて静止する。

　先に視線を茶室の引戸のほうへと向けたのは童貴で、朱璃も同じようにした。

　待つこと数秒──

「あのー」

　がらりと茶室の小さな引戸が開き、ひょこっと片目を隠した少女の顔が覗のぞいた。

　物ものの部べ彩あや月つき──彼女が遠慮がちに二人を見ている。

「……物部さん、どうしたの？」

「いえ、大おお衛えさんの案内は先生に頼まれたお仕事ですし……気になりまして。朱璃様、どうして刀を抜かれてるんです？」

「これは……この男が私の太刀を見たいっていうから」

「ああ、朱璃様の剣くらい鬼を斬りまくった血けつ刀とうはありませんからね」

　なるほど、と彩月は頷うなずく。

　童貴は他ひ人と事ごとながら、彩月はもう少し疑うことを知るべきだと思った。

「私のほうが先だった」

　ぼそり、と朱璃は童貴にだけ聞こえる極端な小声でつぶやく。

　朱璃は、童貴より先に彩月の接近に気づいたことを言っているらしい。

　どうやら、気配探知の技術に関しては鬼討のほうが鬼を上回るようだ。

「物部さん、ちょっと待って。外へ出るわ」

　朱璃は童貴から離れながら、太刀を鞘さやに収めて立ち上がる。

　それから、滑るように茶室を出た。

　童貴も無言で、朱璃のすぐあとに茶室の戸から外へ出る。

「ん？」

　外には朱しゆ璃りと彩あや月つき──それにもう一人、制服姿の少女がいた。

　袖やニーソックスが黒で、他の女子生徒とは少しばかり服装が違っている。

　さらに特徴的なのは、ツインテールにした長い髪は金色に近く、目もグリーン。

　明らかに外国の血が入った外見だ。

　胸はあまり大きくないが、すらりとした体形で、女子としては身長も高い。

「渡わた良ら瀬せさん、あなたもいたの？」

「いたわよ。シュリ、新入生をこんなとこに連れ込んでなにしてたわけ？」

「学院での心構えを教えていただけよ。私みたいにならないように」

　朱璃は鎖で繋つながれた両手を持ち上げてみせた。

「ふぅん、お優しいこと。誰にも関わらない孤高の女王様がどうしちゃったわけ？」

「あなたには関係のないことよ、渡良瀬さん」

「……いつものことながら生意気ね、シュリ」

　いきなりなんなんだ──童どう貴きは、唐突なトゲのある会話に口を挟めない。

「……渡良瀬リセ。学院でももっとも好戦的な子よ。あなたの正体がバレたら、真っ先に襲いかかってくるのはこの子でしょうね」

「なるほど……一番やべーヤツか」

　童貴は、寄り添うようにしてささやいてきた朱璃に頷うなずいてみせる。

「ちょっと！　あんたら、なにをコソコソしてんのよ！」
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「こいつ、朱しゆ璃りにもずいぶん挑戦的じゃないか」

「事あるごとに絡んでくるの。ちょっと怖いわ」

　鬼き王おうも恐れない朱璃に怖がられるとは、このリセという少女もなかなかのタマらしい。

「それで、どうするんだ、朱璃？」

　もちろん、童どう貴きの質問はさっきの〝続き〟のことだ。

　しかも、朱璃だけでなくリセと彩あや月つきの二人が加わっている。

　童貴が見たところ、彩月はともかく、リセはかなり強そうな雰囲気だ。

「彩月さん、この男を返すわ。訓練施設と寮への案内だったわね、よろしく」

「あ、は、はい」

　彩月がコクコクと頷うなずき、無視された格好のリセがむぅっと目をつり上げる。

「……いいのか、朱璃」

「今日のところは見逃すだけ。あなたは私の獲物よ。誰にも譲る気はないわ」

　朱璃はまたつぶやくと、どんと童貴の背中を押した。

　童貴が振り返ると──そのときには朱璃の姿は消えていた。

「ちぇっ！　なんなのよ、あいつ！」

「リ、リセさん、そんなに朱璃様に絡まなくても」

「あたしと全然話してくれなかった！　もうっ、ただでさえ無口だったのに、あんな鎖で縛られてから余計に口数減っちゃったのよね！」

「…………」

　リセは朱璃に挑戦的かと思いきや、その真逆なのかもしれない。

（人間という生き物は、なかなか複雑らしい。リセはともかく……朱璃が厄介だな）

　童貴が、ライコウ学院に潜り込んだのはもちろん朱璃に会うためだ。

　とりあえず最初の目的は果たし、しかも朱璃は他の鬼おに討うちに童貴の正体を明かすつもりはないらしい。

　今のところ、順調と言ってもいいが──

　朱璃を縛っているあの鎖は、童貴の〝最終目的〟の大きな障害になりうる。

　童貴の最終目的は、ごくごくシンプルだ。




　朱璃を連れて、この学院から逃げること。




　鬼からも鬼討からも逃れて、童貴と朱璃の二人だけで生きていくこと。

　今すぐ朱璃に明かしてもいいのだが、それを彼女が受け入れるかどうか、それが最大の難関だ。

　いや、そう思っていたが──他にもイレギュラーな障害はいくらでも起こりそうだ。

　まだまだ先行きが明るいとは言えないらしい。









二章　潜入者の綱渡りな日常






　平へい条じよう京きよう学院の全寮制生活は、それほど特殊なものではない。

　三ノ丸にある寮は、古式ゆかしい長屋になっていて、ずらりと部屋が並んでいる。

　それぞれの部屋は四畳半という慎つつましさだ。

　もっとも、鬼おに討うちの全員が長屋に住んでいるわけではない。

　学院の鬼討には戦歴によって〝段位〟が与えられる。

　初段から始まり、弐に段、参さん段、と続いていき、最高段位は玖く段だんとなる。

　朱しゆ璃りは玖段で、千年の歴史でも授与された者は数えるほどしかいないらしい。

　伍ご段以上の高段者となれば、もっと広くて設備の整った部屋に住めるようだ。

「ま、俺には関係ないことだな」

　朝の身支度を済ませ、童どう貴きはしみじみとつぶやく。

　入学から数日が経たち、学院での生活も落ち着いてきた。

　実は非正規入学者である童貴にも、問題なく個室が与えられた。

　長居するつもりはないので、正体バレを防ぎやすい個室というだけで充分だ。

「おーいっ、大おお衛え！　起きてっかー？」

「ああ、羽う水すいか……」

　遠慮のかけらもなく、部屋の戸ががらりと開かれ、男子生徒が一人入ってきた。

　軍服のような黒い制服が窮屈そうな大男だ。

　羽水貞テイ人ト──学院に入学して一年ほどで、段位は参段。

　入学初日、童貴は院内の訓練施設に鬼討たちが集まった中で、挨拶させられた。

　童貴は、「ここで正体がバレたら全員が飛びかかってくるだろうな」などと考えつつ、なけなしの社交性を発揮して、無難に挨拶をこなした。

　姿を見せなかった者も数名いたようだが。朱璃もその一人だったりする。

　それはともかく、童貴が鬼討たちと顔を合わせた直後から、やたらと絡んできたのがこの大男なのだ。

　親切ではあるらしい。毎朝、童貴の様子を見にくるのも、新人への気遣いのようだ。

「なんだ、着替えてたのならさっさと出てこいよ……って、マジでなんもない部屋だな」

「これから鬼を相手に戦うんだ。荷物なんて少ないほうが、いろいろと楽だろ？」

「かーっ！　死んだあとの遺品整理なんか気にしてんのか？　暗くれぇっ、暗すぎる！」

　バンバン、と羽水は強すぎる勢いで童貴の肩を叩たたいてくる。

　並の人間だったら、脱だつ臼きゆうしているのではないか。

「いいか、ヒトは陽！　鬼は陰！　互いに陽の気と陰の気をまとい、陽は陰に打ち克かつ！　だからこそ、人間はフィジカルではるかに勝る鬼を倒せる！　こいつは鬼討の基礎中の基礎だぞ！」

「陰と陽……けど、陽気ならいいってもんじゃねぇだろ」

「明るけりゃ陽の気も強くなるって言い伝えがあんだよ。笑う門には福来たる、とも言うだろ？　ヒトの福は鬼にとっての禍わざわいなんだよ」

　だったら俺は笑わないほうがいいのか、と童どう貴きは密ひそかにツッコミを入れる。

「人間の体内にも陰と陽がある。だが、陰の気は無を経へて陽に転化し、陽の気を爆発的に増幅させられる。心から闇を祓はらい、光で満たす。光は全身を巡り、武器にも伝わる。我らがライコウが生んだ秘法〝真マ呪ジユ〟ってヤツだ」

「真呪か……」

　人間が鬼と戦うために、ライコウが陰おん陽みよう師じとともに研究の末に生み出した秘術。

　生来、人間が持っている陽の気を意識的に操る──その術を〝真呪〟という。

　鬼からの呪いを弾はじく〝呪い返し〟をベースにしていることは童貴も知っていたが、この数日の学院生活で多少は詳しくなっている。

　呪いと陰の気は同質の力で、〝呪い返し〟の応用で陰の気を陽の気に転換、さらに増幅させるらしい。

　陽の気を操るすべを〝呪〟と呼ぶのは、やはり妙な話だ。

　だが、本来、〝呪〟には災いや病気を取り除くポジティブな意味もある。

　邪じや悪あくなイメージが強いが、その邪を祓うということでもあるのだ。

　鬼おに討うちたちは真呪を練り上げ、全身に循環させて肉体を強化するとともに──

　体外にも纏まとって鬼の攻撃によるダメージを軽減させ、同時に武器にまで力を込める。

　朱しゆ璃りの刃の赤い輝きも、彼女が練り上げた強力な真呪によるもの。

　鬼は陰の気──〝鬼き気き〟とも呼ばれる力のかたまりであり、宿命的に真呪に弱い。

　陽と陰は表と裏、相反する力であるはずなのに陰は陽に克かてない。

　相性の問題といってしまえばそこまでだが、実際に鬼は人間を圧倒する力を持ちながら、狩られてきた。

　童貴は、鬼にとって長年の謎だった鬼討の力の真相を、望んだわけでもなく知ったのだ。

「ま、テンション上げていこうぜ！　まずは朝飯だ、朝飯！」

　羽う水すいは強引に童貴の背中を押して部屋の外に出た。

　食堂は寮のすぐ隣にあり、渡り廊下で繋つながっている。

　男子寮から食堂を挟んだ反対側が女子寮で、そちらからも人が出てくる。

　食堂に入ると、既に数十人の生徒が集まっていた。

　室内も畳敷きで、長テーブルがいくつも並んでいる。旅館の大広間のような部屋だ。

「あー、腹減った！　おー、今日も美う味まそうだ！」

「美味そうなのはいいが、まだ慣れないな」

　食堂の入り口そばのカウンター前に立つと、ぱっと朝食が並んだトレイが現れる。

　学院には〝式神〟が複数いて、設備の掃除や手入れ、さらに食事の準備までしてくれるらしい。

　陰おん陽みよう術じゆつの式神──自律稼働し、物質にも干渉可能な霊的存在だ。

　式神たちは決して姿を見せないので、童どう貴きには奇妙に思えてならない。

　童貴は、長テーブルを挟んで羽う水すいの正面に座る。

　本日の朝食はごはんに味み噌そ汁しる、焼き魚にハムエッグ、野菜の煮物、納豆に海の苔り、漬物。

　羽水のトレイにはそれらに加えて極太のソーセージ二本とアジフライが付き、ごはんも丼メシになっている。

「今日も朝っぱらから騒がしいね、羽水。君の声、食堂の外まで響いてたよ」

　一人の男子生徒が、羽水の隣に座った。

　男子はほとんどがあぐらをかいているが、彼は行儀良く正座している。

「なんだぁ、坂さか神がみ。おまえこそ朝っぱらから陰気だな」

　坂神四し季き──身長こそ羽水と並ぶほど高いが、体形はすらりとしていてまるでモデルのようだ。

　クセのある髪を綺き麗れいにセットして、シャレた眼鏡をかけている。

「僕は別に陰気じゃない。君みたいに騒がしくないだけだよ」

「なーにが〝君〟だ。おまえ、少食だよな。鬼に食われたくねぇから肉をつけないようにしてんのか？」

　確かに、坂神の朝食はかなり少なめだ。ごはんに納豆、味噌汁と漬物だけだ。

「鬼は男には食欲をそそられないらしいよ。そうだろ、大おお衛えくん？」

「ああ、現代の鬼は人を食わないが、昔は女だけを狙って食らっていたらしい。鬼が少女や美女をさらった話は山ほどあるが、少年や美青年は眼中になかったようだ。神に近い存在──処女性を保ってる女が、神からもっとも遠い鬼には魅力的に見えたのかもしれない」

「説明、長なげぇよっ！　女のほうが美う味まそうだったってだけだろ！」

「僕らは意外に敵である鬼のことを知らない。大衛くんの知識は参考になるよ」

「わかる必要はねぇだろ。鬼はただ、見つけ出してぶっ殺せばいいだけだ」

　羽水はずいぶん大ざっぱなことを言っているが、鬼おに討うちはこちらが多数派かもしれない。

　いや、鬼討たちが知らないというより、そもそも鬼は秘せられた存在だ。

　仮にも始し祖その末まつ裔えいである童貴でも、他の鬼たちの顔や能力はろくに知らない。

　鬼とは種族全体が秘密主義なのだ。

「戦いで面倒なこと考えてっと遅れを取るぞ。おっと、おかわりしてこよう」

　羽水はきっぱり言い切ると、カウンターに歩いて行った。

「羽水の言うことも真理ではあるけどね。しかし、大衛くんも入学早々にあんなうるさいのに絡まれて災難だね」

「……まあ、この学院はうるさいのが多いみたいだけどな」

　食堂はガヤガヤと騒がしい。朝から元気なのは、羽水に限らない。

「羽水はうるさいけど、あれで腕は確かなんだよね。僕よりずっと上だ」

「あー、羽水が参さん段で、坂神は伍ご段じゃなかったか？」

「段位だけじゃ強さは判断できない。段位は基本的に実戦での戦績で決まるけど、サポートに徹てつしてたら上がりにくかったりするしね」

「ふーん、そういうもんか」

　新入生の童どう貴きは、もちろん初段だ。

「新人は特にわからないことだらけだろ？　なあ、大おお衛えくん。ウチの組に入らないか？」

「ん？　ああ、組か……」

　学院で、〝組〟とは二人以上七人までのチームのことを意味する。

　一度に敵に斬りかかれる数は限られているし、同士討ちになる可能性もあり、リスクも大きいので、上限も決まっているらしい。

「ウチの〝虎とら組ぐみ〟は強豪ってわけじゃないし、リーダーがアレだけどね」

　坂さか神がみは、カウンターのところで知り合いの生徒と談笑している羽う水すいを親指で指し示す。

「これでも鬼の討伐実数はこの半年で一〇体だよ。数は少なくても半分は中級以上の鬼だった。まあ、〝百ひやつ鬼き殺ごろし〟にはまるで及ばないけどね」

　百鬼殺しとは、もちろん朱しゆ璃りのことだ。

　正確には九十九体の鬼を狩ったらしく、童貴は百体目として狙われていたらしい。

「組に入れば学院の授業以外にも訓練がある。鬼を倒しても賞金は山分け。場合によっては他のメンバーに足を引っ張られる。リーダーが馬鹿。デメリットはこのくらいかな」

「メリットは？」

「いくつか協力関係を結んでる組がある。だから、〝捜し物〟があるなら見つけやすい。僕や羽水も捜してるものがあるから、組をつくったんだ」

「…………」

　童貴にも、坂神の言わんとしていることは理解できる。

　生徒の多くは家族や親族が元鬼おに討うちで、身内を鬼によって失っている者が少なくない。

　特に兄弟や友人を鬼に殺された者が珍しくないらしい。

　要するに鬼討の大半は仇あだ討うちを目的としているわけだ。

「……少し考えさせてくれ」

「かまわないよ、重要な問題だしね。でも、他の組に入るとしても、羽水に一度絡まれた以上はそう簡単に離してくれないだろうけど」

「タチ悪いな」

　童貴は苦笑し、坂神は呆あきれた顔をする。

　組への参加は学院では必須に近いらしいが、童貴が学院にいる時間は短いほどいい。

　しがらみも少なくしておきたい童貴には、簡単に返事ができる話ではなかった。







　ライコウ学院には、椿つばきの木が多い。

　居住区である三ノ丸、複数の訓練施設が集まっている二ノ丸でも椿が咲き乱れている。

　椿つばきの色は様々で白やピンクなどもあるが、学院の椿はすべて赤色だ。

「城に椿って珍しいよな」

　童どう貴きは、つぶやくように言った。

「ほら、椿は花が散るときに丸ごとポトリって落ちるのが首が落ちる様さまに似てて、武士は避けてたって言わないか？」

「それは俗説で、実際は武士も椿を愛めでてたとも言うわ」

「いろいろ詳しいな、朱しゆ璃り」

　城──ではなく、学院内の二ノ丸、訓練施設付近。

　石垣と堀の間にある小道を、犬が通るのがやっとという意味で〝犬走り〟という。

　実際は人も通れるし、学院の犬走りは拡張されたらしく、充分な広さがあり、見栄えのためか木や草花を植えてある。

　二人は並んで立ち、堀のそばで椿を眺めている。

　訓練を終えた童貴に、式神が朱璃からの手紙を持ってきたのだ。

　手紙で呼び出しとはまた古風だが、童貴はその古めかしさが嫌いではない。

「私が詳しいのは鬼のことだけ。他のことは知ろうと思ったことすらない」

「いいか、世の中にはインターネットってものがあってな。遠くの人に一瞬でお手紙を送ったり、ホームページってヤツで企業や個人の宣伝を──」

「狩るわよ」

「じょ、冗談だって」

　朱璃は手紙などというアナログな通信手段も使うが、スマホくらいは持っているだろう。

「あー……というか、こんなとこで立ち話してて大丈夫なのか？　式神が鬼おに討うちを監視するくらいはしてるんじゃないのか？」

「前は監視してたみたいだけど、ウザがった鬼討たちがどんどん斬り捨てるから監視用の式神はとっくに全滅したの」

「ウザがったって……」

　鬼討たちは、童貴が想像していた以上に危険な連中らしい。

「まあ、監視の目がないのは俺には助かるな。のんきに花も眺められるってもんだ」

「鬼が花に興味があるなんて知らなかったわ」

「鬼討の本拠地でこんだけ咲いていれば、気にもなるだろう。意味があるのか？」

「古代の大おお王きみが、まつろわぬ怪物を退治する際に椿の木を槌つちにして兵たちに与えたと言われてる。邪じや悪あくを祓はらう聖なる花──鬼討の城にはふさわしいでしょう……と、思っていた時期が私にもあったわ」

「俺は祓われてないな」

「それね」

　童貴は椿のそばにいても、自分を抑え込む圧力などは感じない。

「あなたがよほど巧妙に人間に化けているのか、椿に魔ま除よけの力なんてないのか……」

「両方かもな。椿つばきなんて、その辺の街まち中なかにもあるが、鬼がビビるなんて話、聞いたこともない。それとも、ここの椿は特別製なのか？」

「鬼を祓はらう力はなさそうだけれど、ここの椿は妙なところもあるわ」

　朱しゆ璃りは、そばの椿にそっと触れた。

「椿は冬から春の花だけれど、ここの椿は年中咲いてるの。城のどこかにライコウの遺体が埋められていて、彼の屍しかばねが咲かせてるって噂うわさもあるわ」

「ライコウもずいぶん人間離れしたもんだな」

　武士ライコウは、手て練だれの剣士だったらしいが、少なくとも普通の人間だったはずだ。

　すっかり、死後に神格化されたらしい。

「そういや、朱璃はそのライコウの子孫──」

　からかってやろうと、童どう貴きが口を開いた瞬間。

　不意に、バリバリと目の奥に電流が流れたような衝撃に襲われ──




『許せ、童どう子じ──そなたを欺あざむき首を刈り取った罪は、ライコウが永遠に背負ってゆく』

『この罪を貴様一人で償えると思い上がるな、ライコウ──鬼ですら、こんな裏切りは決してせぬというのに』




「…………っ!?」

「ど、童貴？　どうしたの？　ちょっと、童貴！」

　一瞬、激しい光の明滅とともに見えた映像──

　次の瞬間には、驚くほど近くに朱璃の顔があった。

「俺、どうしてた……？」

「急にふらついたのよ。目つきが普通じゃなかったわ。まるで──」

「……まるで？」

「鬼のようだった」

「はは……おまえも冗談言えるんだな、朱璃」

　思わず苦笑いしながら、童貴はまだおぼつかない足に力を込めて踏ん張っている。

　ほんの一瞬だけ見えた映像には、黒の甲かつ冑ちゆうをまとい、血にまみれた太た刀ちを握った細ほそ面おもての若い武士の姿があった。

　美女のようにも見える繊細な顔には、苦い後悔が浮かんでいた。

（まさか、あれがライコウ──？）

　童貴が始祖の末まつ裔えいとはいえ、千年も前の先祖の記憶が遺伝するはずがないが──

「アウェイで緊張してるせいかな」

　童貴は、迷わずごまかすことにした。

　千年前の光景が見えたなど、幻覚だとしても頭がどうにかしたと思われる。

「アウェイ……ね。童貴、訓練はこなせてるの？　鬼に真マ呪ジユが使えるなんて聞いたこともないのだけど」

「それが訊ききたくて呼び出したわけか。今のところ、剣と弓の基礎訓練だけだ。適当にこなしていればいいだろ」

「今はよくても、真マ呪ジユの訓練が始まったら正体がバレるかもしれないわ」

「だから、その前にここから逃げろって？」

「私が知らないところであなたが鬼だとバレて退治されたら困るのよ」

「朱しゆ璃り、おまえこそ訓練にも出てきてないが、どこでなにをしてるんだ？」

「私は玖く段だん、これでも最高段位よ。羽織を与えられているのは伊達じゃないわ。自主訓練だけでも誰も文句は言わない。あなたを狩るための訓練は怠おこたっていない」

「その羽織、昇段すると着られるのか。落語家みたいだな。でも、俺も鬼おに討うちの訓練で強くなるかもな。組にも誘われたんだ。虎とら組ぐみだ」

「虎……ああ、羽う水すいくんのところね」

「へぇ」

「なに？」

「いや、朱璃が他の生徒の名前とか所属を知ってるとは思わなかった。てっきり、他人に関わらない孤高のキャラなのかと」

「なにがキャラなの。学院の生徒のことくらい覚えてるわ。一緒に戦うこともある仲間なのだから。確かに、私は誰とも組んでいないけれど」

「組には参加してないのか？」

「私は自分の獲物を誰にも譲る気はない。だから、組に入る選択肢なんてないわ」

「鬼みたいにどん欲だな、朱璃」

　童どう貴きの軽口に、朱璃は嫌そうな顔をする。

　さらに、彼女ははぁっとため息をついてから。

「まあ、いいわ。目立たずにやっているのなら。でも、童貴。これからどうするつもりなの？　このまま学院に潜り込んでいても、危険なばかりで得るものはないでしょう」

「言っただろう、おまえを倒すのは俺だって。そんな忌いま々いましい鎖をつけた朱璃を倒してもつまらんからな」

「え？　あなた、もしかして、本気でこれを外すつもりなの……？」

「当然だろ。そのクソ鎖でおまえを縛りつけたのは、誰なんだ？」

「言葉遣いがなってないわ。そんなこと、知っても意味はないと思うけど……」

　朱璃は、ジャラッと鎖を鳴らしながら、人差し指を虚こ空くうに向けた。

「学院の北東に、小さなお社やしろがある。そこに行けばわかるわ」

「社ね……」

　鬼としては近づきたくない場所の代表だ。

「つーか、ずいぶんあっさり教えてくれたな？　急に素直になったじゃないか、朱璃」

「もう一つ教えてあげるためよ。お社には、この前話した巫み女こがいる」

「巫み女こ……」

　童どう貴きが軽口を叩たたいて、連絡先を訊きこうとした巫女のことらしい。

「巫女は邪を感知し、祓はらう能力に長たけてる。あるいは、私以上に危険かもしれない」

　社やしろには近づくな、この鎖を外そうなどと考えるな──と朱しゆ璃りは釘くぎを刺しているのだ。

「わかったわね。いつもの三本ヅノの巨大化した姿に戻っても、あの巫女からは逃げ切れるかどうか。余計なことはせず、正体を隠し通すことね」

　それだけ言うと、朱璃はくるりと身を翻ひるがえして歩き出した。

　童貴には有益な情報が得られたのだから、これ以上彼女を引き留める理由もないが──

「朱璃、待て」

「なに？」

「俺は確かに鬼の力を封じて人間に化けちゃいるが──これが本当の姿だ」

「え？」

「大おお衛え童貴が本当の名前で、これが本当の姿なんだよ」

「でも、あなたは鬼で……」

　朱璃が信じられないのも無理はない。

　以前、彼女が言ったとおりに童貴は姿を現すたびに姿形が違っていたからだ。

「今は──いや、前に屋上で会ったときから〝変へん化げ〟しちゃいない。こいつが、おまえたち鬼おに討うちにとってのラスボスの──最終形態ってヤツだ」

「まさか……だったら、いつもの三本のツノは？」

「ああ、そいつだけは隠してる。ツノは鬼の力の源だからな。鬼の力そのものは抑えておかないと、いつ誰にバレるかわからないだろ。だが、ツノ以外はこの顔も身体からだも生まれたままのものだ」

「……隠しているものがあるなら、あなたの本当の姿じゃないわ」

　朱璃は、振り向かずにそう言って、また歩き出した。

「でも、私はあの三本ヅノの巨体も怖いと思ったことなんてない」

「…………」

　童貴は黙って朱璃の小さな背中を見送る。

　間違いなく、余計な情報を与えてしまった。

　この少年の姿は本物、実は朱璃と同じ十六歳という年齢も偽りではない。

　十三歳の朱璃と初めて出会ったとき、童貴もまた同じ十三歳だった。

　童貴は常に姿を変えてあちこちの学校に潜り込み、朱璃の前では巨大化した〝鬼〟としての姿を見せてきた。

　他の鬼にも、この姿を知る者はほとんどいない。

　だが、もういい加減に朱璃にだけは本当の姿を見せたくなった──

　偽りの姿で彼女の前に立ちたくなかったのだ。







　行くな、と言われて行かないほど童どう貴きは素直な人間──鬼ではない。

　巫み女こが感知能力に長たけていようと、童貴は鬼の力を完全に封印している自信がある。

　当然のように、朱しゆ璃りと別れてすぐに北東へと向かう。

　北東は別名で丑うし寅とら、いわゆる〝鬼き門もん〟に当たる。

　昔から邪じや悪あくの侵入を許しやすい、霊的なセキュリティホールとなる方角で、そこに神社が築かれるのは当然のことだ。

　学院に入学して数日、童貴は寮と訓練施設以外の場所に行ったことがない。

　本丸のあたりには立ち入り禁止の建物がいくつかあると彩あや月つきから聞いている。

　北東のお社やしろとやらは、本丸内ではないようなので、行くこと自体は問題ないだろう。

「若様」

「……は？」

　童貴は、突然聞こえてきた声にびくりとする。

「ちょっと待て、どこにいるんだ？」

　童貴は不審にならないように、視線だけを動かして周りを確認する。

　しかし、城の塀へいと椿つばきくらいしか見当たらない。

「ここです、若様」

　ガサガサ、と椿の木の下にあった茂みが音を立てたかと思うと。

　ぴょこん、と飛び出してきたのは──一匹の黒猫だった。

　首輪はなく、耳が片方千ち切ぎれてしまっている。

「お待たせして申し訳ありません、若様」

「……語尾に〝にゃん〟くらいつけろ」

「な、なぜそんなイカレた語尾をつけ……つけるにゃん？」

「おまえ、俺にタメ口利くとはいい度胸だな」

「タメ口になるのですかにゃん!?」

「律りち儀ぎに〝にゃん〟をつけ続けるなよ……」

「理不尽です、若様……」

　猫がしょぼんと肩を落としている様は、かなりシュールだ。

「つーか、伊い紅く。ちょっと見ないうちにずいぶんイメチェンしたな」

「これでも頑張って変へん化げしてきたんですよ！」

　猫は顔を上げて、泣きそうな顔をする。

　泣き顔をする猫、というのもなかなかレアだ。

　もちろん、この猫はただの猫ではない。

　名は、有あり衛え伊紅──童貴が所属する〝始祖クラン〟の鬼だ。

　といっても、所属メンバーは童貴と伊紅の二名のみなのだが。

「なんで猫なんだよ。それじゃ、昼寝するかネズミ獲とるくらいしかできないだろ？」

「猫にでも化けないと、潜り込めなかったんですよ……無力なのはお許しください」

「訓練が足りないな」

「本来の姿のまま鬼の力を抑えてる若様がバケモノなんです……」

　実際、童どう貴きが規格外なだけで、学院への潜入に成功した伊い紅くも尋常ではない。

「鬼だからバケモノに決まってるだろう。で、この学院は結界が張られてるみたいだが、影響は感じるか？」

「え？　いえ、特には。若様がまたなにかやらかしたのかと……」

「…………」

　一応、童貴が〝始祖クラン〟の〝宗そう主しゆ〟で、伊紅は〝眷けん属ぞく〟──要するに部下だ。

　だが、伊紅には童貴への遠慮はあまり見られない。

「騒ぎを起こしたくないんだよ、俺は。だが、伊紅にも影響がないとなると、マジで結界は作用してないな」

「ああ、門に祓はらえ詞ことばが刻まれていましたね。あちこちの柱や壁にも刻んであるようでした」

「祓詞を確認できるほど近づいても、何事もなしか。ここ、本当に鬼おに討うちの学院なのか？　俺、騙だまされてるんじゃねぇ？」

「そんな根本的なところを疑われてもー！　あのですね、若様をここに潜り込ませるために私がツテからツテを辿たどって、どれだけ苦労したことか！」

「鬼が苦労を語るなよ。まあ、おまえのツテは頼りにしてる」

「え、そうなんですか？　ふへへへへへ……」

　猫が気持ち悪くニヤニヤしている。

　やはり、人間以外の生物に化けてしまうと違和感が強く出るようだ。

　童貴は変へん化げの術の弱点を再確認しつつ──

「まあ、私はあちこちのクランを渡り歩いてきた経験だけが取り柄ですから。ですが、はぐれ者の私を拾ってくれた若様のために、このクランを終ついの棲すみ家かにするつもりです」

「猫のまま鬼討たちに殺されないようにな。というか、戦えるのか？」

「子犬にも勝てないでしょうね」

「……おまえまで潜り込んでくる必要、なかったんじゃないか？」

　黒猫に化けたこの鬼は、童貴にとって唯一の手下であり仲間だ。

　本人が言ったとおり、伊紅が持つツテがあってこそ、童貴もこの学院に潜入できた。

　具体的にどういうツテなのかは、童貴すら聞いていない。

　ツテは伊紅にとって武器でもあり、たとえ主あるじにでも明かせないのは当然のことだ。

「若様、学院はこれまで潜り込んできた中学や高校とはわけが違いますよ。不測の事態に備えて、おそばで見守っていないと……」

「子犬にも勝てないおまえに見守られるとは心強いな」

「……最後のお言葉くらいは聞きますよ」

　猫は自分の実力をわきまえているらしい。

「だったら安心して死ねるな。それで、外の様子は？」

「荊イバラクランの動きはありません。若様に叩たたきのめされたことはだんまりみたいですね」

「さすがに、自分らがボコられたことを公表するわけもないか」

　童どう貴きにやられた三体は、クランの仲間にも黙っているのだろう。

　荊クランが総力を挙げて童貴の居場所を探り始めたら、学院までたどり着く可能性がゼロとは言えないが、その心配はなさそうだ。

「伊い紅く、外からの情報は入ってくるんだな？」

「はい、私自身は若様のおそばにいますが、情報は入ってくる手はずになっています」

　伊紅は学院内にいながら、外部からの情報を受け取る手段を持っているらしい。

　あるいは、世界一有能な猫かもしれない。

「引き続き他の鬼どもの動きを探っておいてくれ。俺は簡単には外に出られないからな。新人は数ヶか月げつは学院内で訓練らしい」

「私、数ヶ月は猫のままですか……」

「変へん化げを解いたらまた変身するのが面倒だろ」

　ここまで鬼の原形を失うほどの変身は、一瞬でポンとできるものではない。

　もう一度、鬼の力を完全に封じて猫に変身できる保証もないのだ。

「とにかく、ヤバいと思ったら伊紅はすぐに脱出しろ。俺にかまうな」

「そのつもりです」

「忠誠心って概念は知ってるか？」

「持っていても一銭の得にもならないことは知っています」

「唯一の眷けん属ぞくがたくましくて助かるよ」

　実際、鬼に忠誠心などなく、血族やクランのトップは力をもって君臨する。

　強い者が弱い者を支配する──それこそが鬼の理ことわりというものだ。

「あの、若様……それで？」

「なんだ？」

「いえ、お身体からだのほうはいかがなのでしょうか……？　私、若様が普通に歩いているのが信じられないのですけど」

「余計な気遣いは不要だ」

「……出過ぎたことを言いました」

　童貴はぴしゃりと言い切り、伊紅もすぐに引き下がった。

　厳しい言い方が自分でも嫌になるが、甘えも愚痴も童貴には許されない。

　童貴は、この学院に潜り込むために相当な無茶をしている。

　それを手伝った伊紅は、童貴がなにをしたのかよく知っているのだ。

「……失礼します、若様」

「…………」

　さっ、と猫が近くの茂みに姿を消した。

　続けて、数メートル先の塀へいの曲がり角から一人の男がひょこっと姿を現す。

　名前は知らないが、もちろん鬼おに討うちの一人だ。

「おー、誰かいると思ったら、新人か。なんだ、お散歩か？」

「まあな。あちこち見て回っておこうかと思って」

「そうか。なんか、妙な気配がしたと思ったが、俺の勘違いか！　真マ呪ジユを使えない人間って気配が違うんだよな！」

　ははは、と男は楽しそうに笑う。

　一方で、童どう貴きはドキリとした。

　この男は羽う水すいと同じタイプの豪快な陽キャだが──見た目に騙だまされてはいけない。

　童貴か伊い紅くか、あるいは両方のごくかすかな鬼の気配を察したようだ。

　気配の探知に特化した能力を持っているのかもしれない。危険人物だ。

「ああ、俺らこっちで訓練してんだよ。ちょっと、来てみろ」

「え？」

　男が童貴の返事を待たずに、さっさと歩き出してしまう。

　ここで「いや、興味ないし……」とコミュ障ムーブを見せたら怪しまれかねない。

　仕方なく、童貴が男の後ろをしばしついていくと、ちょっとした広場があった。

　そこには男がもう一人、女が二人いて、剣を抜いて訓練中のようだった。

「新入生、あちこち見学中か。ま、どこの組に入るかで学院生活が変わってくるからな」

「私ら、毎日ゴツい男ばっか見てるから、新人くん、すげー可愛かわいく見えるねー」

「学院に染まらないでほしいよね。大おお衛えくん、筋トレ禁止で」

「……はは、そうするよ」

　四人は訓練を中断して、わいわいと童貴に話しかけてくる。

　全員が、新人の童貴にもずいぶんと気さくすぎる。

　特に女子たちからの視線が熱い。

　彼女たちが言うとおり、学院の男子生徒は羽水のようながっしりした体格の者が多い。

　もちろん、大柄なほうが戦闘に向いているというのもあるだろう。

　女子生徒たちが自分たちの美しさをエサに鬼を引きつけているように──

　男子生徒の場合は〝殺し甲が斐いのある〟、強つわ者もののオーラを放つ者ほど鬼に狙われやすい。

　そのため、男の鬼討たちはせっせと身体からだ作りに励んでいるわけだ。

　童貴は、四人と軽く立ち話をしてから別れた。

　学院の生徒にはコミュ力の高い陽キャが多い。

　ろくに面識のない童貴が相手でも、まるで数年来の友人のように話しかけてくる。

「あまりよろしくないな……」

　城内の階段を上りながら、童貴はちらりと後ろを振り向く。

　遠くに見える四人の男女はさっきまでの陽気な顔はどこへやら、真剣な顔つきで剣を振るい、訓練に励んでいる。

　彼らは〝百モ舌ズ組〟というチームらしい。

　鳥のチーム名は他にもあるが、百舌をチーム名に選ぶとは、やや奇妙な印象だ。

　百舌組がどんなに気さくであっても、鬼にとっては警戒すべき狩人かりゆうどたちだ。

　他の生徒たちとのコミュニケーションは最小限に止とどめなければならない。

「かといって孤高を気取っても目立つしな……難しいもんだ。あれ、そういえば──」

　伊い紅くは戻ってくる様子がない。

　おそらく、童どう貴きとの接触はできるだけ控えるつもりなのだろう。

「ん？」

　ぽとり、と童貴のすぐ前で椿つばきの花が一つ落ちた。

　まさに、斬ざん首しゆされたかのような落ち方だ。

　落下した椿の花びらが、ぽろぽろと崩れて地面に溶けるように消えていく。

「なんだ、この花……？　椿ってこんな枯れ方すんのか……？」

　童貴は軽く屈かがんで、消えていく花びらをよく見ようとして──




「うっ…………！」




　ドン、と背中を叩たたかれたような衝撃を感じた。

　視線を下げると、胸元から刃が生えている。

　制服が黒いためにわかりにくいが、じわじわと血が滲にじみ出だしているようだ。

　童貴は、そんなことをまるで他ひ人と事ごとのように思ってから──

「ううっ……！」

　ぐりりっ、と嫌な音とともに胸に激痛が走る。

　刃を突き刺したまま、ドライバーでネジを締めるようにぐいっと回転させてきたのだ。

「おい……人違い、じゃねぇのか……？」

　童貴は力を振り絞って、そうつぶやいた──が、そこまでだった。

　がくりと地面に両膝をつき、そのまま倒れ込んでしまう。

「間違っていない。そう、なにも」

　童貴は倒れながら、そんな言葉を聞いた。

　その声はまるで、ボイスチェンジャーを通したような不気味な響きに聞こえた──







　ぱちっ、と目を開けると目の前を鯉が通りすぎていった。

　ゴボゴボッと空気の泡が上昇していく。

（やってくれたじゃねぇか）

　童貴は、全身が縄でぐるぐる巻きにされ、その縄の先に一抱え以上もある岩が結びつけられていることにすぐ気づいた。

　水はやや濁っていて、鬼の視力でも周りはよく見えない。

（これまた、ずいぶん念入りだな）

　倒れる前のことは、はっきりと覚えている。

　背後から心臓を一突きにされた挙げ句、その刃をねじって念入りに心臓を破壊してきた。

　犯行直前に椿つばきが落ち、影のように消えた──

（どこのどいつか知らないが、〝影かげ椿つばき〟とでも呼んどくか）

　影椿は、さらに童どう貴きを縄で縛り上げて岩で重しをつけて水の中に放り込んだらしい。

　殺害から死体の処理まで、手間を惜しまなかったようだ。

「ちっ……」

　肺に入り込んでいた水を吐き出し、ついでに自分を縛り上げている縄を引き千ち切ぎる。

　浮上し、水の中から這はい上あがって──

「……やっぱ、学院の堀か。手近なところに放り込みやがって」

　童貴は堀のそばの塀へいにもたれて、呼吸を整える。

　どれくらいの時間、水中にいたのかわからないが、長く仮死状態にあったようだ。

　もう少し意識を失ったままだったら、蘇そ生せいしてもしばらく動けなかっただろう。

　童貴は、制服のコートと上着、下のワイシャツを堀の中に捨ててきた。

　心臓を貫かれた跡が残っているので、そのまま着ているわけにはいかないからだ。

　念のためにビリビリに破いておいたが、縄を千切るより大変だった。

　制服はすべて防ぼう刃じん・防弾で、並の人間の力では刃物を使っても破れないだろう。

「傷は治ったか……けど、ヤバかったな」

　童貴は裸の胸をさすった。皮膚も完全に再生していて、傷痕は少しも残っていない。

　童貴は今、鬼としての能力を最小限まで封じ込めている。

　だが、生物として鬼であることに変わりはなく、気配を人間に似せているだけだ。

　擬ぎ態たいする生物はこの地上に数多く存在する。

　虫や魚などは生まれついた外見的特徴によって風景に自分の姿を紛まぎれさせるし、カメレオンのように体色を変化させることで擬態する動物もいる。

　童貴は、朱しゆ璃りに話したとおり、これが本来の姿だ。

　しかし、姿は人に近くても、鬼であることに変わりはない。

　始祖の末まつ裔えいである彼は陰の気──鬼き気きが特に強く、身体からだから強烈に発せられている。

　童貴の〝擬態〟は姿形を変えるのではなく、その溢あふれんばかりの鬼気を抑え込むことで人間の気配に近づけているというわけだ。

　とはいえ、鬼気は抑え込めても、肉体的・器質的な変化はない。

　心臓を貫かれても、あるいは始祖のように首を刎はねられても死なない可能性は高い。

　重要なのは、不死に近い肉体が学院でのアドバンテージにはならないということだ。

　むしろ、欠点と言っていい。

　訓練中にうっかり腕でも切断されては困る。

　四肢切断程度ならば、すぐにくっついてしまうからだ。

　そんなところをもし学院の生徒に目撃されたら、一瞬で正体を看かん破ぱされるだろう。

　そう思って警戒していたのだが、腕の切断どころか心臓を刺されるとは。

「こいつも鬼の弱点だな」

　鬼は、この優れた肉体があるために油断が多い。

　最強だったはずの始祖も、山伏に化けたライコウとその部下たちに酒を飲まされ、酔っ払ったところを討たれたという。

　間抜けな話ではあるが、鬼とは先天的に警戒心に欠ける種族だ。

　ざっくり言うと、鬼は〝天然のドジっ子〟なわけだ。

　強力すぎる肉体と不死性との引き替えに得てしまった性質なのだろう。

　童どう貴きも鬼の弱点については充分に理解しているが、この警戒心の欠落は改善できない。

「くそっ、いったい誰だったんだ……？」

　せめて、倒れる前に影かげ椿つばきの顔だけでも見ておくべきだった。

「まだ、俺の正体に気づいたわけじゃなさそうだが……」

　心臓を刺してねじり、重りをつけて水に沈める──これは、人間相手の殺し方だ。

　童貴が鬼だと知っていれば、最低でも首を刎はねるだろう。

　手口を見る限りは、影椿は童貴を人間だと思っている。今のところは。

「まずいな……」

　影椿が学院の生徒である可能性は高く、明日にでも童貴の顔を見ることになるだろう。

　そうなれば──童貴の正体が確実に露見する。

　少なくとも、影椿は童貴が鬼だと気づくだろう。

　そうなった場合、影椿が騒ぎ出すか、それとも密ひそかに童貴を抹殺しようとするか──

「大おお衛え童貴さん」

「…………っ！」

　突然の声に、童貴は跳び上がりそうになる。

　振り向くと、そこには白衣に緋ひ袴ばかま──いわゆる巫み女こ装束をまとった少女が立っていた。

　長い黒髪をポニーテールにして白いリボンで結び、整った顔には微笑が浮かんでいる。

　身長はすらりと高く、巫女装束の上からでもほっそりした身体からだ付きなのがわかる。

「童貴さん、お堀は水すい練れんをする場所ではありませんよ」

「そうか、新入りなんで知らなかった。今度から気をつけよう」

「その濡ぬれたお姿で院内を歩かれては困りますね。こちらへどうぞ」

　巫女は童貴の返事を待たずに歩き出した。

　間違いなく初対面のはずだが、童貴の都合を完全に無視して話を進められてしまった。

　不思議と強引さを感じないのは、相手が神秘的な巫女だからだろうか。

「巫女ねえ……怪しくないヤツほど怪しいもんだよな」

「聞こえてますよ。初対面で、なかなかのご挨拶ですね」

　巫み女こは振り向かずに言い、そのまますたすたと歩いて行く。

　どうも、おしとやかそうな見た目に似合わず、油断ならない相手のようだ。

　巫女は、ずぶ濡ぬれで上半身裸の男を見ても、まるで動じた様子もなかった。

　どこかに身を隠して、影かげ椿つばきに正体がバレるのを避ける手もあったが、この巫女に見られたからにはそうもいかないようだ。

　このまま流れに身を任せるしかない──

　童どう貴きは立ち上がり、彼女の後ろをついて歩いて行く。

　おそらく、この巫女は童貴の本来の目的地へ連れて行ってくれるのだろう。







　童貴は生まれてこの方、神社仏閣のたぐいには近づいたことがない。

　別に、近づいたら弾はじき飛とばされるとか全身に電流が走るとか、そんな不思議現象は起きないのだが、心理的に拒絶反応が出てしまう。

　曲がりくねった長い階段をしばし上がると、赤い鳥居が見えてきた。

　童貴の前を歩く巫女は、鳥居の前で一礼し、手水ちようずで手と口を清めた。

　一応、童貴も参拝の作法くらいは知っていたので、彼女と同じようにしておく。

　いくら丁寧に清めても、彼は神とは相反する鬼なのだが。

　巫女に先導され、童貴は赤い屋根の拝殿の前へと移動する。

「ああ、失礼しました。まだ名乗っていませんでしたね」

「俺の名前は知ってるみたいだがな」

「天てん竜りゆう雷らい花かと申します」

「天竜……さん」

　見た目の清せい楚そさに似合わず、ずいぶんと猛たけ々だけしい名前だ。

「雷花、とお呼びください。今は、こちらの鬼き祝しゆく神社の巫女を務めています」

「きしゅく……鬼祝？」

　首を傾かしげた童貴に、巫女──雷花が空中に指で文字を書いてみせた。

　器用なことに、童貴が見やすいように反転して書いていた。

「ええ、なぜかそんな名前なんです。詳しい記録は残っていないのですが、この城が築かれた当時から名前は変わっていないようです」

「なにかの皮肉か？」

「あるいは、鬼の呪いを防ぐための名目かもですね。封じられた始祖の呪いを、都の人々はずっと恐れてきたそうですから」

「始祖の呪い、か……」

　実際に始祖が呪いをかけた相手は鬼おに討うちではなく、自分の眷けん属ぞくたちだったが。

「まあ、神社の由来はいいが、結局あんたは何者なんだ。鬼討じゃないのか？」

「ここは鬼討の祖たるライコウを祀まつる神社で、私はただの巫女です」

「その、ただの巫み女こさんが、どうしてあんなところに？」

「実は、童どう貴きさんにご挨拶に行くところだったんですよ。新人さんにはこちらから一度、お会いしに行くことにしてるんです」

「それはまた……ご丁寧に？」

「ふふ。訓練所か寮か、どちらかにいらっしゃると思っていましたが」

　雷らい花かはくすりと笑うと、童貴をじろじろと眺めてきた。

「まさか堀で水すい練れんをなさってるとは思いませんでした。ああ、立ち話もなんですね。濡ぬれたままでは風か邪ぜを引いてしまいますし」

　鬼の霍かく乱らんというが、基本的に鬼は病気にかからない。

　寿命自体は人とそれほど差はなく、せいぜい百年ほどだ。

　死ぬときは、ただ全身の機能が衰えてゆるやかに死に至る──もちろん、鬼おに討うちに殺されることなく自然死を迎えた場合だ。

　そういうわけで風邪など引かないが、上半身裸でずぶ濡れのままでは落ち着かない。

「こちらへどうぞ」

　再び雷花に先導され、歩き出す。

　拝殿の奥、細い小道の先に慎つつましい平屋の建物があった。

　中に入ると畳敷きの八畳ほどの部屋が一つあり、その奥に風呂場があった。

　学院では、寮の風呂もさすがに五右衛門ごえもん風呂などではなく、きちんとした湯船にシャワーも設置されている。ここの風呂も同じだった。

　雷花に案内され、シャワーを使わせてもらい、湯上がりには男物のＴシャツとハーフパンツまで用意されていた。

　童貴が八畳の部屋に戻ると──

「ああ、お湯加減はいかがでしたか？」

「さっぱりした、助かったよ」

　雷花が綺き麗れいな姿勢で正座して待っていた。

　その雷花の前には小さなちゃぶ台があり、ペットボトルが二つ置かれている。

「ギャラマオリジナルの抹茶ラテです。最近、ハマってるんです。あたたかい飲み物がいいかと思いましたけど、お風呂上がりですからね」

「あ、ああ、ありがたい。いただきます」

　神聖な巫女から、ずいぶんと俗な飲み物が出てきた。

　学院内にはギャラクシーマート、略してギャラマのようなコンビニはない。

　だが、ネット通販で買い物は可能だ。

　例のトンネルを通って輸送され、例の式神が人知れず学院内に配達してくれる。

　童貴は抹茶ラテをペットボトルから直じかで飲み、雷花は湯飲みに注ついでいる。

「ふう……美う味まい」

　心臓の再生でカロリーを消費したせいか、甘みのあるお茶がひどく美味かった。
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「気に入っていただけてよかったです。どっさり箱買いしてますから、お土産みやげに十本くらい持っていってください」

「い、いや……そうだな、二、三本いただこうか」

「そうですね、童どう貴きさんは組に入っていないので、一人で飲むには十本は多いですね」

「……誰がどこの組に入ってるのか、把握してんのか」

　童貴は、この巫み女こが何者なのかまだ判断がつかない。

　服装も立ち振る舞いも、鬼おに討うちたちとはまるで違うのは確かだが。

「調べているわけではありませんが、新入生がどの組に入るかは、院内の全員が注目していますよ。一人増えれば単純に戦力も増すわけですからね」

「足手まといになるかもしれないだろ？」

「仲間たちが協力して新人を育てます。誰も弱いまま放ってはおかない。それが鬼討の掟おきてなのですよ」

「そんなヌルいことで鬼と戦えるのか？　足手まといを並の力量に仕立てるより、才能あるヤツを強く育てたほうが効果的じゃないか？」

「鬼を殺すことも大事ですが、鬼討が生き残ることはもっと大事です。死んでいい人間なんて一人もいないのですよ」

「…………」

　童貴は、朱しゆ璃り以外の鬼討とは戦っていない。

　だが、この数年だけでも、少なくない鬼おに討うちが鬼と戦って命を落としているはずだ。

　たいして強くもない雑ざ魚この鬼討が無謀にも鬼に挑んで、ゴミクズのように殺されているのかと思い込んでいた。

　鬼討たちは協力して生きようとしている──無駄死にするより、ずっと難しいだろう。

「その心構えを教えるのが、雷らい花かの仕事なのか？」

「私には人様にものを教える資格はありません。ですが、童どう貴きさんは他の方から学びを得ていないようですので」

「まだ基礎訓練の段階だ。焦らなくていいんだろ？」

「もちろんです。あなた方が鬼討でいられる時間はあまりにも短いですが……時間をかけて準備をするべきです。たとえ、一体の鬼も狩れないままお役目を終えることになっても、死ぬよりはよほどいいです」

「……まあ、無駄な戦いはするべきじゃないのかもな」

　童貴は、鬼と人の戦いが千年も続いている理由の一端を見た気がした。

　鬼討は熱心に鬼を狙うが、一方で生存を優先する慎重さも忘れていない。

　だからこそ、戦士の数が最盛期から大きく減少しても、未いまだに鬼と張り合うだけの勢力を維持しているわけだ。

「それで──私への御用向きは、朱しゆ璃りさんのことでしょうか？」

「なんでそれを？」

　童貴はまだ、神社に用があったとも言っていない。

　雷花は二杯目の抹茶ラテを湯飲みに注つぐと、ぺりっとラベルを剥はがした。

　学院でもゴミの分別はきちんとされているらしい。

「私が記憶している限り、朱璃さんを拘束させていただいた件について、四十八人の生徒が説明を求めていらっしゃいました」

「そりゃまた多いな。全校で二百人なら、四分の一くらいがここに来たのか」

「童貴さんは新入生ですが、朱璃さんに目をかけられているようですね。院内でちょっとした噂うわさになっていますよ。だから、その用件でいらっしゃったのかと」

「……朱璃とはシャバで少し面識があった程度だ。俺も一応ライコウ系なんでな」

「私もライコウ系ですよ。女系で今やかなり遠い分家ですが、代々こちらの神社の管理を任されています」

「つまり、俺や朱璃とも遠い遠い親戚ってわけだ」

「私などは傍ぼう流りゆうの傍流、血はもう薄れきっています。ただ、朱璃さんはもっともライコウに近い直系ですからね。それに最強の鬼討となれば、他の鬼討さんたちが私の処置を不満に思われるのも当然です」

「わかった上で、あんなごつい鎖で朱璃を縛り上げたのか？」

「そんな怖い目をしないでください。童貴さんは、お優しいのですね」

　朱璃には優しいだけだ、ただし本人の前では冷たくしてる──とは言わない。

　鬼も無闇に悪逆非道ではないが、誰にでも優しいわけでもない。そこは人間と同じだ。

「朱しゆ璃りさんは、四体の鬼に囲まれていたところを、他の鬼──通称〝三本ヅノ〟と呼称される始祖の末まつ裔えいの手助けを受けています」

「手助けね……」

　荊イバラクランの鬼たちは三体だったが、〝四体〟としているのは意図的に誤情報を混ぜているのだろう。

「だからといって、鬼に内通してるっていうのは結論を急ぎすぎじゃないか？　鬼だって一枚岩ってわけじゃないだろう。ただの仲間割れかも」

「どうなんでしょうか。鬼はクランと呼ばれる、血族によるチームのようなものを組んでいることは確認されています」

「そう、鬼は鬼おに討うち以上に血脈を重視する。始祖とその配下だった四体の鬼、その五体を中心として、血脈を繋つないできた。その血脈が近い者たちが数体から数十体単位でクランを組み、クラン同士で対立があるとも言われている」

「さすが、レポートで入学してきただけのことはありますね、お詳しい」

「聞きたければもっと情報を話してもいい。だが、その前に朱璃のことだ」

　童どう貴きは、ぐいっと抹茶ラテを一息に飲み干す。

「そもそも、だ。鬼に内通して、朱璃になんの得がある？」

「鬼が人を助けた、という時点で既に不可解を通り越しています」

　雷らい花かはきっぱりと言い切った。

「それに、動画も撮影されていて、証拠もあるのですよ」

「へぇ……」

　童貴は動じないフリをしてみたものの、驚くべき情報だった。

　別の鬼討に目撃されただけでなく、映像まであるとは初耳だった。

　鬼をも拘束する鎖で両手両足を縛るなど、朱璃への処置は厳しすぎるが、客観的な証拠もあるならやむを得ないかもしれない。

　当然、鬼討の立場なら──という意味であって、童貴は朱璃をあんな物々しい鎖で拘束した学院を許すつもりはない。

「もちろん、朱璃さんが無実である可能性も高いです。ただ、疑惑がある以上、あれほどの戦闘能力をお持ちの朱璃さんを自由にはしておけません」

「首を刎はねられた始祖を拘束した鎖らしいな。そんなものが、未いまだに残っていたのか」

「鬼き祝しゆく神社には、ライコウ時代の遺物がいくつか伝わっています。もうほとんどがただの骨こつ董とう品ひんですが、まだ使えるものもあるんですよ──あ、それで思い出しました」

　雷花は「少しお待ちください」と言って、風呂とは別の戸から出て行った。

　朱璃の話をはぐらかされたのかもしれない。

　あの巫み女こは、もしかすると見た目とは違って、意外にタヌキなのだろうか。







　待つこと、五分ほど──

「お待たせしました」

「……なんだ、それ？」

　戻ってきた雷らい花かは、両手の袖越しに短刀らしきものを掲げるようにして持っていた。

　直接自分の手で触れないようにしているようだ。

　昔は、武士から刀を預かる際に直接触れないように袖で受け取った、という話は童どう貴きも聞いたことがある。

「なんでも童貴さんは、太た刀ちをお持ちでないとか」

「ああ、訓練のときは学院の太刀を借りてる」

　童貴は自前の拳と爪で充分なため、朱しゆ璃りとの戦いでも武器など使ったことがない。

　剣術に関しては完全な素人しろうとで、学院で基礎を学んでいる段階だ。

　おそらく、基礎の段階で訓練を終えることになるだろう。

「生徒さんのほとんどは、家に伝わる太刀をお持ちですが、たまに紛失している方もいらっしゃいますからね」

「ウチは戦闘向きの家系じゃないんでな、そういう物騒なものは持ってないんだ」

　これ以上ないほど物騒な家系の男は、大おお嘘うそをつく。

「ふふ、ですが身を守るためにも武器は必要ですよ」

「それはそうだろうな」

　なにしろ、ついさっき心臓をぶち抜かれたばかりだ。

「学院では、太刀をお持ちでない方に神社の蔵にある武器をお渡しする決まりなんです」

「神社に武器とは、また物騒だな」

「昔から、神社に価値のあるものを納めるならわしがありますよ。高名な刀などが神社に奉納されてますよね」

「言われてみればそうだな……」

　確かに、童貴の認識が間違っていたようだ。

「この鬼き祝しゆく神社でも大切に守ってきた武具がいくつかあります。こちらをお使いください。銘めいは〝音おと切ぎり〟」

「音切……」

「ライコウが罪人を相手に試し斬りをしたところ、なめらかに斬れすぎて、斬った音すらしなかった──というのが由来だそうです」

「そりゃまた、わかりやすい伝説だな」

　犯罪者であろうと、斬れ味のテストに使われるとは惨むごい話だが、時代が違う。

　童貴が顔をしかめたところで意味がない。

「でも、こいつは短いな。他の鬼おに討うちでこんな短い剣を使ってるヤツはいないだろ？」

　長さはせいぜい三〇センチ程度。

　鍔つばはなく、柄つかも鞘さやも黒で花の模様が描かれ、赤の下げ緒が巻かれている。

「過去には実戦でも使われた剣で、柄や鞘は何度か取り替えられたようです。元は長剣で、何代目かの使い手によって短く磨すり上げられたと伝わっています」

「この短さじゃ首を斬るのも難しそうだけどな」

　鬼おに討うちが実戦で使ってきた武器ということは、鬼の血を吸った刃ということだ。

　一応、鬼の身としてはぞっとしなくもない。

「使い方次第でしょう。扱いは難しいかもしれませんが、この剣が童どう貴きさんにふさわしい武器ではないかと」

「ふぅん……」

　童貴は無造作に短刀を受け取り、すらりと抜いてみせた。

　刃は冷たく濡ぬれたような輝きを放っていて、千年前のシロモノとは思えない。

　なにか妙な力──普通の刃物にはない凄すごみのようなものを感じる。

「それで、ですね」

「ん？」

　なにがあったのか、唐突に雷らい花かが頬ほおを赤らめている。

「使い込まれて鬼の血で穢けがれてきた剣ですので、私のほうで清めてあります」

「穢れ……清めた？」

「ええ、乙女おとめが太た刀ちを抱き、落ちくる水に身を任せ、柔やわ肌はだで一夜かけて清めるべし──という決まりがありますので……僭せん越えつながら、私が清めさせていただきました」

「んん？　雷花が、裸で太刀を持って滝に打たれたってことか？」

「そ、そうなりますね……この神社の裏手に小さな滝がありますので、そこで……」

　雷花もまた、他の女子生徒と同じく──いや、朱しゆ璃りに次ぐレベルの美少女で、すらりとしていながら胸のふくらみは豊かだ。

　童貴は、この美しすぎる巫み女こが、全裸で滝に打たれている姿を思わず想像してしまう。

　長い黒髪が濡れ、白い肌、大きな胸やくびれた腰、太ももへと水が伝っていく──

「神聖な巫女を穢すと、呪われますよ。いえ、呪いますよ」

「能動的だな。巫女のやり方にも問題があると思うが」

「ご挨拶ですね。伝統というものがあるのですよ」

　雷花に、じとっとした目で睨にらまれて、童貴は頭から想像を追い払う。

　朱璃一筋であるべきなのだから、反省が必要だ。

「じゃあ、この剣はありがたく受け取っておく。大事に扱うよ」

　童貴は真面目くさって言い、短刀を鞘に収める。

　あまり探りを入れすぎると怪しまれる。

　朱璃の手て枷かせ足あし枷かせを外す手がかりはまったく掴つかめていないが、この巫女と面識ができたところで満足するべきだろう。

　急ぐ必要はあるが、焦って事をし損じては意味がない。

　だが、次の布石くらいは打っておくべきだろう。

　童どう貴きは立ち上がり、部屋の戸に手をかけて、ふと思い出したように──

「雷らい花かに用があったら、ここに来ていいのか？」

「ええ、たいていはここにいます。一応、私のお部屋なので」

「えっ？　プライベートな部屋ってことか!?」

「はい、この部屋で寝起きしております。あまり部屋を訪ねてくる方はいませんが。特に殿方はいらっしゃいませんね」

「…………」

　そりゃそうだろう、と童貴は呆あきれる。

　巫み女この私室を訪ねるなど、なかなかハードルが高い。

　雷花は神聖な巫女でありながら、初対面の男を堂々と部屋に上げたらしい。

「私の役割の一つは鎮ちん魂こん──任務で亡くなった鬼おに討うちの無念を鎮しずめて差し上げることです」

「なんだ、急に。でも、それなら俺が死んでも化けて出る心配はなさそうだな」

　雷花に鬼だとバレなければ、の話だが。

「それともう一つは──その剣と同じく、お清めすることです。鬼と戦い、鬼き気きと邪じや悪あくな血を浴びた戦士の心とお身体からだを浄化して差し上げます。いつでも」

「だから、いつでも来いって？　巫女さんも忙しいんだな」

「女性の戦士たちは鬼が好む清らかな乙女おとめであり続けるために、浄化する必要がありますから。殿方はあまり穢けがれを気にされませんが、男の方のお清めもお請けします」

「……具体的にどうやって清めるんだ？」

「それは……ご、ご想像にお任せします」

　かぁーっ、と雷花の顔が真まっ赤かになる。

　剣と同じようなやり方で清めてもらえるのだろうか。

　もし、そんなことをこの巫女にお願いしたら、なぜか朱しゆ璃りに激怒される気がする。

　我ながら恐ろしい想像をした瞬間──

「…………？」

「どうかしましたか、童貴さん？」

　まだ顔が赤い雷花が、首を傾かしげつつ訊きいてくる。

「気のせいかな、雷花の後ろをなにかが飛んでたような？」

「虫かもしれませんね。このお城は自然も豊富なので。この神社では蝶ちよう々ちようをよく見ます」

「蝶か……」

　なにか妙な気配も感じたのだが、元から神社は嫌な気配がする場所だ。

　やはり、ここには近づくべきではなかったかもしれない。

　この巫女もこの神社も、充分に警戒したほうがよさそうだ。









三章　日常の闇に潜む影






　童どう貴きが特に必要もないのに、短刀〝音おと切ぎり〟を手に入れた翌日。

　ルーティンどおりに、羽う水すいと坂さか神がみとともに朝食をとり、午前の訓練に入った。

　一応、新武器の使い方を羽水たちに相談する。

　怪しまれないためにも、鬼おに討うちとしての必要な訓練はこなしておく必要がある。

　羽水は無駄に長い長剣、坂神は通常の太た刀ちを使っていたため、あまり参考にならなかったが、他の生徒たちも相談に加わってきて、なぜか盛り上がった。

　雷らい花かが言ったとおり、学院の生徒たちは落ちこぼれを出さないことに熱心らしい。

　短刀を使った立ち回りを一通り頭に叩たたき込こみ、羽水、坂神と軽い模擬戦などしたあと。

　地面に座り込んで休憩しつつ、周りに目を配る。

「どうかした、大おお衛えくん？」

「いや……みんな熱心だなと思って」

「そりゃそうだよ、訓練が生きるか死ぬかに繋つながるんだから。普通の学校とは違うよ」

　ははは、と坂神はおかしそうに笑っている。

　生死がかかっていて真剣ではあるが、悲壮感は薄い──明るさを常に絶やさない。

　学院の鬼討たちへの印象はそんなところだ。

　だが、今の童貴が本当に気にしているのは、そんな中に怪しい目を自分に向けている者がいないかどうかだ。

　今のところ、童貴の姿を見て騒ぎ出した者はいない。

　この中に童貴を刺した犯人──影かげ椿つばきはいないのか、なにか理由があって黙っているのか。

　結論を出すにはまだ早すぎるだろう。

「オオエ・ドーキ。ちょっと、来なさい」

「は？」

　周囲を見ていた童貴の視界に、白い太ももと黒のニーソックスが目に入った。

　視線を上に動かすと、濃い茶色のセーラー服に、同じ色のミニスカートが見えた。

　金髪のツインテールに、グリーンの大きな瞳。

　その長身の美少女は、短めの槍やりのような武器を手に仁王立ちしている。

「渡わた良ら瀬せさん……だったか？　なんなんだ、いきなり？」

「リセよ。さん付けもいらない。ガタガタ言ってないで、顔貸しなさいよ」

「……リセ。俺は今、虎とら組ぐみに仮所属してるんで、勝手にレンタルできないんだ」

「だったら、ちょうどいいわ。あたしも虎組なのよね」

「おい、羽水。なんでこんな大事なことを黙ってた？」

　童貴は、少し離れたところに座り込んでいる羽水をじろりと睨にらむ。

　組に入れば怪しまれにくいかと仮所属したが、メンバーについての説明は受けていない。

　羽う水すいはバツの悪そうな顔をして、目を逸そらしつつ。

「虎とら組ぐみのリーダーは俺だが、名前の由来はそいつだよ。ほら、猛虎は苛か政せいよりも猛たけし、って言うよな。正確には、リセのキャラから取ったんだよな」

「苛政は虎よりも猛し、だろう。その上、〝猛〟がかぶってる」

　羽水の隣に座っていた坂さか神がみが、どうでもよさそうにツッコミを入れている。

「そこの二人、うっさい。あんたらに用はないの。ドーキ、あんたをあたしの訓練場に招待してやるっつってんの。光栄に思いなさいよ」

「俺はイジめられて喜ぶ趣味はないんだがな」

「あたしもイジメなんて暗いことはやんないわよ。いいから、来て」

「…………」

　ちらりと羽水と坂神を見ると、〝あきらめて行ってこい〟とその目が雄弁に語っている。

　逃げると余計に面倒なことになりそうだ。

「わかったよ」

　童どう貴きが立ち上がると、リセは満足そうに頷うなずいて歩き出した。

（どうも俺は、昨日の巫み女こといい、女性陣にペースを握られてるな）

　童貴の先祖はある意味では〝人間の女〟を大変に好んでいたが、子孫である彼も始し祖その好みを受け継いでいるのかもしれない。

　もちろん鬼にも男女の区別があり、童貴にも顔見知りの女性くらいはいる。

　だが、その数少ない鬼の女に興味を持ったことなど皆無だ。

　童貴が興味を持った女性は鬼ではなく──いや、それは今はいい。

　リセは五分ほど狭い通路を通ったり、階段を上ったり、二ノ丸の入り組んだところへ向かっているようだ。

　童貴は黙って、リセの後ろをついていく。

　長身の彼女は、脚が長くてスタイルがいい。

　胸がやや薄いのが残念だが、背後から見る分には気にならない。

　女子制服のミニスカートは和服の袴はかまをモチーフにしているようだが、布地越しに形のいいお尻が見えている。

　ずっと眺めていたいほどだが──

（殺戮領域キルゾーンじゃないだろうな？）

　昔の城には、敵を意図的に城内に誘い込み、待ち伏せからの一斉射撃で殲せん滅めつするエリアが存在したという。

　この城は鬼の侵入を許したことはないらしいが、最終防衛ラインとして鬼との戦いを想定したつくりになっているはずだ。

「ん……？」

　リセが足を止めたのは、椿つばきの木々が壁際一面に植えられているエリアだった。

　院内はどこも椿だらけだが、ここは鮮やかな赤が目に痛いほど大量に椿が植わっている。

「なあ、こんなところでなにを──っと！」

　リセはいきなり振り向くと、短たん槍そうを振りかざして襲い掛かってきた。

　童どう貴きはとっさに短刀を抜いて、顔の前で穂先を受け止める。

　ガキン、と甲高い音が鳴り、激しい火花が散った。

「ま、待て！　なんなんだ、いきなり!?」

「余計なことを考えてると、死ぬわよ！」

　リセは止まらずに短槍を次々と振るってくる。

　どれも、頭に喉、心臓への突きと的確に急所を狙った攻撃だ。

　細かいフェイントが一瞬の間にいくつも入っていて、急所を狙ってくることがわかっていても、ギリギリで防ぐのが精一杯だ。

（昨日、俺を刺した犯人はこいつか？）

　童貴は、突然そんなことを思った。

　心臓を貫いた武器は槍やりではなく剣だったが、あれが暗殺なら使い捨ての武器を用いてもおかしくない。

　殺人事件では、凶器ほど犯人の手がかりになるものはないからだ。

　この目にも留まらぬ鮮やかな突きは、剣にも充分に応用が利くだろう。

「ほら、足さばきが悪い！　リズムも乱れてる！　そんなんで鬼の攻撃を防げるの!?」

　リセは金色のツインテールの髪を振り乱し、ミニスカートからすらりとした太ももを剥むき出だしにして、素早く薙なぎ払はらい、鋭く突いてくる。

　華麗な足さばきは、アイドルがステージで舞い踊るかのようだ。

　見物料を払ってでも見ていたいような華麗な舞──

　ただし、一つ間違えば自分が殺されるのだから、今はあまり見たくない。

「はあぁぁぁぁっ！」

　リセが気合いとともに高く跳躍し、スカートが大きくめくれ上がって。

　ギィンッとひときわ高い音が響き、上空からの一撃を受け、童貴は体勢を崩して尻餅をついてしまう。

「ちっ……！」

　童貴は尻餅をつきながらも、リセを見据えながら音おと切ぎりを構え直す。

「ここまで。転ぶのは論外だけど、反撃をあきらめないのは○マル」

　リセは短槍の先端を童貴に突きつけ──すぐに、すっと引いた。

「悪かったわ、いきなり斬りつけたりして。ケガはない？」

　リセは片手を伸ばして、童貴に差し出してきた。

「なんなんだ、おまえ豹ひよう変へんしすぎだろ」

「うっさい、生意気禁止。可愛かわいくない男ね」

「可愛さを要求されたのは生まれて初めてだな」

　童貴は軽口を叩たたきつつ、リセの手を掴つかむ。

　毎日、無ぶ骨こつな武器を振り回しているとは思えない、柔らかな手だった。

　リセに引っ張り上げられて、童どう貴きは立ち上がる。

「あんた、太た刀ち筋すじはまだまだだけど、切った張ったの修羅場でも落ち着いてるわね。重要なトコよ。憎い鬼を殺したくてやる気満々、使命だから仕方ないってビクビク、どっちもダメダメ。常に冷静じゃなきゃ、鬼どもには勝てないから」

「まさか、本気で殺す気じゃなかっただろ？」

「多少ケガさせてもかまわないつもりでやってたわ。それくらいじゃなきゃ、実力は確かめられないもの」

「恐ろしい話だな」

　童貴が一番怖いのは、重傷を負ってもすぐに回復するのがバレることだ。

　身体からだに風穴でも開あけられていたら、一巻の終わりだった。

「たまーにいんのよね、すっとぼけて実力隠してるヤツ。一族の秘伝の技がバレたくないとか、強すぎてキツい任務に行かされるのが嫌だとか、理由はいろいろだけど」

「……俺の実力はこんなもんだよ」

「でしょうね。ただしフィジカルは強め、よく鍛えてる」

「どうも」

　童貴は鬼の能力を抑えてはいるが、筋肉量までは変わらない。

「ただし、剣術は全っ然ド素人しろうと。真マ呪ジユも使えないようじゃ、まだ実戦には出せないわね」

「俺もまだ鬼と戦うつもりはないな」

「それでいいわ。実力もないくせに、無む茶ちやして仇かたきの鬼に挑むヤツとかいるからね。骨の一本や二本折ってでも止めるけど」

「鬼より怖こえぇな、おまえは。リセは学院に来て長いのか？」

「二年くらいね。歳はあんたと同じ十六。漆しち段だんよ。別に先輩ヅラはしないけど、生意気禁止だからね」

　おまえが一番生意気なのでは、という台詞せりふを童貴は呑のみ込こむ。

　リセは偉そうに薄い胸を張り、童貴をじろっと睨にらんできた。

「ドーキ、これから話すことは他言無用よ」

「なんだ、いきなり。入学したばかりのヤツに、秘密の話なんてして大丈夫なのか？」

「残念ながら、話さないわけにはいかないの」

　リセはそう言うと、スマホを取り出し、なにやら操作して童貴に放り投げてきた。

「これは……」

　童貴が受け取ったスマホには、写真が表示されていた。

　写っているのは、学院の制服を着た四人の男女だ。男二人、女二人。

「百モ舌ズ組、だったか……？」

「そう、その四人は、百舌組。捕獲した獲物を木の枝に突き刺す〝早はや贄にえ〟で有名な鳥から名前を取ってるわ」

「えらく物騒な由来だったんだな」

　組名に似合わず、四人揃そろって陽キャで気のいい連中だった。

　だからこそ、世の中の隅っこでコソコソしてきた童どう貴きには苦手な連中でもある。

「消えたわ」

「は……？」

「全員、昨日から姿が見えないの」

「──なに？　四人全員か？」

「そう。正確には、昨日の午後二時五十五分に二ノ丸外れの第35監視カメラに四人が映っているのを確認されたのが最後。その先に、四人がいつも訓練に使っている広場があることも確かめた」

「ああ……」

　童貴も、リセがなにを言わんとしているのか察しがついてきた。

「その広場には監視カメラがないから、訓練の様子はわからない。監視カメラがないからこそ、その広場を使っているんでしょうけど」

「訓練の様子は秘密ってわけだ。だが、広場の周りにはカメラがあるんじゃないか？」

「広場近くの監視カメラのどれにも百モ舌ズ組が移動する様子が映ってないのよ」

「……俺は確かに昨日、その四人と会ってる」

「だからあんたに訊きいてんの。おそらく百舌組と最後に接触したのが、ドーキなのよ」

「待て、俺とは限らないだろう。監視カメラなんて、死角もけっこうあるだろ？　広場に行ったのが俺だけとは言い切れないんじゃないか？」

「ブランチの院内グループに、百舌組の一人がドーキと話したって書き込みしてたのよ」

「そんなこと、わざわざ書き込んでたのか」

　スマホアプリ〝ブランチ〟はメッセージ送受信と通話に使われる。

　一般に広く普及しており、学院の生徒たちも日常的な連絡に使っているようだ。

「メッセージの送信時間を考えても、最後に百舌組と接触したのはあんたなのよ」

「いや、確かに四人組と話もしたが、俺はあいつらのことはよく知らねぇぞ」

　名前もうろ覚えで、もっと言えば顔形の記憶すら怪しい。

　あの男二人女二人は、この学院では珍しくない大男と美少女でしかなかった。

「でしょうね。ブランチの書き込みを見ると、百舌組の四人も、初めてドーキと話したって言ってたし」

「俺があいつらをさらったり隠したりする動機はないだろう？」

「…………」

「無言にならないでくれ！　おい、冗談じゃないぞ！」

「ま、いいわ。百舌組はみんな、肆よん段、伍ご段であんたより格上だからね。不意討ちだろうと闇討ちだろうと、あんたがあの四人をまとめてどうにかできたとは考えにくい。ドーキの実力は、あたしがみずから確かめたんだしね」

「最初にその結論を言えよ……」

　童どう貴きの背中を冷たい汗が伝っていく。

　この学院では目立たず、怪しまれずに過ごすことが重要なのだ。

　物騒な行方ゆくえ不明事件の容疑者にされてはたまらない。

「なにより、動機がないものね。あんたと百モ舌ズ組には接点はまるで見当たらない」

「そこまでわかってるなら斬りつけてくんなよ……で、脱走って線はないのか？」

「怖おじ気けづいたって？　あの四人に限ってあり得ないわ。知らないの、百舌って見た目は可愛かわいいけど獰どう猛もうなのよ？」

「なるほどな……」

　童貴がわずかに話した印象でも、四人とも逃げるようなタイプには見えなかった。

「だいたい、鬼おに討うちには拒否権があんのよ。任務に参加したくなきゃ、引退までずっと断り続けることもできる。そんなヤツいないけどね」

「任務拒否で学院に居座るなんて図ずう々ずうしすぎるな。でもまあ、脱走はないか……」

　童貴にとっては脱走が一番都合がいいが、そっちで話を落着させるのは無理そうだ。

「この学院じゃ、今まで脱走なんてほぼ起きてないのよ。一応、そっちの線でも調べてはいるけど」

「当然だな、初動では可能性を絞らずにできる限り調べたほうがいい」

　だが、今の情報は有益だった。

　童貴の目的である朱しゆ璃りを連れての脱走は、学院には警戒されずに実行できそうだ。

「あんた、なにか心当たりはない？　些さ細さいなことでもいいから、四人におかしいところがなかったかとか、広場のあたりで不審な人物を見たとか」

「心当たりか……」

（そんなもん、思いっきりあるな）

　もちろん、童貴を背後から刺した謎の人物、仮称〝影かげ椿つばき〟のことだ。

　おそらく──影椿が四人の行方不明に関わっている。

　なにしろ、童貴が刺されたのは百舌組に会った直後だ。距離的にもそう遠くない。

　影椿が犯行を百舌組に目撃され、四人は口封じのために消された可能性すらある。

　ただ、童貴が別の疑惑を向けられかねないので、リセに話すわけにもいかない。

　百舌組の四人にはなんの罪もなく、悪いと思うが──秘密にしておくべきだ。

「たいした話はしなかったと思う。みんな、普通に訓練してただけだしな。俺に話しかけてきたときは陽気だったのに、訓練に戻ったら目の色が違ってた……くらいか」

「そんなの当たり前ね。ちっ、こっちの線も手がかり無しか。四人よ、四人。ウチらの仲間が四人も消えるなんてあり得ないでしょ！」

「確かに……って、なんでリセが刑事みたいなマネしてるんだ？」

　考えてみれば、まずそこがわからない。

　鬼討の仕事は学院で訓練すること、学院の外で鬼を狩ることの二つだけのはずだ。

「この学院でも事件の一つや二つは起こるのよ。いくら生徒同士の結束が固くても、同じ年頃の男女が集まってるから、揉もめ事ごとは珍しくないし。あたしは、学院内のトラブル担当〝[image: ]からす組ぐみ〟にも所属してんの」

「[image: ]、ね……」

　陽キャの巣そう窟くつのようなライコウ学院にも闇はあり、闇の中で動く者たちもいるらしい。

「[image: ]の仕事には特別手当もつくの。刑事みたいなマネもそりゃするっての」

「手当がつくのはけっこうだが、本業に影響ありそうだな」

「これはこれ、鬼退治は鬼退治よ。この事件は、四人がさっさと現れてくれたらすぐにカタがつくけど。そうでないなら、長引くかもしれないわ」

「生徒が消えることは珍しいのか？」

「学院の外なら、そりゃあるわよ。鬼を追っているうちに消えることは珍しくない。けど、学院内では聞いたことないわね。ただ、今は──」

「ん？」

「内通の疑いがかかっているヤツがいるでしょ」

「…………」

　一瞬、童どう貴きの脳裏に鎖をジャラジャラ鳴らしながら歩く少女の姿が浮かんだ。

「もしも四人の身になにかあったのだとしたら──シュリが疑われかねないわ」

「…………！」

　童貴は、迷わなかった。

　鞘さやに収めていた音おと切ぎりを一瞬で抜くと、鋭く一歩踏み込んでいた。

　リセもまるで動じた様子もなく、短たん槍そうを構え直し、突然の童貴の攻撃も受け止め──

「くっ……！」

　リセが短い悲鳴を上げる。

　童貴は正面から踏み込んだと見せかけて、身体からだを反転させて素早くリセの横に回り込み、短槍の柄えに強烈な一撃を叩たたき込こんでいた。

　リセが両手で握っていた短槍がくるくると回転しながら宙に舞い上がり──ざくっと地面に突き刺さった。

「悪いな、リセ。実は、俺もすっとぼけてるタイプだ」

　童貴はさらに踏み込んで、リセと身体がくっつくほどに接近し、短刀の先を彼女の首に突きつけている。

「……上等じゃん」

「俺なら、あの四人をまとめて殺すこともできたかもしれないな」

「そうね、このあたしも騙だまし切るほど実力を隠すのも上う手まい。剣術の粗さはマジなのに、それを上回るフィジカルと──なにより戦い慣れてる」

「まあな」

　実際のところ、童貴の実戦経験はたいして多くない。

　ただ、その少ない戦闘の相手は──あの朱しゆ璃りだ。

　平均的な鬼おに討うちと何百回、何千回戦うよりもはるかに多い経験値を積んできただろう。

「だが、残念ながら俺は犯人じゃない。証明はできないがな」

「んじゃ、意味ないじゃん。いきなり出方を変えてきたけど、シュリと関係あんの？」

「俺は自分が容疑者にされてもかまわないが、朱璃が疑われるのは困る」

「自分より他人？　ドーキ、どういう理由であんたがシュリのために身体からだを張るのよ？」

「そんな恥ずかしいことを、真っ昼間から言えるか」

　ほとんど言ったも同然だが、童どう貴きにはここが口に出せるリミットだった。

　朱璃のためなら、隠しておいた実力を明かすこともいとわない。

　いや、切り札の一つも見せておかなければ、リセからの信頼は得られないだろう。

　突然起きたこの状況──すべてのカードを伏せたままでは切り抜けられない。

「腕には自信がある。知恵も貸せると思う。俺にも犯人捜し、やらせてもらえるか？」

「頼み事をする態度じゃないわね……でも、悪くないわ」

　リセはニヤリと笑い、指先で童貴の短刀を軽く押しやって──

「新入生のあんたが犯人って線は薄いとは思ってた。外で百モ舌ズ組の四人と接点もないみたいだし。だったら──あたしとあんたで、見つけてやろうじゃないの、真相ってヤツを」

「信頼には応えてみせるさ」

　童貴も笑って、頷うなずいた。

　学院で事件が起きようが知ったことではないが、朱璃が疑いを受けては困る。

　どんどん想定外のトラブルが起き続けているが──童貴には腕もあれば、知恵もある。

　朱璃を連れ出すという目的は決して揺らぐことはない。

「ところであんた、シュリとはどんな関係？　返答次第では、もっかいこの槍やりを味わわせるけど？」

「…………」

　すっかり忘れていたが、リセは朱璃にただの仲間以上の感情を持っているらしい。

　やはり、この学院で他人に深入りするべきではない──童貴はあらためて思い知った。







「あなた、知恵なんてあるの？」

「あるよ！」

　つい、普通にツッコミを入れてしまう童貴だった。

　夕方、六時過ぎ──

　童貴は、こっそりと朱璃の自室へと忍び込んでいた。

　朱璃の部屋は、生徒たちが住む長屋とは別のエリアにあった。

「いきなり人の部屋に押しかけて来て、何事かと思ったわ。部屋に入ってくるまで気づかなかった」

「〝隠おん形ぎよう〟は〝変へん化げ〟と並んで鬼の基礎だ。簡単に気づかれるようじゃ、術でもなんでもない」

　一応、年頃の少女の部屋だ。周りに気づかれないように入り込む必要があった。

　隠形はカメレオンのように周囲の景色に溶け込み、気配を抑える術だ。

　朱しゆ璃りの部屋にこっそり入り込むスリルを楽しまなかったと言ったら嘘うそになるが。

「まあ、朱璃に気づかれなかったら誰にもバレてないだろ」

　童どう貴きはあぐらをかき、朱璃はその前で足を崩して座っている。

　室内だからか、朱璃は天女のような羽織に袖を通していない。

　和風のセーラー制服の裾も乱れ、気が抜けた雰囲気になっているのが可愛かわいい。

「ところでそれ、もしかして晩メシか？」

「桃、好きだから」

　朱璃の前に置かれた卓袱ちやぶ台だいには、桃が皿に盛られていて、芳ほう香こうを放っている。

「人間の食生活としてはおかしくないか……？　仙せん桃とうとか言わないよな？」

「食べても不老不死にはなれない。ただの桃よ」

　朱璃は、桃に爪つま楊よう枝じを刺して、しゃくしゃくといい音をさせて食べている。

「普通の食事もとるけれど、面めん倒どうくさいの。桃なら切り刻むだけで食べられる」

「煮たり焼いたりした物も食べろ。しょうが焼き定食が食える日々を取り戻すべきだな」

「……その話をしないで。やゆよ軒はデリバリーを頼むにも遠いのよ」

　朱璃には重要な問題らしいが、解決方法はない。

「しかし、朱璃だけいいトコに住んでんだな。まるでお屋敷だ」

　独立した平屋の建物で、古めかしい武家屋敷といった雰囲気だ。

「学院内にはこういう一軒家がいくつもあるわ。高段者が申請すれば与えられるの。もっとも、あの長屋から移動するのを面倒がってそのままって人がほとんどね」

「なるほどな。おまえもいろいろ面倒くさがってるみたいだが」

　童貴は、ちらりと横目で部屋を眺めた。

　朱璃が寝起きしているらしいこの部屋も、二〇畳ほどあってかなり広い。

　ただ、その広い部屋も物が散乱していて、足の踏み場もない。

　例の和風制服が数着、Ｔシャツやハーフパンツなどの部屋着、それにタオルなどの布類。

　コンビニのビニール袋もいくつか畳の上に転がっていて、中身は菓子類のようだ。

「特に問題はないわ。この屋敷は部屋がたくさんあるから、散らかって使えなくなったら別の部屋に移動すればいいのよ」

「ものぐさも極きわまってんな！」

「空き家は他にもあるし、屋敷の部屋が全部ゴミで埋まったら、次の家に移動するわ」

「おまえは[image: ]かつ飾しか北ほく斎さいか！」

　江戸時代の有名な浮うき世よ絵え師しである北斎はものぐさで、家が散らかってどうにもならなくなったら引っ越していたという。

　人生で百回近く引っ越したというから、筋金入りの面めん倒どうくさがりだ。

「おまえは、家に式神を入れてもらうべきだな……」

　学院内は例の見えない式神たちが掃除しているが、生徒の個室には入ってこない。

　童どう貴きは、朱しゆ璃りの部屋に入り込んでドキドキしなくもないが、ここまで乱雑だとそれ以前に呆あきれてしまう。

「式神がいたらこんな話できないでしょう。それに、部屋なんてどうでもいいのよ。どうせ一日中訓練してるか、任務で外に出てるかで、寝に帰るだけだもの」

「おまえは今、訓練に出てこないし、任務にも参加してないよな？」

「最強の三本ヅノが大暴れでもしてたら、私を投入せざるを得ないかもしれないわね」

「……その手があったか」

　上う手まくいけば、学院側も朱璃の拘束を外して戦闘に投入しようとするかもしれない。

　あとは、朱璃を連れて逃げるだけだ。

「なにを真剣に考え込んでるの。派手に暴れたら、私以外の鬼おに討うちも投入されるわ。何度でも言うわ、あなたは私だけの獲物なの」

「……俺も、おまえを倒す前に余計な手間は省きたいな」

　とにかく、童貴も朱璃も今、お互いに戦う理由はない。

　憎まれ口を叩たたくのは──建前というものである。

「とりあえず、話はわかったわ。私が疑われるのは当然ね」

　当然ながら、童貴が朱璃の部屋を訪ねたのは容疑者になっている件を説明するためだ。

「ちょっと不自然じゃないか？　疑われてるからこそ、そんなクソ鎖をつけられてるんだろ？　それで鬼討四人もさらうなり殺すなりできるんなら、拘束する意味がない」

「私なら可能だと疑われるのも無理ないわ。始祖の末まつ裔えいと何度戦っても生還したせいで、私までバケモノ扱いだったのよ」

「……ふん、何度戦ってもこの俺には勝てなかっただけなのにな」

「あなたが最後には見苦しく逃げ回ったせいでしょう」

「待て待て、おまえが逃げたことも何度かあっただろ。俺に女を追い回す趣味がなくてよかったな」

　趣味はともかく、今まさに童貴は女を追って完全アウェイの学院にいるのだが。

「……まあ、そこの認識の相違についてはいずれケリをつけましょう」

「そうだな……問題は百モ舌ズ組の失踪についてだ」

「話の前に、ちょっといい？」

　朱璃は、桃の最後の一切れを口に放り込んで言った。

「私、お風呂の時間だったの。そこで待ってて」

「は？」

　童貴の返事を待たずに、朱璃は立ち上がった。

　鎖をつけたままで手品のように制服を脱ぎ、投げ捨てて部屋を出て行った。

　飾り気のない、シンプルな白のブラジャーとパンツという格好が一瞬だけ見えた。

　童どう貴きは鬼──いや、男だというのにまるで気にもかけていない。

（それはそれで微妙じゃねぇ？　鬼と人で種族が違うからか？　犬のオスの前で着替えを恥ずかしがらない、みたいなもんか？）

「童貴」

「うおっ」

「なにを変な声出してるの」

　出入り口の戸から、ひょこっと朱しゆ璃りが顔を出していた。

　いや、顔だけでなく、華きや奢しやな肩とブラ紐ひもも見えている。

「覗のぞかないで。お風呂は落ち着いて入りたいの」

「……ゆっくり湯船に浸つかってこい」

　童貴がそっぽを向いて言うと、すたすたと足音が遠ざかっていった。

　今度こそ風呂に向かったらしい。

（しかし、朱璃はマイペースすぎる。もちろん、覗きなんてセコいマネはしねぇけど）

　おそらく、夕方のこの時間に風呂に入るのが彼女の習慣なのだろう。

　それにしても、覗かれたくない理由が「のんびりできないから」というのは、いかがなものだろう？

　さっきここで制服を脱ぎ捨てたことといい、羞恥心に欠けすぎだ。

「おまえの裸を見ていいのは俺だけだ──そりゃ、ただの彼氏ムーブじゃねぇか」

　思わずノリツッコミをしてしまう。

　一人で暇だからといって、どうも不毛な思考をしてしまっている。

「ん……？」

　童貴は、ふと気づいた。

　散らばったコンビニの袋の間に、小さな紙袋が紛まぎれ込んでいる。

　表には、〝一いち条じよう朱璃〟という名前。

　それと名前の下に──〝清明香〟と達筆な文字で書き込まれている。

「せいめいこう……？　チーミンシャンじゃないよな？」

　さすがに紙袋を開けて中を覗くわけにはいかない。

　鬼だといっても、礼儀くらいは知っているのだ。

　ただ、かすかに線香のような嫌な匂いが──おそらく、人間にとっては心地ここちよいであろう香りがしてくる。

「お香ってヤツか？　いや、なにか違う……」

　薬かもしれない。漢方薬というヤツだろうか。

　鬼は病気にならないので、まったく無縁のシロモノだ。

　朱璃も病気には見えない。病人になれば気配によどみが生じるため、童貴ならば察知できるはずだ。

「なんなんだ？」

　どうにも童どう貴きは妙な胸騒ぎがして、紙袋を手に取ってみた。

　裏返すと、そこにはつい数日前の日付と──

「物ものの部べ彩あや月つき……？」

　入学初日に童貴を案内した、おとなしい目隠れ少女の名前が書かれていた。

　このお香か漢方薬を朱しゆ璃りに渡したのが、彩月ということだろうか。

　考えてみれば、初日以降、彩月と顔を合わせた記憶がない。

「童貴」

「うおおおおっ！」

「な、なんなの」

　いきなり後ろから声をかけられ、童貴は跳び上がりそうになる。

　慌ててコンビニ袋の間に紙袋を戻してから、振り返る。

「油断しすぎね。私がその気だったら、後ろから首をかっ斬れたわ」

「……いい気になるなよ。殺気がなかったから気づかなかっただけだろうが」

　童貴と朱璃は睨にらみ合あうが、敵意がないことにはお互いに気づいている。

「もう風呂上がったのか……ていうか、なんだその格好は！」

「人の家に押しかけておいて、服装に文句をつけないでほしいわ」

「服装じゃねぇだろ。服、着てないじゃねぇか」

　朱璃は風呂上がりで火ほ照てった肌に、バスタオルを巻きつけただけの格好だ。

　小柄な割に大きくふくらんでいる胸元が半分ほども見えている。

　下も、ギリギリのところまで太ももが丸見えで、ほっそりした足がひどく色っぽい。

「目つきがえっち」

「そ、そんなことはない……つーか、鎖で手足繋つながれた状態でマジでどうやって着替えてんだ……？」

「そんなことがまだ気になっていたの？　ちょっとしたコツがあるの。服のほうも改造してあるしね」

「そ、そうか……」

　シャギーが入ったロングの赤髪にはタオルが巻いてある。

　普段、無造作に下ろしている髪がまとめられているだけで、なぜかずいぶん色っぽい。

「なに、この髪がそんなに珍しい？」

「い、色は珍しいだろ」

「そう？　ああ、そうかもしれない」

　朱璃は横の髪を一房引っ張って、じっと見つめてから離した。

　それから髪のタオルを外すと、ばさりと赤い髪が広がった。

　なぜかカチューシャは着けたままだが、髪がしっとりと濡ぬれているせいか、さらに色気が増している。

「と、とにかく、服を着ろ。話はそれからだ」

「話……本当に話だけでいいの？」

「…………」

　気づけば、窓の外は暗くなっている。

　まだ夜は始まったばかり。今日が終わるまでたっぷりと時間はある。

　鬼と人とはいえ、年頃の男女が二人きり。

　ただ話をするだけでいいのか──朱しゆ璃りの顔を見ていると、不ふ埒らちな考えが浮かんでくる。

　あるいは、朱璃のほうも──







「は、はぁ、はぁ、はぁ……ちょ、ちょっと、童どう貴き……あなた、激しすぎ……」

「な、なんだ、朱璃……この程度で音ねを上げんのか……？　まだまだ、俺は責め足りねぇぞ……もっと満足させてくれるかと思ってたぞ」

「ちょ、調子に乗らないで……私があなたの好きにさせてあげてるだけよ……あなたこそ、たった三回でもう限界じゃないの……？」

「ふん、まだまだ。二桁はイケるっての」

　童貴は挑発するように言って、不敵な笑みを浮かべる。

　朱璃の自宅──いや、屋敷には広い庭もある。

　立派な木々や美しい草花が植えられ、池まであるが、ずぼらな家主のせいで特に手入れはされていない。

　童貴は、朱璃とその庭で向き合っている。

　彼の右手には、雷らい花かから受け取った短刀、音おと切ぎり。

　朱璃が構えているのは、いつもの金色の太た刀ち。

　もちろん朱璃はバスタオル姿ではなく、再び制服を着直している。

　例のひらひらした桜色の羽織は着ていないので、細い腕や適度な肉づきの太ももがいつもよりあらわになっているが、本人は気にした様子もない。

「童貴、剣でもなかなか戦えるようね。そんな力を渡わた良ら瀬せさんに見せてしまったなんて」

「……油断してたリセの不意をついただけだ。剣なんて握り方も知らないレベルだからな。それでも強いんだから、我ながら恐ろしい」

「言ってなさい。使えるくせに、素人しろうとムーブでマウント取るのやめてもらえる？」

　バチバチと火花を散らす二人。

　失踪事件の話の続きをするはずが、朱璃が童貴の短刀に気づいて寸止めの模擬戦闘を提案してきたのだ。

　さすがに純粋な剣の戦闘では朱璃にはかなわず、童貴はもう三度も短刀を弾はじき飛とばされている。

　はっきり言って、童貴は素手で戦うほうがずっと強い。

「でも、意外な展開ね。四人失踪も大問題だけど、そちらの問題も重要だわ」

「は？　なんだ、問題って」

「その短刀、音おと切ぎりね。前に、鬼き祝しゆく神社の蔵で見たことがある」

「ああ、元はライコウ時代の太た刀ちだって聞いたな」

「真マ呪ジユを込めやすい特殊な鋼はがねで打たれた剣よ。伝説の金属、ヒヒイロカネ製だって説もあるわ。鬼おに討うちでもそれをほしがった人は多いの」

「へぇ、真呪を使えない俺には無意味だな。でもこれ、雷らい花かはあっさりくれたぞ」

「噂うわさでは、〝巫み女こ様のお気に入りだからよほどの鬼討でなければ託されない〟と言われているの」

　朱しゆ璃りは、じっとりと粘り着くような半目を向けてくる。

「まだ入学したばかりで、ずいぶんとあの巫女に気に入られたようね？」

「んん!?　待て、待て。雷花が気に入ってるのはこの短刀で、俺のことじゃないよな!?」

「武器を持たない新人に神社の蔵の剣を与えるのはいつものことだけれど。かといって、音切とはね……あなた、あの巫女になにをしたの？」

「な、なにもしてない！　巫女のカンでピーンと来てくれただけじゃないか!?」

　童どう貴きには、あの美少女巫女に気に入られる理由は一つも思い当たらない。

　それより、朱璃の眼まな差ざしがずいぶんキツくなっているのが気になる。

「巫女さん、真面目そうだし、もし俺を気に入ったとしても公私混同はしないだろ」

「……そういうことにしておくわ」

　朱璃は納得したようなことを言っているが、目つきは変わっていない。

「雷花に短刀をもらった上に、渡わた良ら瀬せさんと組んで事件の捜査をするのでしょう。学院内でも特に人気の高い二人だわ。目の付け所が違うわね」

「も、元はといえばおまえが疑われてるからだろうが！　さっさと事件を解決しないと、今度は牢ろう屋やにでもぶち込まれるかもしれないだろ！」

「…………っ」

　思わず童貴がぶちまけると、朱璃はかぁっと瞬時に顔を真まっ赤かにした。

「わ、私のためということ？」

「か、勘違いすんな。ただでさえ、そんな鎖で縛られてる上に、牢屋にでも入ったら、おまえを倒すチャンスがますますなくなるだろ！」

「わ、わかってるわ。ええ、この城には牢屋があるのよ。牢屋になんか入れられて、あなたが大暴れしても戦えなくなったら困るわ……」

　二人とも、同時に黙り込んでしまう。

　最近、自分はしゃべりすぎかもしれない、と童貴は反省する。

　おそらく、朱璃も同じ気持ちなのではないだろうか。

「そ、そんなことより、話を戻すわ」

　朱璃は鞘さやに収めたままの太刀を、腰に差した。

　太た刀ちは〝差す〟ではなく〝佩はく〟と表現するが、童どう貴きには剣の違いはわからない。

「あなたと剣で斬り合ったのは初めて。意外と悪くなかった」

「短刀なんて使うのは学院にいる間だけだ。俺が全力で振ったら折れるんじゃないか？」

　そうは言ったものの、雷らい花かにもらった短刀は童貴のスタイルにはよく合っている。

　爪や拳を武器として短い間合いで戦っていた童貴には、太刀よりはずっと扱いやすい。

　まさか、雷花もそこまで読んだ上で童貴に音おと切ぎりを与えたわけではないだろうが……。

「あの雷花って女もよくわからねぇな。鬼おに討うちでもないのに、妙な雰囲気あるよな」

「あなた、まだなにも聞いてないのね」

「雷花本人には興味なかったからな。あいつが、その鎖をつけたんだろ？」

「そうよ」

　ジャラッと朱しゆ璃りの両手を繋つないでいる鎖が鳴る。

「雷花は、ライコウたちの遺物を伝えてきた家系の、唯一の末まつ裔えいだもの。陰おん陽みよう師じたちも滅んだ今、他に扱える人間はいないの」

「ああ、官かん幕ばく戦争か」

　一五〇年前に起きた大規模な革命戦争であった〝官幕戦争〟──

　新旧二つの政府がぶつかった戦争の裏側で、鬼と人の大規模な衝突が起きていた。

　ライコウの始祖討伐以来、約九百年ぶりの激戦だったと伝わっている。

　二度目の鬼と人の衝突は、〝第二次聖せい災さい戦争〟などとも呼ばれるらしい。

　始祖の子孫の生き残りの多くが、この戦争で散ってしまった。

　一方で、鬼討にも多大な損害を与え、陰陽師たちに奇襲をかけて全滅させている。

「あの巫み女こは陰陽師ではないけれど、私たちと同じく真マ呪ジユは使えるの。私たち鬼討の真呪が戦闘向けに特化しているのに対して、雷花の真呪はサポートや──退治した鬼の処置に特化してる。始祖の胴体を封ふう魔まの鎖で封じたようにね」

「ある意味、鬼討より厄介そうだな……」

　童貴たち鬼は変へん化げや隠おん形ぎようのような〝術〟を使い、鬼討たちは〝真呪〟を使う。

　鬼たちは圧倒的な身体能力に頼りがちで、術をあまり重視していない。

　鬼討たちも真呪を身体強化や剣術の補助に使っているようで、いわゆる魔法使いのような使い方はしていないようだ。

　だが、あの巫女はファンタジーに登場する神官や僧侶のような存在らしい。

「なんにしても、雷花が鎖をつけたんなら外し方も知ってるよな？」

「どうかしら。この手の呪具の着脱には条件がある可能性が高い。雷花が外し方を知っていても、なにかしらの条件を満たさないと外れないと思うわ」

「マジか……でも、確かにそうだな」

　なにしろ、鬼の始祖の肉体を拘束したほどの鎖だ。

　鍵を差し込めば外れる、というほど生やさしいシロモノではないだろう。

「鎖はひとまず先延ばしにして、まずは失踪事件のほうを解決するべきか……」

「有力な容疑者なら、私以外にもいるわ」

「え？　誰だ、俺が知ってるヤツか？」

「ええ、私の目の前にいる」

「…………」

　残念ながら、童どう貴きには否定できない。

　童貴が第三者なら、真っ先に〝大おお衛え童貴〟を最有力の容疑者としてしょっぴくだろう。

　鬼が鬼おに討うちの本拠地に、何食わぬ顔で潜り込んでいるのだ。

　行きがけの駄賃で、目障りな鬼討を数人始末するくらいは普通にあり得る。

「やっぱり、誰かに横取りされる前に私の獲物を片付けておくべき？」

「おまえがリセに捕まる前に、俺が倒しておくって選択肢もあるよな？」

　二人は同時に、短刀と太た刀ちを構え──すぐに腕を下げて構えを解いた。

「やめた。今はそんな場合じゃねぇよな」

「そうね、ただ……渡わた良ら瀬せさんは、犯人が〝鬼〟という可能性をあまり考えていない」

「確かに、そうだったな。脳筋なのか、あいつは？」

「この城には鬼が入ってこられないという思い込みがあるのでしょう。私も、あなたが忍び込んでこなければ、思いつかなかったかも」

「……それは呑のん気きすぎねぇか？　実際、手続きは面倒だったが、入り込むこと自体は難しくなかったぞ。城門の結界なんて機能してねぇよ」

「それがおかしいの」

　朱しゆ璃りはすたすたと庭を歩き、屋敷の縁側の柱をすうっと撫なでる。

「門の柱自体はここの城よりずっと古いもので、ライコウが住んでいた屋敷から移築してきたものらしいの。門の文字は、陰おん陽みよう術じゆつの全盛期──千年ほど前に刻まれた祓はらえ詞ことばよ。千年やそこらで効力が消えるほどヤワなものではないはず」

「ライコウは鬼の恨みを買ってただろうからな。屋敷の守りは厳重だったはずだな」

　リセも門の祓詞を知っているのだろうし、根拠もなく鬼ではなく人を疑っているわけではないようだ。

「だが、実際に俺は影響を受けてない。鬼の力を封じてるといっても、別に俺が人間になったわけじゃないんだ」

「人間になったわけじゃない……」

「……そうだ、俺はあくまで鬼だ」

　もしも自分が人間だったなら──

　いつか朱璃に言いかけた言葉が、頭をよぎっていく。

　だが、今は感傷に浸ひたれるほど余裕のある状況ではない。

「この手の結界は、強力な鬼であるほど強く影響を受ける。俺が動き回れる以上、結界は機能してないという結論になる。つまり、誰かが結界を無効化したってことだな」

「そうだとしたら……いったい、いつから？　誰が、なんのために？」

「四人を消した誰かの仕業──と断定するのは危険だな。もちろん、リセの見立てどおりに人間が犯人である可能性も充分ある」

「あらゆる可能性を想定しろ、ということね」

　朱しゆ璃りはそう言うと、柱にもたれて面めん倒どうくさそうにため息をつく。

「まあ、私たちが考えてもあまり意味はないかもしれないけど」

「ああ、第一容疑者と第二容疑者の二人の推測なんて、誰が信用するのかって話だな」

　被害者の四人と最後に接触した新入りと、内通を疑われている最強の戦士。

　この二人の言葉にどれだけ説得力があるかは怪しい。

「なんだか、おまえに話をしにきた意味なんてなかったようだな」

「そうね──」

「…………っ？」

　ふわっ、と童どう貴きは柔らかな感触に包まれた。

　なにを思ったか、朱璃が唐突に近づいてきて、童貴に抱きついてきている。

　小柄でありながら、胸の肉づきがよく、制服越しにもちもちした肌の感触までが伝わってくるかのようだ。

　気のせいか、桃のようなふわりとした甘い香りも伝わってくる。

「お、おい……なにを……？」

「……たまに、なにもかも面倒くさくなることもあるの」

「は、はぁ？」

　朱璃の言いたいことが、わかるようなわからないような──

（いつもの憎まれ口はどうした？　問答無用で実力行使……身体からだでわからせてきた？）




（わかってるくせに、なにを考え込んでるフリしてるの……？）




　童貴は視線を下げ、朱璃の顔を見つめる。

　朱璃は童貴の胸に顔を埋うずめるようにしているので、表情はよく見えない。

「なるほど、直接触れてみても鬼の気配は伝わってこないわ。これなら、しばらく雷らい花かや渡わた良ら瀬せさんにもバレないでしょう」

「……そりゃよかった。人間に化けるには苦労したんでな」

　完全にごまかされたが、童貴は気づかなかったフリをする。

　朱璃は何事もなかったかのように、童貴から離れる。

（もしも、もう一度抱きついてきたら今度はこっちも抱き返す。そのまま、鎖もどうでもいいから連れ去っちまうか？）

　童貴は不意をつかれてなにもできなかった自分に後悔しつつ、決意する。

　次はこちらが奇襲を仕掛ける番だ──









四章　影から覗のぞき始めた真実






「さあ、それじゃあ行くわよ」

「マジか……」

　朱しゆ璃りの屋敷を訪ねた数時間後。

　童どう貴きは学院のはるか南東、旧きゆう都との街にいた。

「俺、簡単には外に出られないのかと思ってた……」

「は？　なんでよ？」

　地下鉄で外に出て、学院関係者の車で移動。

　夜の旧都のにぎやかな駅前で車を降り、そこからは徒歩だ。

　童貴の隣を歩いているのは、金髪ツインテールの渡わた良ら瀬せリセ。

　いつもの和風セーラー制服は幻術が仕込まれており、一般人の目にはごく普通の女子高生の制服に見えるらしい。

　童貴の軍服的な服装も普通の制服に見えるようで、特に目立つこともないようだ。

　旧都はその名のとおり歴史のある古い街だが、夜になっても騒がしい。

　修学旅行で多くの学生が訪れる街でもあり、夜中にこっそり宿を抜け出したらしき中高生の姿もちらほら見られ、童貴たちも彼らに紛まぎれて目立たないようだ。

　いや、金髪美少女のリセに目を留める者は少なくないのだが。

「別に、出たけりゃ外出届を出せばいいのよ。チェックもろくにされないし」

「基礎訓練中の何ヶか月げつかは外出禁止かと思い込んでた。その外出届って誰がチェックしてるんだ？」

「顔も見たことない、学院の管理者でしょ。〝老ろう師し連れん〟って呼ばれてる。たぶん、引退した鬼おに討うちじゃないの」

「引退した鬼討ね……まあ、妥当なとこだな」

　童貴は、一度も学院内で大人を見たことがない。

　というより、鬼討──生徒以外の人間は誰もいない。

　座学はオンラインで、しかも教師は声はすれども姿は見えない。

　院内には式神がいるが、これは数には入らないだろう。

　訓練は組同士がメインで、童貴のような入学から間もない新人を担当する教官はいるが、その教官もまた現役の鬼討だ。

　どうやら教官たちは、みずから志願して新人たちに教えてくれているらしい。

　雷らい花かが言ったとおり、「足手まといをつくらない」が学院の基本方針なのだろう。

「それに今回はあたしが一緒なんだから、外出届が却下されるわけもない。ドーキは[image: ]からす組ぐみの仮メンバーで、あたしのパートナーってことになってるから」

「おまえ、人の所属を勝手に……」

「ドーキも近いうちに〝外〟に出ることになってたの。こういうのは早いほうがいいのよ。だから、あたしの緊急任務に付き合わせてあげてるってわけ」

「そりゃどーも。要するに、実地訓練ってことか？」

「現場を一度は見とけってこと。まあ……」

　リセは、ふっと遠い目をする。

「学院に来る前に、否いや応おうなしに現場を見せられたヤツも少なくないけどね」

「……ちなみに俺はない」

　あながち嘘うそとは言えない。

　童どう貴きは人を殺したことはないし、他の鬼の殺人現場も見ていない。

　仲間の鬼との関わりを極力避けてきた結果だが──

「経験の有無はたいした問題じゃないわ。どうせ、これから嫌になるくらい見られるから」

「キツいな。泣きそうだ」

「最初の一回を経験しておくことは重要なの。ああ、着いたわよ。ここは大人のみなさんがいるからね。生意気禁止よ」

　リセが足を止めたのは、どこにでもありそうな雑居ビルの前だった。

　ビル内に入り、エレベーターで最上階の五階まで。

「お疲れー」

　リセはエレベーターを出ると、そこにいたスーツ姿の男たちに声をかけた。

　男たちは全員が中年で、数は七人。

　鋭い目つきの持ち主ばかりで、明らかにカタギでないことがわかる。

「なんだ、今度は女かよ……」

「馬鹿、黙ってろ。どっちだって同じことなんだよ、学院のガキどもは」

「おまえも黙ってろ。ああ、お嬢さんたちが学院の生徒さんたちですね」

　眼鏡をかけた、いかにもインテリそうな男が童貴たちに話しかけてきた。

「そうよ。さっさと現場を見せて」

　童貴への注意はどこへやら、リセは生意気そのものの態度で、眼鏡の男に尋ねる。

「もちろん。ご案内します」

　眼鏡の男は気を悪くした様子もなく、エレベーター前の廊下を歩いていく。

　リセが黙ってついていったので、童貴も仕方なく彼女の後を追う。

　六人のコワモテ連中はついてこないようだ。

「ここです」

　眼鏡の男が廊下を少し進んだ先の部屋のドアを開け、中に入った。

　五つほどの机と、壁際に書棚が並んだ──こぢんまりとした事務所だった。

　そして──部屋の奥の壁に、ペンキの缶をぶちまけたような大きな血痕があった。

　むせ返るような濃厚な血の匂いが室内に充満している。

　童貴の鋭すぎる嗅覚には、不快なほどの匂いだった。

「なによ、今回はずいぶん派手にやってんじゃない」

「そうらしいですね。現場検証は終わってますが、仏さんはまだ搬はん出しゆつしてません」

　眼鏡の男の台詞せりふで、童どう貴きは男が警察関係者だと気づいた。

　もちろん、さっきのコワモテたちもご同業なのだろう。

　眼鏡の男が言ったとおり、部屋の隅に白いシートが掛けられたなにか──遺体らしきものがあった。

「ふぅん……」

　リセはつかつかと歩み寄り、無造作にシートをめくった。

　現れた遺体は二十代くらいの若い男で、全身を切り刻まれ、心臓の部分にぽっかりと大きな穴が開いていた。

　あれだけの大穴が開けば、派手に血痕が残っているのも頷うなずけるというものだ。

「鬼は素手で人体を簡単に破壊するわ。こんな遺体、まだ綺き麗れいなほうよ」

　リセはなんでもないように言って、シートを掛け直した。

「被害者の身元は？」

「この会社の普通のサラリーマンですね。ただ、親戚にあなた方の学院に通ってる生徒がいるそうで」

「ま、そりゃそうでしょうね」

　つまり、遺体の男も学院の鬼おに討うちではなくても、ライコウかその家来の子孫ということだ。

　未いまだに始し祖そがかけた呪いは健在で、鬼はライコウたちの子孫を殺さずにはいられない。

「近くの防犯カメラに映像が残ってます。この男は一人で残業だったようで、コンビニに夕食を買いに行ったときにすれ違った男に後をつけられてます。犯行はその直後でした」

「コンビニご飯が最後の晩ばん餐さんとは、ついてないわね」

　リセは意外にも本気で気の毒そうに言うと──

「ドーキ！」

「わかってるよ！」

　バサッと音を立てて、突然遺体に掛けられていたシートが跳ね上がった。

　同時に、二枚の符ふが舞い上がり、光を放ちながら変化していく──

「な、なんだ!?」

「ぼさっとしてんじゃないわよ！」

　リセは肩にかけていたケースから短たん槍そうを引き出し、同時に眼鏡の刑事を蹴り飛ばした。

　二枚の符が変化したのは──二体の鬼。

　全体の大きさは子供ほどで、頭がなく、胴体に目鼻口のようなものがあり、その胴体から手足が生えている。

　奇妙な鬼の一体が刑事に襲いかかったところを、リセが蹴り飛ばして守ってやったのだ。

「塵じん鬼き──舐なめたマネを！　ドーキ、そっちは任せた！」

「わかってるって！」
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　リセはミニスカートの裾を翻ひるがえしながら槍やりを繰り出した。

　同時に、制服にかかっていた幻術が解け、いつもの和風セーラー服が姿を見せる。

「このおぉぉっ……！」

　リセは気合い一いつ閃せん、モリで魚を仕し留とめるかのように、鋭い穂先で塵じん鬼きの口を正確に貫く。

　槍の刃が一瞬真っ白な輝きを放ち、塵鬼が口内から爆発するように散っていく。

　これが、真マ呪ジユを込めた武器の特徴──陽の気は不思議な光を放つのだ。

　朱璃の太た刀ちは赤く輝いていたが、リセの槍は白の光を放っている。

　同時に、童どう貴きも音おと切ぎりを抜いて鬼を真まっ二ぷたつに斬り裂いていた。

　もう一体の塵鬼も、チリのように空中に散らばりつつ消えていく。

「な、なんだったんだ？」

「死体にトラップを仕掛けておくとは、鬼もゲリラじみてきたわね」

　蹴られて座り込んだままの眼鏡の刑事に、リセは舌打ちしつつ答えた。

　殺した敵の死体の下に地雷を仕掛け、敵兵が仲間の死体を回収しようとすると爆発する手口は有名だ。

　殺人現場に鬼おに討うちが来ることを見越して、仕掛けておいたのだろう。

「塵鬼は名前のとおり、カスみたいなもの。鬼が自分の肉体の一部を使ってつくり出したペットってとこね。あたしだったら、こんなキモいの飼いたくないけどね」

「死ねば元通りのチリになるが、戦闘能力は並の人間以上なんだよな」

「そうよ、ここの刑事たち七人くらいなら三秒かからずに皆殺しにできるでしょうね」

「……俺は、学院の関係者じゃないんですが」

　眼鏡の刑事が立ち上がりながら、心から嫌そうに言う。

「だから躊ちゆう躇ちよなく殺せんのよ。普通の人間なら、さくっと殺す。ライコウ関係の血筋ならじっくり楽しんで殺す。さっきの被害者が、あちこち斬られてたのはいたぶられたのよ。あたしたちが好物をゆっくり味わうのと似たようなもんね」

「俺は好きなものはさっさと食っちまうタイプなんですよ……」

「あたしとは気が合わなそうね。それで──いつまで、そんなとこに隠れてんの？」




「なんだ、噂うわさの一いち条じよう朱しゆ璃りじゃないのか。ハァハァ、こいつは乳は小さいが、太ももが美う味まそうだ……ハァハァ、ハァハァ」




　ズズズ……となにかを引きずるような不気味な音とともに、壁の巨大な血痕から現れたのは──

　二本の長い角、銀色の長い髪、異様に長い舌、長身にレザーのジャケットとズボンを身につけた──まぎれもない鬼だった。

「キモッ!!　うわぁ、よりによってこんなの出てくんの!?　コソコソしてた鬼ごときが、あたしの太ももを許可も無く眺めてんじゃないわ！」

　リセは嫌悪感丸出しで、自分の胸を腕で隠している。

「コソコソしていたのは、我らが始祖を騙だまし討うちにしたライコウどもだろうが……乳もない小娘がなにを偉そうに……ハァハァ」

「うっさいわね、これでも82はあんのよ！　千年も前のことをウダウダ言うな！　だいたい、あんたらが油断しすぎなのよ。こっちは二人、あんたは一匹。コソコソ隠れたまま逃げておけばよかったのに、不意討ちのチャンスでも狙ってたわけ？」

「現れたのが一条朱璃なら出直してたかもな。あれは乳がでかいらしいが、危険すぎるからな……ハァハァ」

　この野郎、と童どう貴きは今すぐにでも斬りつけたくなった。

　朱璃の胸も誰にも渡すつもりはない。

「ふん、ずいぶんシュリがお気に入りみたいじゃない。ここにいたのがシュリだったら、あんたなんて逃げる暇もなく八つ裂きにされてたでしょうね」

　リセは油断なく、短たん槍そうを構える。

　童貴も怒りを抑え、冷静に状況を確認する。

　この鬼は、童貴の姿を見ても特に気にした様子はない。

　本来の姿を伊い紅く以外の鬼に見せた覚えはないが、知っている鬼がいないとは限らない。

　鬼と遭遇して、三本ヅノだと鬼おに討うちの前でバレたら一巻の終わりだ。

「二人……？　そいつ、鬼討なのか。おかしな気配の男だな」

「まだ新入りでね。でもまあ、あんたよりは強いわ」

「…………」

　童どう貴きはこの鬼を知らないが、強い鬼ほど気配を探知する術すべにも長たけている。

　どうやら、童貴の身体からだからごくわずかに漏れ出る鬼の気配を読まれているようだ。

「そうそう、ぶっ殺す前に一つだけ訊きいておくわ。あんた、始祖の末まつ裔えい──三本ヅノの居場所、知ってたら教えておきなさい。そしたら、できるだけ楽に殺してあげる」

「はっ、三本ヅノ……？　知っていても教えるはずがないだろうが……」

「自分たちの親分の居場所を吐けないわけ？」

「親分？　ふん、始祖が油断してライコウごときに封じられたせいで、我らがコソコソと隠れ回るハメになったのだ。いや、始祖はまだいい。だが、先祖を封じられておきながら仇かたきも討てない血族など、我らが滅ぼしてやりたいくらいだ……！」

「ちっ、どの鬼も似たようなことほざくのよね。三本ヅノも嫌われたもんだわ」

　リセは本気で悔しそうに舌打ちした。

　一方で童貴は、動揺を隠すので精一杯だった。

　いきなりリセの口から自分の名前が出てきて、しかも物騒な話が始まったのだ。

　不意にこんな話をされて、少しも驚かずにいられるほど童貴はメンタルが強くない。

「ま、いいわ。だったら──死になさいよ」

「人を食えなくなっても、その太ももを噛かみ千ち切ぎるくらいはできるぞ、ハァハァ」

　鬼は大きく口を開き、鋭い牙が生えた口内をあらわにする。

　立ち上がっていた刑事が、腰を抜かして床に座り込んでしまう。

　普通の人間は、鬼の前に立てば、本能的に〝食われる〟と感じるらしい。

　人間の遺伝子に、鬼への恐怖が刻まれているのだろう。

「だからキモいっつーの。初対面の女に噛みつこうなんて、やっぱ鬼は礼儀がなってないわね」

　リセはまるで動じた様子もない。

　天井の蛍光灯の光を受けて、短たん槍そうの穂先がキラリと光る。

　これが鬼退治の現場──

　童貴は朱しゆ璃り以外に狙われたことがなかったため、鬼と人との戦いを客観的に見るのは初めてだ。

　鬼が人を殺し、人が現場を発見して学院に通報し、鬼おに討うちが送り込まれてくる。

　こうやって、鬼と人は戦ってきたのか──

　始祖の末裔でありながら、童貴はまだ知らないことが多すぎたようだった。







「ん……」

　外から鳥の鳴き声が聞こえてくる。

　朱しゆ璃りは布団の中で目を覚まし、むくりと起き上がった。

　ろくに手入れもしてない荒れた庭でも鳥は寄ってくるのか、と毎朝不思議に思う。

　寝間着にしている白い浴衣ゆかたは乱れ、帯はほどけて前はほとんどはだけている。

　今は誰かに肌を見せてサービスしたいわけでもない。

　先日、入浴前にあの男に軽く下着姿を見せてみたが、効果はあったのか？

　恥ずかしさを必死に押し隠した割に、目に見える成果がなかったのが残念だ。

　朱璃は立ち上がると、部屋の障子を開いた。すぐ外が縁側になっていて、庭が見える。

　なぜか集まってくる鳥たちは、朱璃が現れても気にした様子もなく、ちゅんちゅん鳴いたり、くちばしで地面を突つついたりしている。

　平和な朝の光景だった。

「え……？」

　朱璃は縁側に踏み出そうとして、足を止めた。

　縁側に、ビニール袋が置かれていたからだ。こんなものを置いた覚えはなかった。

　部屋はちらかっているが、縁側にまで物を溢あふれさせているほどではない。

「なに……？」

　あまり警戒もせずに、朱璃はビニール袋を持ち上げ、中身を取り出した。

「これは……」

　朱璃の鼻び孔こうを、良い匂いがくすぐる。しかもよく知っている匂いだった。

　朱璃は部屋に戻り、ビニール袋の中身を卓袱ちやぶ台だいの上に並べていく。

　プラスチックの容器が一つと、カップが二つ。

　それに、メモが一枚。

「〝任務で外に出たんでやゆよ軒で食ってきた。ついでに土産みやげだ。俺はできたてアツアツを食ってきたけどな！〟……」

　朱璃はメモの文字を読み上げた。

　容器を開けると、中身は生姜しようが焼きとキャベツの千せん切ぎり、ポテトサラダだった。

　二つのカップには、ごはんとあおさの味み噌そ汁しるが入っている。

　どれも、まだほんのりとあたたかい。

「このメモ、必要だったの……？」

　朱璃は首を傾かしげつつ、床に落ちていたクリアファイルを拾い、メモを大事に挟んだ。

　夕方と早朝、続けて二度も自宅に侵入されたわけだが、少しも不快ではない。

　童どう貴きが、朱璃に声をかけずに去ったことが少し面白くないくらいだ。

「馬鹿」

　朱璃はつぶやき、容器とカップをビニール袋に入れ直して台所へ向かう。

　歩くたびに、ジャラジャラと両手足の鎖が鳴っている。

　今の朱璃は不自由な身で、やゆよ軒に食べに行くことはかなわない。

　彼の不器用な気遣いはありがたく受け取り、きちんとあたため直して美お味いしくいただくことにしよう。

　朱しゆ璃りは、口元にかすかに笑みが浮かんでいることには気づいていなかった。







　一いち条じよう朱璃が、久しぶりの味に舌鼓を打っている朝──

　朱璃の屋敷から数百メートル離れた二ノ丸。

「ふん、わかっちゃいたけど、やっぱり手がかりはないわね」

「現場百ひやつ遍ぺん、だったか。解決の手がかりは現場にあるから何度でも調べろって言うよな」

「警察用語よ、それは。鬼の事件の場合は必ずしも当てはまんないわ」

「今回の場合、そもそもここが現場かどうかもわからないか」

「どうかしら。ちょっとこの辺を歩いてみるわよ」

　童どう貴きとリセは、百モ舌ズ組の訓練場所のあたりを朝から調べている。

　といっても、足跡や血痕があるわけではなく、手がかりは皆無だ。

「犯行直後にも、ここらはなにもなかったのか？」

「百舌組が飲み食いしたお菓子とか飲み物が散らばってたくらいね。お行儀がなってないわ。そのくせ、きちんとゴミは分別してあったらしいわね」

「環境に優しくて結構なことだな」

　雷らい花かもペットボトルのラベルを分けていたし、学院はエコを重視しているらしい。

　だが、ただのゴミなど百回見ても、なんの手がかりにもならない。

　さっさとここを離れたほうがよさそうだ。

　童貴が刺された現場がすぐ近くなので、リセがなにか感づかないか不安がある。

「はー、朝からタルいわ。昨夜ゆうべの鬼も逃げ回ってくれちゃったし。まったく、めんどい」

「少しは休んだほうがいいんじゃないか、リセ？」

　童貴は、ダルそうに隣を歩いているリセを労ねぎらう。

　二人は学院外での任務を終えてすぐに帰院、そのまま調査を始めたのだ。

　リセは一度自室でシャワーを浴びただけ。

　童貴も朱璃の家に〝奇襲〟をかけ、持ち帰りのしょうが焼き定食を置いてきたが、休息は取っていない。

「いつものことだからね。これくらいで休んでらんないわ」

　事務所に潜んでいた鬼は、ずいぶん自信満々に現れた割に、リセに追い込まれるとあっさりと逃げに転じた。

　童貴とリセは、その鬼を追い、一晩かけて街まち中じゆうを走り回るハメになったのだ。

　鬼を仕し留とめたのは、もう明け方も近くなってからだった。

「まあ、鬼はプライドよりも生きることを優先するからな。〝いざ尋常に勝負〟ってわけにはいかねぇ。普通に、ヤバくなったら逃げるヤツがほとんどだろう」

「鬼ごっこなんて、シャレにもならないわ。鬼討伐は戦ってるより、鬼を追ってる時間のほうが長いんだもの」

「作業分担ができればいいが、警察が鬼を捜索するのは危険すぎるだろう」

　昨夜のように、鬼が事件を起こした場合、まず警察が現場を確保する。

　学院や鬼の存在を認識しているのは、警察でもごく一部だけだ。

　というより、学院の息がかかった人間が警察内にいると言っていい。

　彼らは事件に鬼が関与していると認めると、学院に連絡して──リセたちのような鬼おに討うちが派遣されてくるわけだ。

　学院は不正規組織なので、警察の報告書に鬼討たちの行動が記されることはない。

「学院にも探たん索さく方がたってのがいるわよ」

「探索方？　捜査チームみたいな連中か」

「そう。でも探索方もあたしら鬼討と同じで数が足りてないわ。どこにいるかもわからない鬼を見つけるのは至難の業わざってヤツ」

　学院も、鬼が事件を起こすのをぼんやり待っているわけではないらしい。

　探索方は、鬼の関与が疑われる事件を捜査し、鬼の行動確認を行う。

　彼らは独自の情報網を持ち、常に鬼の居場所を探している。

　今は、危険な荊イバラクラン所属の鬼を重点的に探索しているようだ。

「[image: ]からす組ぐみも、学院内の調査があるのに、緊急任務でも駆り出されるなんて災難だな」

「ま、よくあることよ。優秀な人間は過剰な仕事を課されんの」

　リセは自慢している風ふうでもない。

　実際、優秀な鬼討に重責が課せられているのも事実だろう。

「どうせなら、外で遊んできてもよかったんじゃないか？　俺に付き合って、やゆよ軒で朝飯食って帰ってきただけだよな」

　おかげで、朱しゆ璃りに好物を貢みつげて、童どう貴きとしては助かったのだが。

「くっだらない。このあたしにカラオケだの買い物だのしてこいとでも言うの？」

「……普通の十六歳ならそういう遊びに夢中だろ？」

「ははっ、青春ってヤツ？　あたしは鬼を叩たたっ斬って、賞金をもらってりゃ満足なのよ」

「殺伐としてるな……賞金って、鬼を一体倒せばいくら、とか決まってるのか」

「なによ、そんなことも知らなかったの？　鬼退治はれっきとした仕事なんだから、ちゃんとお金がもらえるの。倒した鬼のランクに応じて金額も変わるのよ」

「鬼は死してツノを残す……」

　童貴は、ピンと来てつぶやいた。

「そういや、昨夜ゆうべ倒した鬼のツノを持ち帰ってたな。あれを解析して鬼のランクを確認するってわけか？」

　鬼は死ぬと身体からだがチリになってしまう。

　だが、ツノだけは消滅することなくその場に残るのだ。

　鬼の強さに応じて長さや硬度が異なることは、鬼たち自身も知っている。

「正解よ。昨夜ゆうべの鬼は変態のくせに強かったから、あんたにもいい収入になるわ」

「俺、塵じん鬼きを一体倒しただけなんだが……本体を倒したのはリセだろ？」

「どんだけ活躍したかで賞金を分けてたらややこしいでしょ。討伐に参加した人数で割るのが鉄則なの」

　学院は公平性も重視しているらしい。

「ま、お金のことはまた今度よ。今は失踪事件をまず解決しないとね」

　リセはずいぶんやる気に満ちているようだ。

　童どう貴きも朱しゆ璃りのために事件を早期解決したいのだから、異存はないが……。

「つーか、生徒もみんなまだ寝てる時間だぞ。今から捜査を始めるのか？」

「もう起きてる生徒はいるわよ。夜間訓練やってて朝まで起きてる連中もいるしね。鬼は夕方に現れて、夜に活動するんだから」

「逢おう魔まが時ときだな」

　昼から夜へと移り変わる時間帯に、人でないものが蠢うごめき出すと言われている。

　逢魔が時といって、要するに夕方のことだ。

　童貴もどちらかといえば夜型だ。ただし、昼に弱体化するというわけでもない。

「それで、もう起きてるヤツらに聞き込みでもするのか？　犯行時刻になにをしていたか、とか？　ためしに、あそこの子たちに訊きいてみるか？」

　二ノ丸内の通路の途中、わずかに開けた場所に二人の女子がいた。

　二人とも制服姿で、訓練前の柔軟体操の途中のようだ。

　彼女たちも、童貴たちに気づいて──

「大おお衛えくんだー。おーい、大衛く──って、リセっちいる！」

「せっかくマッチョじゃない男の子が入ってきたのに！　リセリセ、手が早い！」

「あんたら、うっさい！　こんなの、あたしの趣味じゃねーよ！」

　リセが荒っぽく怒鳴ると、二人の女子はくすくすと笑う。

「……リセ、高段者の割にナメられてるんだな」

「うっさい、生意気禁止。ウチの学院、段位もキャリアも関係ないっつっても限度があると思うのよね」

「まあ、新入りとしては上下関係にうるさくないのはありがたいけどな」

　童貴は愛想笑いを浮かべて、二人の女子に手を振ってみせる。

　ゆるふわの長い髪をした少女が童貴に近づいてきて、ぱっと手を掲げてきた。

　童貴は戸惑いつつ、彼女とハイタッチしてみせる。

「いぇーい、今度わたしたちとも遊ぼうねー」

「あ、ああ」

「デレデレすんな、馬鹿。まったく、鬼おに討うちは陽キャと軽薄の区別がついてないんだから」

　リセは早足で歩き出し、童貴は慌てて彼女のあとを追う。

「で、結局あの子たちにはなにも訊かないんだな」

「あたしらは刑事じゃないんだから。それに、犯人が生徒だなんて言ってないでしょ」

「……この学院は基本的に生徒しかいないだろ？」

「そう思い込むのは早計だわ。この城、広すぎてセキュリティがガバガバなのよ」

「外部からの侵入者って線も捨てきれないって？」

「まずは決めつけずに可能性を探るの。まあ、生徒が犯人って可能性は除外できないわ」

「やっぱり、生徒を疑ってるんじゃないか。羽う水すいや坂さか神がみは認めなさそうだな」

「あいつらはそれでいいのよ。仲間を疑うようなマネは、あたしたち[image: ]からす組ぐみだけで充分」

「俺、[image: ]組に入った覚え、ないんだが」

　もしかして昨夜の任務は[image: ]組として参加していたのか、と今さら不安になる。

「汚れ役を気取ってるわけじゃないわ。多めにお金もらえるんだし、文句はないのよ」

「俺の話、聞いてねぇな。つーか、リセはマジで金が目当てなのか？」

「あたしらは、大人になったらここを出んのよ。外では鬼を殺せる腕うでっ節ぷしなんてなんの役にも立たないんだから。先立つものは必要でしょ」

「ま、ここは生活に金がいらないって夢のような場所だからな」

　食事は用意されているし、任務で外出する際にも交通費や宿泊費は学院から支給される。

　童どう貴きは、外では経済的に恵まれているとは言えなかった。

　始祖には多少の財産があったが、千年も経たてば金銀財宝も目減りする一方で、今や細ほそ々ぼそとした暮らしで精一杯だった。

　それを思えば学院生活は、恵まれているといえよう。

「ドーキにも[image: ]組への特別手当が支払われるわ。別に、あたしのお金じゃないからケチる気はないしね。ライコウ学院はけっこう裕福なのよ」

「マジか……って、こんなでかい城を維持してるんだもんな」

　始祖はライコウに戦いで敗れたが、子孫の経済状況でも惨敗のようだ。

「ライコウは桁外れの資産家だったらしいわ。死後何百年も経ったあと、子孫がこんな城を建てちゃうくらいの遺産もあったってわけね」

「ふぅん……」

　ライコウは鬼と鬼おに討うちたちにとっては戦術に長たけた武人だが、表向きの顔は莫ばく大だいな資産を持つ貴族だったという。

　当時の最高権力者の祝い事に、他の貴族を圧倒する贈り物をした記録もある。

「ライコウの時代は地方の領主になったら手っ取り早く財産を築けたらしいわ。そうやって稼いだみたい」

「それに、鬼ってヤツは金銀財宝を貯ため込こんでるもんだからな。始祖を討ったんだから、山ほどのお宝を持ち帰ったことだろ」

「なるほどね、さすがレポートの一点突破で入学しただけのことはあるわ。詳しいわね」

「まあな」

　童貴にとってライコウは先祖の財産を奪った男でもある。

　嫌でもライコウの悪行は子孫に伝わっている。

「未いまだに千年前の財産が残ってる──というか、上う手まく資産運用してきたみたいだな」

「賞金の大おお本もとも、ライコウの財産らしいしね。最近暴れてる〝荊イバラクラン〟の連中ならいいお金になるわよ。ドーキ、鬼に詳しいなら知ってるでしょ、荊クラン」

「ガチの武闘派集団だ。鬼おに討うちを少しも恐れていないどころか、向こうから仕掛けてくるほど命知らずだな」

「はっ、あたしにはそれくらい危ないヤツらのほうがありがたいわ」

　リセのほうも、荊クランの連中に負けず劣らず好戦的らしい。

　鬼が札束にしか見えていないのではないか。

「でもなあ、金が目当てで戦ってる鬼討がいるとは知らなかった」

「ドーキは鬼に詳しいらしいけど、鬼討のことはまだまだね。そりゃ、あたしらだってお金はほしいわよ」

「そんなリセにはお目当ての鬼とかいるのか？」

「三本ヅノ」

「……昨夜ゆうべの鬼にも居場所を訊きいてたな。鬼の大ボスを狙うのは当然だが……賞金目当てで狙うにはリスクがでかくないか？」

「鬼の始祖の末まつ裔えい、三本ヅノ。最後の生き残りらしいわ。あいつの賞金、知ってる？」

「いや……」

　自分が殺されたら賞金がいくら支払われるのかなど、知らないままでいたい。

「ふふ、三本ヅノの首にかかった賞金は──なんと一億二千万よ」

「……まるで国の人口みたいだな」

「そのとおり、三本ヅノ退治は国を救うことになるって意味でこの賞金額なのよ」

（ひどい言いがかりだな。俺がいつ、この国を滅ぼそうとしたんだ……）

　始祖ですら、そんな大それたことは企たくらんでいなかっただろう。

　彼は都近くの山にアジトを築いて暴れ回ったが、都の壊滅が目的だったわけでもない。

　少なくとも始祖とその子孫は、この国の征服にも滅亡にも興味はないのだ。

　つまり、鬼と鬼討の争いは、国の存亡をかけた壮大な戦いなどではないのだが──

「鬼は人を殺し、鬼討は鬼を殺す──それが当たり前になっちまってるんだな。どの鬼討も使命感にしろ金目当てにしろ、命懸けの戦いをやめられないわけか」

「人間と鬼は悪い意味で縁が切れないのよ。ウチの父親はあたしが小さい頃に死んで、母親はイギリス人だったけど日本に残って──再婚した相手が人間に化けた鬼だった」

「……それは」

　鬼が人間に化けて社会や組織、家庭にまで入り込むのはまったく珍しくない。

　それこそ千年の昔から鬼が使っていた手口だ。

「二年前──十四歳の頃よ。その再婚相手のクソ野郎が正体を現して母親を殺して、あたしと弟と妹まで殺そうとした。知らなかったけど、あたしたちも鬼討の子孫だったのね」

「昨夜ゆうべの犠牲者と同じだな。ライコウを知らなくても、血を継いでいたら狙われる」

「あたしの場合は、血筋のせいだけじゃなかったわね。父親は鬼おに討うちだったらしいわ。家族には隠していたけど。子供を鬼討にしたくなかったのかもね」

「なるほど……母親の再婚相手の鬼は、リセの実の父親に身内を殺されたとか？」

「そう、あたしの父親は、その鬼の家族を狩ったらしいわ。鬼が再婚から何年も経たってからあたしたちを狙ったのは、突然の裏切りで驚く顔を見たかったってところ？」

　あまりにも残酷すぎる話だったが、リセはまるで天気の話でもしているかのように、無感情だ。

　童どう貴きは人間の感情というものを多少は理解しているが、リセの情緒は常人とは異なっているようだ。

「そのときのリセは素人しろうとだったんだろ？　その鬼をどうやって──」

「天才だったみたい、あたし」

「いや、天才は朱しゆ璃りみたいなのを言うんだろ」

「おい、そこソッコーで否定なの!?」

「あ、つい」

「……なんで新入りのくせにシュリとそんな仲良くしてんのよ」

　じぃっと殺意すら籠もっている目で睨にらまれてしまう。

　どうも、リセは朱璃に対して童貴にも劣らない思い入れがあるらしい。

「しかし、訓練も受けてない十四歳の女の子が鬼を返り討ちにしたわけか」

「すぐに学院からスカウトが来たわよ。お金もくれるっていうし、弟と妹を鬼討にするなんて冗談じゃないし、入学しないって選択肢はなかったわね」

「なるほどな……」

　リセが金にこだわる理由もよくわかった。

　母親も死んで、まだ十六歳の彼女が家族を養うには普通のバイトでは厳しいだろう。

　鬼討としての給料と賞金を合わせれば、弟と妹は生活には困らないはずだ。

「つーか、あっさり過去を明かすんだな」

　しかも、かなりヘヴィーな過去だ。

　要するに、リセは鬼に両親を殺されているのだ。

「学院の生徒は似たような経歴の子がいくらでもいるわ。重たい過去なんて、ここじゃ隠すほどのものでもないのよ。それとも、あたしのトラウマを解消してやって、あわよくばモノにしようとでも思ってた？」

「いや、全然」

「ちょっとは思えよ！」

　そんなツッコミを入れられても、童貴は朱璃以外の女の子には興味がない。

「ちっ……まあ、いいわ。なんの話だっけ？」

「長いこと話が横に逸それてたな。失踪事件の犯人捜しだろ」

「そうだったわ。一応、あたしは目星はつけてんのよね」

「……誰だ？　やっぱり、生徒なのか？」

「いいえ、違うわ」

　リセは手に持っていた短たん槍そうをくるりと一回転させ、そばに生えていた椿つばきの花を一輪切り落とした。

「さっきも話に出たでしょ。犯人はあいつ──三本ヅノよ」

「…………」







「なるほど、お話は承りました」

「これだけでいいのか？　書面でなにか提出したりとか……」

　リセとの調査を特に実りのないまま終えて、童どう貴きは再び鬼き祝しゆく神社を訪ねていた。

　正直、鬼としては近づきたくない場所だったが、無闇に避けていたら怪しまれてしまう。

　用件は、昨夜ゆうべの任務についての報告だ。

　任務の詳細は神社の巫み女こ──天てん竜りゆう雷らい花かに報告する決まりらしい。

　リセは「これも経験よ」と言って、童貴に丸投げして、どこかへ行ってしまった。

「口頭で充分です。書類にまとめて学院に提出するのも私の仕事なんですよ。それより、不作法でごめんなさい」

「ああ、いや、別にかまわないが……」

　童貴と雷花がいるのは、正確には鬼祝神社の境けい内だいにある弓道場だ。

　雷花は射い場ばで弓を構えては射うっている。

　外側の塀へい沿いに丸い的がいくつか並び、射場から的までは二十八メートルあるらしい。

「一度始めたら途中でやめられないんです。お話ししながらでも集中して射てるのに、途中でやめるとダメになってしまうんですよね」

「そういうもんなのか。それはいいんだが……」

　童貴は、ちらりと的のほうを見た。

　数本の矢が突き刺さっているが、一本も真ん中には命中していない。

「全然当たってねぇな。しかも、あちこちに散らばってる。狙いが一定してないな」

「ご挨拶ですね……は、早射ちやまとめ射ちなら自信があります！　遠えん的てきも得意です！」

「まず狙ったところに当たらないと意味がねぇだろ。そんな曲芸みたいなマネだけ上う手まくなっても……」

「私の弓は、精神鍛錬のためにやってるだけですから！　これで最後です！」

　その最後の矢は、的の左下隅という面白くもないところに当たっただけだった。

「……まあ、巫女が鬼と戦うわけじゃないもんな」

「含みを感じるご発言ですが、気にしないことにしましょう」

　雷花は不満そうに言うと、弓と矢を片付け始めた。童貴も手伝う。

「そういう童どう貴きさんも、訓練では弓を習っているでしょう？」

「弓なんて、任務では使わないんだろ？　昨夜ゆうべ、リセも使ってなかったしな」

「ええ、ライコウ時代の武者のメインウェポンだったので習ってもらってるだけ、ですね。ただ、弓矢は鬼に通用する数少ない飛び道具ですから」

「そういえば、鬼おに討うちは銃火器のたぐいは全然使わないな」

「ああ、それもご存じなかったですか」

　雷らい花かは手に持っていた弓を軽く持ち上げてみせる。

「真マ呪ジユというのは、要するに鬼への弱点特効スキルなんですよ」

「そう言われると、神秘の術がすげーチープに聞こえるな」

　陰の気のかたまりである鬼は、陽の気である真呪をくらうと大ダメージを受ける。

　ゲームの話のようだが、鬼にとっては現実の危険だ。

「矢に真呪を込めると、破は魔まの矢となって鬼に大ダメージを与えられるというわけです」

「まあ、鬼討が射うてばただの弓矢でも威力が違うからな」

　鬼討は陽の気を練り上げて真呪へと変化させ、全身に巡らせて肉体を強化している。

　常人の弓矢など鬼には遅すぎて、軽く掴つかめるほどだが、鬼討に射たれたら話は違う。

　その矢に真呪が込められていれば、童貴でもダメージを受けるだろう。

「ですが、銃弾には真呪が乗りません。いえ、正確には発射前の銃弾に真呪を込めることはできますが、標的に着弾する前に真呪が散ってしまうようです」

「火薬の爆発がまずいってことか？」

「その可能性は検討されましたが、科学的に分析できませんし、陰おん陽みよう師じが滅んだ今、検証はできません。火縄銃の時代から、銃弾に真呪を込める研究は進められていましたが、実用には至らなかったようです」

「そりゃ惜しかったな。これだけ銃火器が発達したのに」

　そう言いつつ、童貴は内心でほっとしている。

　強力な重機関銃の弾丸に真呪を込めて乱射されたら、童貴でも危ない。

　普通の銃で撃たれても、よほど低級な鬼でなければ再生能力ですぐに回復する。

　童貴ならば、人間の肉体を砕くほど強力な五〇口径で蜂の巣にされても自分が死ぬとは思えない。

　幸いなことに、今のところ、鬼の天敵は太た刀ちを持った鬼討以外に存在しないのだ。

「とはいえ、この国は銃の所持に厳しいですし、街まち中なかで撃つわけにもいきませんからね。どちらにしても銃を使うのは難しいでしょう。非正規組織の悲しいところです」

　雷花は話しつつ、弓道場を出て裏庭のほうへ向かう。もちろん、童貴もついていく。

「なにはともあれ、初任務お疲れさまでした、童貴さん。賞金もきちんと支払われますので、ご安心ください」

「賞金ね……まあ、もらえるもんはもらうが」

　朱しゆ璃りを連れて学院を脱出したあとも、金はいくらでも必要になるだろう。

　伊い紅くはずっと猫のままでいてもらえば食費は抑えられるか、と童どう貴きは鬼のようなことも考えてみる。

「…………？」

　視界の端で、なにかが飛んだような気がした。

　確か、前にも同じようなことが──

「童貴さん、少しここでお待ちいただけますか？」

「ん？　なんだ、ここ？」

　童貴が考え込んでいると、雷らい花かが足を止めていた。

「滝があるとご説明しませんでしたっけ？」

「ああ、言ってたな」

　裏庭の奥まったところに、確かに滝が流れ落ちていた。

　高さは五メートルほどだろうか。ドドドドッとかなりの勢いで水が落ちてきている。

「少しだけお待ちください。禊みそぎをするだけですので」

「え？　あ、おいっ」

　雷花はいきなり緋ひ袴ばかまを脱ぎ捨てると、白衣だけの姿になった。下着は見えないが、真っ白な太ももがあらわになっている。

　雷花は童貴にかまわず、滝の下まで行って、目を閉じ両手を合わせて勢いよく落ちる水に打たれている。

　その姿は神秘的ですらあり、童貴も声をかけるのがはばかられた。

　おそらく、五分程度だっただろう。雷花は唐突に目を開けると、ざぶざぶと滝たき壺つぼを歩いて岸へと上がる。

「ふぅ……お待たせしました」

「……お疲れ」

　童貴の返事に、雷花はくすりと笑って、元通り緋袴を着け始めた。

　もちろんびしょ濡ぬれなので、緋袴まで濡れてしまう。

「これ、なんちゃって巫み女こ装束なんですよね。着脱しやすい構造になってるんですよ」

「まあ、女子のコスプレ和装を見慣れてるから、それも不思議じゃないが……」

　童貴は目のやり場に困ってしまう。

　白衣はすっかり濡れていて、その下の肌がほとんど透けている。

　どうやら、白衣の下は下着すら着けていないらしい。

「いけませんね、神聖な巫女をいやらしい目で見ては……」

「おまえがいきなり滝たき行ぎようなんか始めるからだろ！」

「掟おきてで、ライコウの巫女は武具に触れたあとは身を清めることになっています」

「報告も済んだんだし、俺、帰ったほうがよかったか？」

「いえ、鬼おに討うちの方とはたまにしかお会いできませんから、長居していただいて、ゆっくりおしゃべりしたいんですよね」

「さっさと済ませて合流しろって、リセには言われてるんだが」

　雷らい花かは童どう貴きをたしなめた割に、透けている肌を隠そうともしていない。

　ふくらんだ胸元や、その頂点まで透けてしまいそうだ。

「音おと切ぎりはいかがでしたか？　塵じん鬼きは仕し留とめたのでしょう？」

「あ、ああ。斬れ味は問題ないな。俺はまだ真マ呪ジユが使えないから、真呪が込めやすいって能力は確認できてないが」

「実戦で使えたなら問題ないでしょうね。私、こういうカンは外さないのですよ」

　雷花は濡ぬれた髪をほどき、手で水気を絞ってから、またポニーテールに結び直している。

「見けん鬼き、という言葉はご存じですね？」

「ん？　ああ、霊を見る能力──いわゆる〝霊れい視し〟のことだよな？」

「ええ、鬼を見る力ではなく、霊的なものを見る能力です。陰おん陽みよう師じには必須の能力だったそうですが、陰陽師が絶えた今、ウチの家系にしか残っていないんですよね。この力がないと、鬼おに討うちのみなさんに武器を選ぶこともできないんです」

「みんな、自前の武器を持ってるんだろ」

「お清めにも霊視の能力は必要なんですよね。武器のどこが穢けがれているのか、見み極きわめるのも見鬼の才がないと不可能なんです」

「そういえば、雷花以外に巫み女こが見当たらないな……？」

「今は私一人ですね。武器のお清めの依頼は頻ひん繁ぱんにあるので、なかなか大変なんです」

　と言いつつ、雷花はにこにこと笑っている。

　苦労を表に出さないタイプらしい。

「ところで童貴さん、もう一つ質問です。子作りに興味はお有りですか？」

「まあ、興味がないと言ったら嘘うそになる──って、なんて言った!?」

「いえ、子作りです。英語で言うと〝ｕｎｐｒｏｔｅｃｔｅｄ　ｓｅｘ〟でしょうか。スラングだとクリーム──」

「いや、他言語で言わなくていい！　な、なんの話なんだ？」

　唐突なインパクトありすぎるワードに、童貴は慌てふためいてしまう。

「あ、子作りといっても淫みだらな意味を想像してはいけませんよ？」

「想像したとしても、俺は悪くないよな？」

「言ったじゃないですか、鬼き祝しゆく神社の巫女は今は私だけです。学院への報告要員なら他の方にもできますが、鬼討のみなさんの身体からだや武具の浄化は巫女でなければできません」

「……巫女は鬼討より育成が難しいのか？」

「血筋の問題ですね。ウチの一族が巫女を勤めてきていて、まだ何人か修業中の子たちもいるのですが、ここ数年は女子が生まれていなくて」

「現代では、どこも後継者問題は頭が痛い問題だな……」

「まったくです。私がお勤めをできるのもあとわずかですし、早めに二、三人ほど子を産んでおいたほうがいいかと思いまして」

「ちょっと待て。鬼おに討うちと同じで、巫み女こも二十代になったらお役御ご免めんなのか？」

「そんな感じですね。修業中の子を前倒しで神社にお迎えして、私はとりあえず子をつくっておこうかと」

「軽く言うな、軽く！　だいたい、なんで俺なんだよ！」

「見けん鬼きの才があると言ったでしょう。私の目には、人に見えないものが映るんですよ。あなたと私なら、歴史に残る偉大な巫女を生み出せるかもしれませんよ」

「…………」

　雷らい花かの大きく透き通った目が、まっすぐに童どう貴きを見つめている。

　その瞳は、朱しゆ璃り以外の誰も知らない童貴の秘密まで、見通しているかのようで──

「……悪いが、雷花とそういうことをするつもりはない」

「あら、残念ですね。これでも私も乙女おとめ、勇気を振り絞ってお願いしたのですけど」

「おまえの見鬼の才とやらも怪しく思えてきたぞ。俺を選ぶとか、意味わからん」

　邪じや悪あくな鬼と、神聖な巫女の組み合わせなど冗談にもならない。

「つーか、巫女さんがそんなネタでからかっていいのかよ？」

「からかうだなんて、ご挨拶ですね。私は童貴さんが気に入ってるのですよ」

「顔合わせるのも今日が二度目だろ」

「回数の問題ではありませんよ。では、嘘うそではない証拠にあなたにだけ特別な情報を教えましょう。リセさんも知らないことです」

「んん？」

「百モ舌ズ組は強力な鬼を二十体以上も駆除していますが、それらはすべて学院への侵入を企たくらんだ鬼たちです」

「…………」

「組は四十近くありますが、鬼を討つことを最優先としながら、独自の目的〝本ほん懐かい〟を持っています」

「本懐……組はただの仲良し集団じゃなくて、特定の目的を持ってるってことか」

「はい、百舌組の本懐は〝積極的防衛〟です。広い探索網を持ち、常に鬼の学院への侵入を警戒しています」

「重要な役割だな」

　童貴は、百舌組の男が童貴と伊い紅くのわずかな気配に気づいていたことを思い出す。

　役割上、あの鬼討は気配の探知に長たけていたらしい。

「百舌組はごく最近、新たな動きを掴つかんでいたようです。活発に外部と情報のやり取りをしていた形跡があります」

「……それ、リセにも教えれば捜査の参考になるだろ？」

「先入観を持たずに捜査してもらうために、あえて伏せています。情報は多ければいい、というものでもありません。優秀なリセさんには広範囲での捜査を期待してるんです」

「俺には犯人が鬼だと目星をつけて捜査しろって？」

「それは童どう貴きさんのご自由に。ですが、お教えしたのは私の独断です」

「雷らい花か……おまえ、いったい何者なんだ？」

「もちろんただの巫み女こです」

　雷花はにっこり笑って頷うなずいた。

　この巫女がくれた情報は有益ではある。

　だが、まさに学院に潜入している童貴としては、寒気のするような話だ。

　百モ舌ズ組が掴つかんだ動きとやらが、童貴の潜入計画のことだった可能性は高い。

　伊い紅くのおかげでスムーズに潜入できたが、あるいは百舌組と戦っていたかもしれない。

　いや、百舌組の男の「妙な気配がした」という話は嘘うそで、元から童貴を疑っていて接触してきた可能性すらある。

　素性の良よし悪あしに関係なく、新入生はすべて疑ってかかっていてもおかしくはない。

　いや、もしも百舌組がその疑惑を他の組と共有していたら──

　ますます不確定要素、不安要素が増えてしまった。

　知らないより知っていたほうがいいのだが、童貴は自分を神社に送り込んだリセが恨めしくなってきた──







「マ、マジで強つえぇ……！」

「ほら、僕が前から言ってたとおりだよ。段位なんて意味がないと……」

　羽う水すいと坂さか神がみの二人は、地面の上に仲良く転がっている。

　童貴は二人の前に立ち、ぱちりと短刀を鞘さやに収めた。

　学院では、組ごとにそれぞれ訓練場所が決まっている。

　ここは学院内の二ノ丸。廃屋のような屋敷と、無駄に広い庭園──虎とら組ぐみの訓練場だ。

　虎組は多くの生徒が集まる第一道場で訓練することが多いが、今日はリセの指示で虎組の訓練場を使っている。

「大おお衛えくんには、見事に騙だまされたな。僕は人を見る目はあったつもりなんだけど」

「俺も、大衛は普通に本気出してると思い込んでたな。演技派にもほどがあるぜ」

　童貴は、リセには実力を見せてしまった。

　ならばもう、他の生徒にも隠す理由はなくなってしまった。

　というより、実力を隠したままだと余計な疑いを招きかねない。

　絶対に隠し通すべき秘密を抱えた童貴としては、小さな秘密は明かして、疑念を持たれる可能性は少しでも減らしたほうがいい。

「悪かったな。羽水たちを舐なめてたわけじゃないんだ」

　とはいっても、騙されていた側が不愉快になるのは当然だ。

　童貴は鬼ではあるが、親切にしてくれた羽水と坂神には好意を持っている。

　そんな二人を騙してなんとも思わないほど無感情ではないのだ。

「いや、舐なめられてたとしても文句は言えないね、僕らは」

「そうだな、大おお衛えのほうが強つえぇのは事実なんだしな。俺らだって、大衛の実力を探ろうとはしてた。力を読めなかった俺らが鈍かっただけだ」

　羽う水すいと坂さか神がみは顔を見合わせて苦笑する。

「強い仲間は大歓迎だからね。僕はなにも気にしてないよ」

「俺たちの仕事は仲間を疑ったり、見下したりしてちゃ話にならねぇ。相手は鬼だ。俺みたいな脳筋馬鹿でも、鬼と戦うときは怖くてしゃーねぇ。だがな！」

　羽水がむくりと起き上がり、バンと自分の膝を叩たたいた。

「俺たち虎とら組ぐみの〝本ほん懐かい〟は、〝一人も死なせず、一体でも多く倒す〟だ！」

「本懐……組の独自の目的ってヤツか」

「そうだ、それが本懐だ。だから虎組はボッチでいる新人も放っておかない。たとえ足手まといになるとしても、仲間に引き込んで、ともに戦う」

「ボッチって、俺のことかよ」

「はは、すねんなよ。引き込んで、強くなれば別の組に移籍したっていい。無理強じいはしてねぇし。まあ、おまえは重度のボッチっぽかったから無む理り矢や理りに引き込んだけどな！」

　ひどい言い草だが、羽水たちが絡んでこなければ、童どう貴きは孤立したままだっただろう。

　虎組は、「足手まといを出さない」という鬼おに討うちの掟おきてを特に本懐としているらしい。

　童貴は、一つ腑ふに落ちた。

　羽水も坂神も充分な実力者だが、意外に虎組の討伐数は多くない。

　それは、戦いよりも学院の仲間のことを優先しているからではないか。

　もっとも、いろいろ理由をつけているが、要するにこの二人の少年は人がよいのだろう。

「はー、なぁに？　男の友情ってヤツ？　キモー」

　リセが呆あきれた顔をしている。

　彼女は地面にしゃがみ込んで、童貴たちの模擬戦闘を見物していたのだ。

　このツインテール少女が人がよいタイプかどうかは、まだ怪しい。

「ちなみにね」

　リセは、すすっと童貴のそばに来てささやいてくる。

「[image: ]からす組ぐみの〝本懐〟は、〝疑ぎ人じん暗あん鬼き〟よ。闇に潜む鬼を狩るためなら、人すらも疑う──誰も信じず孤独に戦うのがあたしたちよ。覚えておきなさい」

「……まだ俺は[image: ]に入るとは言ってないんだが」

　仲間を信じる虎組と、鬼を倒すためなら誰でも疑う[image: ]組は、相あい容いれないのではないか。

　リセはまるで気にしてないらしいが。

「さてと、熱い友情もけっこうだけどね、羽水と坂神は新入りにあっさり負けてんじゃないわよ。しばらく、特別メニューで特訓ね」

「「げぇっ」」

「このあたしが直じき々じきに鍛えてやろうっつーんだから、ありがたく思いなさいよ♪」

　リセは面白がっているようだが、一応親切で鍛えようとしているのだろう。

　[image: ]からす組ぐみのリセも、虎とら組ぐみにいる間は仲間思いではあるようだ。

「男ども、やる気を出しなさい。さっき言ったでしょ、今回の失踪事件の黒幕は三本ヅノなのよ」

「それは──リセさんの推測だろう？」

　坂さか神がみは腕組みしたまま、首を傾かしげている。

「あたしの推理に間違いはないわ！」

　リセは偉そうに言い切り、無意味に短たん槍そうを高く掲げた。

「シュリが何年も三本ヅノを追って、そのシュリをあたしが追ってきた。あいつとあたし、どっちが強いか見み極きわめるためにね」

「そりゃ、朱しゆ璃りだろ」

「本当のことを言うのはやめろ！　とにかくね、あたしは、三本ヅノをずっと見てたシュリをずっと見てたのよ」

　なんだかストーカーじみてるが、童どう貴きは面めん倒どうくさいので突っ込むのはやめた。

「だからあたしも、シュリの次に始祖の末まつ裔えいには詳しくなったのよ。三本ヅノは、一ヶか月げつ前にシュリと戦って以来、姿をくらましてる」

「三本ヅノはいつも完全ロストだったじゃねぇか。探たん索さく方がたでも足跡一つ見つけられなかったんだろ。なんでか、朱璃様だけが毎回発見してたけどよ」

「そうよ、シュリと三本ヅノには因縁がある。三本ヅノは毎回シュリに追い回されて、殺されかけて、シュリに強い恨みを持ってるのは間違いないわ」

「…………っ」

　羽う水すいのツッコミに応えたリセの言葉に、童貴は思わずはっとしてしまう。

　リセの推測はとんでもない勘違いだが、理屈としては間違っていない。

（第三者から見れば、俺って朱璃を憎んでいても不思議はないんだよな……）

　実際は、真逆の感情を持っているのだから、それこそ不思議ではある。

「知ってのとおり、今のシュリは鎖で不自由な身よ。恨み骨こつ髄ずいに徹てつしてる始祖の末裔にしてみれば、憎い敵を葬り去る最大のチャンスでしょ。三本ヅノは必ず動くわ！」

「いやいや、待ってくれ、リセさん。筋は通ってるけど、証拠はなにもないんだよね？　それに三本ヅノが朱璃様を狙ってるなら、百モ舌ズ組が消えるのはおかしいだろう？」

　さすがに坂神が理論的なツッコミを入れている。

「馬鹿ね、坂神。推理して仮説を立てないと、調査もできないでしょ。大胆な仮説が意外に真実に近かったりもするのよ」

　まったくそのとおりで、犯人──影かげ椿つばきの正体は三本ヅノではないが、三本ヅノが動いているという推測は合っている。

　リセは百舌組の実態を知らなくても、犯人が鬼である可能性も考えていたようだ。

　ただ、現時点では、すべてが仮説ではある。

　影かげ椿つばきの犯行だと確実に言えるのも、童どう貴きを刺した事件だけだ。

　百モ舌ズ組が死んだかどうかすら、まだ判明していない以上、推測にも限界があるだろう。

「というか、リセさんが三本ヅノを殺したいだけでしょ、いろんな意味で」

「坂さか神がみ、なに言ってんの。どこの世界に三本ヅノを殺したくない鬼おに討うちがいんのよ。つか、いろんな意味ってなによ。鬼の大将の首を獲とって、賞金もいただきたいだけよ！」

「いや、朱しゆ璃り様を三本ヅノに取られた、みたいな……」

「は、はぁ!?　シュリはあたしの商売仇がたきよ！　あいつ、一億二千万を独り占めしようとしてんだから！」

「ハイハイ、百ひやつ鬼き殺ごろしで、しかも鬼き王おうまで仕し留とめたら朱璃様はもう一生金に困らねぇだろうな。リセはそれが羨ましいんだよな」

「そ、そうよ。いえ、別に羨ましいわけじゃないけど！　あたしは三本ヅノさえ倒せば、それで充分！　シュリがご執しゆう心しんの獲物を横からかっさらってやるわ！」

「…………」

　やはり、リセは朱璃に憧れの感情を抱いだいているようだ。

　朱璃は最強の鬼討で、しかもあれだけの美少女なのだから、憧れるのも無理はない。

「いやいや、まずは百舌組の四人を助けねぇとな！　犯人捜しはそのあとでもいいだろ！」

「ばっかじゃないの、羽う水すい。両方同時に進めるに決まってんでしょ」

「なるほど、その手があったか……」

　呆あきれるリセと、感心する羽水。

　二人とも、百舌組の四人の生存を信じているらしい。

　百舌組は、鬼の学院への侵入を防ぐ役割を担っていた──

　その情報をリセたちに伝えるべきか、童貴はまだ決められない。

「でも、焦って危険に飛び込むのが一番まずい。慎重に動かないとね」

「おいおい、坂神。俺ら虎とら組ぐみは五人もいるんだぜ。学院内の捜索には充分だろ！」

「待て待て、この広い城を調べるのにたった五人じゃ──ん？　五人？」

　童貴は慌てて言ってから、ふと気づく。

　仮所属の童貴を加えても、虎組は全部で四人だ。

「羽水、他にもまだメンバーがいるのか？」

「ん？　あー、そうか。まだ大おお衛えは気づいてなかったんか。ほれ」

　羽水が、指で城壁沿いにある椿つばきの木々を差した。

　そこには──

「……彩あや月つき？」

「こ、こんにちは」

　椿の木に隠れるようにして、前髪で片目を隠した少女が立っている。

　初日に、童貴を案内してくれた気弱そうな女子生徒、物ものの部べ彩月だった。

「全然、気づかなかった……」

　鬼ならば、最上級クラスの〝隠おん形ぎよう〟並みの気配の消し方だ。

「す、すみません。いつものアレで……どなたかお願いできますか？」

「おう、俺が行こうか──って、ちょっと待った」

　羽う水すいが彩あや月つきに頷うなずいたのと同時に、スマホの振動音が聞こえた。

「……あん？　どういうことだ？」

「どうかしたの、羽水？」

　羽水はスマホの画面を見ながら首を傾かしげ、坂さか神がみが不審そうに尋ねる。

「んー……いや、なんでもねぇ」

　羽水は明らかになんでもない様子ではないが、坂神はそれ以上は追及しなかった。

　この大男が隠し事は珍しい──だからこそ追及するだけ無駄ということだろう。

「そうだ、ちょうどいい。物ものの部べ、今回は大おお衛えに手伝ってもらえ。今後のことも考えたら、大衛にも知っておいてもらったほうがいい」

「えっ、で、ですが……」

「物部さんのことを紹介するには、それが一番いいか。行ってきなよ」

「は、はい……では大衛さん、お願いします」

　彩月が、ぺこりと小さく頭を下げた。

「そうね。アヤツキ、ドーキと一緒に行ってきなさい」

（……なんのことかわからんが、ちょうどいい）

　童どう貴きは、物部彩月にも探りを入れたいことがある。

　彩月と話をする機会を逃すつもりはない。







　城の北西──

　訓練場が集まる二ノ丸のさらに北寄りに、緑が豊富な小山があった。

　小山には建物どころかまともな道すらなく、自然そのままという雰囲気だ。

　城の内部に小山があるのは妙な感じもするが、この険しい地形は攻め込んでくる敵への防御壁にもなるのだろう。

「こっちです、大衛さん」

「ああ」

　道はないが、彩月は木々や茂みをかき分けて、慣れた様子で進んでいく。

（へぇ……）

　童貴の前で、彩月の短いスカートがひらひらと揺れている。

　彩月はわずかに開けた足場を、ひょいひょいと跳んで渡っていき、崩れそうな脆もろい地面もなんなく乗り越えていく。

　何気ない動きだが、たいした身のこなしだった。

　彩月はいかにも儚はかなげな少女だが、さすがに鬼おに討うちの一人だけのことはある。

「お、大おお衛えさん？」

「ん？　あ、ああ。すまない」

「いえ……」

　気がつくと彩あや月つきが足を止めて、顔を赤くしながらスカートの裾を押さえている。

　童どう貴きの視線に気づいたらしい。動きだけでなく、カンもいいようだ。

「あ、ここです。ちょっとお待ちください。あー、しまった……摘つみ頃を過ぎてますね。二時間早く来るべきでした……」

　開けた場所に着き、彩月はその場にしゃがみ込んだ。

　なにやらブツブツつぶやきながら、生えている草を採取している。

「いったい、なにをしてるんだ？」

「薬草集めです。物ものの部べの家には、ライコウ時代からの秘伝のレシピがあるんです」

「薬草？　悪いが、今時そんなもん役に立つのか？」

「鬼おに討うちは真マ呪ジユで肉体を強化しているせいで、普通の薬が効きにくいんです。霊的な効果の高い薬でないと」

「真呪にもデメリットはあるんだな。その秘伝の薬を彩月が調合してるわけか」

　彩月が、こくりと頷うなずく。

　薬を使う鬼討──彩月が太ももに着けているポーチも薬草入れということだろう。

　やはり、朱しゆ璃りの部屋にあった清せい明めい香こうは薬草で、渡したのも彩月で間違いない。

　薬の効果はなんなのか、探りを入れておくべきだが……。

　それも秘伝の薬だとしたら、迂う闊かつに質問すると警戒されるかもしれない。

　他でもない朱璃のことなのだから、慎重に進める必要がある。

「具体的にどういう薬をつくってるんだ？」

「戦闘中に傷や体力を回復する即効性の高い薬ですね。魔法のようにはいきませんが……強い鎮痛効果と止血くらいなら。鬼につけられた傷は回復が難しいんです」

「ふーん……」

　朱璃は、童貴との戦闘中に薬を使っていた様子はなかった。

「彩月が一人で薬草採取して、調合までやってるのか？」

「他につくれる人間がいないんです」

　彩月は摘んだ草を小さな袋に詰めては、また新しい小袋を取り出して詰め込んでいく。

　別々の草を小分けにして詰めているらしい。

「手伝えることはあるか？　つーか、なにかあるから、俺を連れてきたんだろ？」

「定期的に採取していて、いつも虎とら組ぐみの誰かが同行してくれるんです」

　彩月は、小さな白い花が咲いた草を一本引き抜く。

「これ、可愛かわいい花ですけど、猛毒です」

「えっ」

「有名なトリカブトなんかも花は綺き麗れいですよ。薬の材料には毒も普通にあるんです。気をつけてますが、ここの植物はやや特殊で……一人でこの山に来ないルールになっています。鬼おに討うちでも一瞬で昏こん倒とうすることすらあります」

「危なすぎるな。彩あや月つきが倒れたら、担いで連れて帰ればいいのか」

「は、はい、物のように担いでくださってかまいませんので」

「なんならお姫様抱っこにするか？　初日に世話になったのに、礼もしてなかったな」

「い、いえ、私は戦闘でも役に立てませんので、新人さんの案内くらいは……」

「嘘うそつけ」

「えっ？」

「戦闘、別に苦手じゃないだろ。おまえ、猫かぶってなにか企たくらんでるのか？」

「大おお衛えさん、それはなかなかのご挨拶ですね……」

「雷らい花かの口癖みたいなこと言うなよ。で、どうなんだ？」

「ええ、弱くはありません。ただ、お恥ずかしいことに戦闘はどうしても苦手で……」

　彩月は、困ったように笑っている。

　立ち上がると、肩に掛けていた大きなカバンに袋を詰めていく。

「それ、俺が預かろう。持ったままだと採取がしづらいだろ」

「ありがとうございます。中身の草が潰れないように気をつけてください」

　童どう貴きは頷うなずいて、彩月のカバンを受け取る。

　中身は草なので軽いが、ぱんぱんにふくらんでいて、間違いなく採取の邪魔になる。

「それに私、弱くはなくても、強くもありません。朱しゆ璃り様のようにはなれませんね」

「朱璃と比べるのが間違ってるんじゃないか？　いや、新人が言うのもなんだけどな」

「いえ、確かに朱璃様は、私はもちろん他の鬼討と比べても別格ですから」

「そういう認識なんだな」

　殺伐とした話だろうと、朱璃の話題は嬉うれしくて、童貴はつい食いついてしまう。

「一時期、ライコウの直系の方は、お一人だけだったんですよ。その人も、無事に学院を〝卒業〟して、直系の鬼討が不在の時期が長くあったんです」

「どこも千年も続けば血筋が絶えるよな……ていうか、朱璃は直系なんだろ？」

「その卒業生が十年経たって、突然〝娘〟を学院に送り込んできたそうです」

「それが朱璃ってわけか。というか、なんだその話？」

　朱璃がライコウ直系の娘で、学院に来た──特におかしなところもない話だ。

「ただ、卒業生は結婚しているわけでもなく、娘がいるなんて話は誰も知らなかったそうです。まるで、朱璃様はどこからか突然〝湧いて出た〟かのような──」

「待て待て、その話もよくわからんぞ。人間なんだから、両親がいて生まれたんだろ？」

「もちろんそうだと思いますが、朱璃様の出生は謎なんです」

「…………」

　朱璃という少女はどこか浮うき世よ離ばなれしている。

　鬼の童貴との関係性も、他の鬼討では考えられないものだ。

　朱しゆ璃りの特殊性──童どう貴きはそんなものを気にしたこともなかったが。

「あの赤い髪も珍しいですね。昔、鬼おに討うちには始祖の子孫を誘い出すための囮おとりで、血のように赤い髪を持つ〝紅べに髪がみの乙女おとめ〟という一族がいたそうですが……」

「紅髪の乙女……」

「その一族も滅びて久しいそうですが、朱璃様はその血を引いているのかもしれません。ご本人はなにも語らないので謎ですけど」

「まあ、自分のことを語るタイプには見えないな」

　朱璃は、自分の髪色のことなど忘れている可能性すらある。

　だが、実は童貴もあの赤い髪には確かに惹ひかれるものを感じている──

「いえ、生まれなんかはどうでもいいんです」

「そ、そうだな」

「鬼討は鬼を倒せれば、それでいいんです。朱璃様はご存じのとおり、十歳の頃に鬼討になり、三年で九十九の鬼を狩りました」

「ああ……」

　それは、鬼の間でも有名になってしまった話だ。

「朱璃様は、当時の学院最強だった鬼討を訓練で叩たたきのめすほどだったらしいです。その鬼討はまだ力を失っていませんでしたが、〝卒業〟したそうですよ。最強のプライドをへし折るほど、朱璃様は強かったんです……」

「まさに天才でしたね」

「うわっ」

「えっ……あ、雷らい──巫み女こ様!?」

　突然、木々や茂みを揺らすこともなく、一人の少女が現れていた。

　白いブラウスに長袖のニット、チェックのミニスカートに、なぜかルーズソックス。

　ポニーテールにした髪のリボンは、いつもの白ではなく赤だ。

「……どうかしたのか、雷らい花か。早くも巫女を廃業したのか？」

「私だって年がら年中、お勤めをしているわけではありません。お勤め中ではない時間は、むしろ神聖な装束を着られないのですよ」

「それはわかったが……なんか一昔前のギャルみたいだぞ」

「ここは一応、学校ですから。でも、私は鬼討ではありませんので、特別に仕立ててもらったんです」

　雷花はくるりと回り、チェックのプリーツスカートがひらりと翻ひるがえる。

「真面目な委員長が必死にハメを外そうとしてる、みたいな微笑ほほえましさがあるな」

「これはまたご挨拶ですね。もしかしなくても褒めてませんね……いえ、いいですけど。童貴さんは素直になれない方のようですから」

「…………」

　素直になれないことに関しては、童貴は他の追随を許さない。

「だいたい、ギャル制服はいいが、なんでこんな山の中をうろついてるんだ？」

「私はどこにでもいるんですよ。鬼おに討うちのみなさんは外から入学してきますが、巫み女この家系は幼い頃から学院で育つんです」

「雷らい花かの後あと釜がまの巫女たちも、今この学院のどこかにいるってわけか」

「ええ、私もロリだった頃から学院にいたので、入学された頃の十歳の朱しゆ璃りさんも見ています。彼女は並外れた天才でした」

　さあっと風が吹いて、雷花のポニーテールの尻尾しつぽと短いスカートがふわりと揺れる。

「鬼を討つために生まれてきたような──ライコウの生まれ変わりと言われるほどの剣技の冴さえでした」

「十歳でそこまで……」

　リセは十四歳で、訓練を受けたこともないのに鬼を殺したと言っていた。

　それも凄すさまじいまでの話だが、朱璃ははるかその上を行っている。

「朱璃さんは鬼を見つけることにも長たけています。警察や探たん索さく方がたの報告も受けることなく、鬼を見つけ出し、狩ってしまうのですから。彼女は強力な情報網を隠し持ってるという噂うわさまでありましたよ」

「そんなもの持ってたら、隠す理由はないだろう？」

「そのとおりです。朱璃さんは、ほんのかすかな鬼の気配も読み取り、どこまでも追跡し、狩る──まさに理想の鬼討なのですよ」

「だが、おまえはその朱璃を封じてる」

「怖い顔ですね、童どう貴きさん。怖いから、私は退散しますよ」

「あ、おい。ちょっと待て、その話の続き──」

　ざざっ、とさらに強い風が吹き、今度は雷花のスカートが下着が見えそうなほどめくれ上がり──

　次の瞬間には、雷花の姿は消えていた。

「現れるときも消えるときも急だな。いったい、なにしに来たんだ、あいつ」

「ここはお城ですから。秘密の通路や身を隠す場所がいくらでもあるそうです」

　ぼそっと答えたのは、もちろん彩あや月つきだ。

「ガキの頃からここに住んでるなら、城内のことは知り尽くしてるってわけか」

「はい、巫女様は誰よりもご存じですね……」

「つーか、彩月。全然、雷花と話さなかったな？」

「あの方は、朱璃様と並ぶくらい、学院では特別な方ですから。本当に特別なんです」

「話すのも恐れ多いってことか……」

　童貴から見れば、雷花は巫女という割にずいぶんフレンドリーに思える。

　しかし、本物の鬼討たちからすれば、やはり巫女は神聖不可侵な存在なのだろう。

「私なんて、巫女様と比べれば影のようなもので……」

「人にはそれぞれ役目ってものがあるだろう」

「…………」

「な、なんだ？」

　彩あや月つきが童どう貴きの顔をまじまじと見つめている。

「大おお衛えさんはもっとドライな方かと思ってました」

「……そうだな、誰かを励ますなんて俺の役目じゃない」

「では、大衛さんの役目はなんですか？」

「なんだ、その質問は」

「新人なのに羽う水すいさんと坂さか神がみさんを倒すほどの実力があって、レポートの一点突破で入学試験をクリアするほど鬼の知識もある。そんなあなたは……」

　前髪で隠れていない左目だけで、彩月はさらにじぃっと童貴を見つめてくる。

　なにが目的でここにいるのか？と、その視線は雄弁に語っている。

「今の俺の目的は、おまえを無事に連れて帰ることだよ」

「大丈夫です、毒には気をつけてますし……私を襲う理由なんてなにもないです」

「リセが百モ舌ズ組失踪事件を調査してる話、聞いてたんだろ。今は気をつけたほうがいい」

「そうですね、気をつけるべきでした──あなたも」

「なに……？」

　聞き返して、童貴は気づいた。

　かすかに甘い香りがしたかと思うと──

　周囲の景色が異常色彩アブノーマルに変化している。

　緑の葉がピンクに、茶色い地面がブルーに見えてしまう。

「な、なんだ、これ……？」

「ごめんなさい、大衛さん。痛いことはしないので、許してください」

「お、おい、彩月……!?」

　全身が熱く、ドクンドクンと心臓が破れそうなほどのスピードで脈打っている。

「これが──私のお役目なんです」

　さぁっと風が吹いて、いつも隠れていた彩月の右目があらわになる。

　その右目にはあるべきものが──眼球がなく、まるでブラックホールのように底の見えない暗闇があるだけだった。

　清せい明めい香こう──朱しゆ璃りの部屋にあった紙袋に書かれていた名前、彩月のサイン。

　ただ、不思議な香りを放つ紙袋の中身を聞き出すだけのつもりだったのに。

（鬼おに討うちどころか、鬼すら一瞬で昏こん倒とうする薬があるじゃねぇか）

　童貴は毒づきつつ、抵抗をあきらめて全身の力が抜けていくのに任せた。

　抵抗をするなら、目覚めたあとだ──

　もっとも、このあとで目が覚めるという保証はないが。









五章　真実の闇より来たる光






　最初に感じたのは、ひんやりとした冷たさだった。

　童どう貴きがゆっくり目を開けると──

「お、お目覚めですか、大おお衛えさん……」

「……おはよう」

　童貴は、すぐに自分がいる場所が地下だと気づいた。

　あたりの暗さと、低い気温に異様な湿気。カビ臭く、淀よどんだ空気。

「なんだここ……牢ろう屋やか？」

「は、はい。お城に牢屋はつきものですから」

　壁の灯あかりのそばに立っている彩あや月つきが、申し訳なさそうに答える。

　太い鉄格子が、童貴と彩月の間を隔てている。

　童貴がいるのは、二畳ほどの狭い牢屋だった。

　壁と天井は剥むき出だしの岩肌で、地下の洞穴を利用してつくられたらしい。

　しかも──

「誰かさんから牢屋があるとは聞いてたが……凄すげぇな、水みず牢ろうなんて初めて見た」

　牢屋内は深く掘り下げられていて、そこにはたっぷりと水がたたえられている。

　童貴は腰から下が完全に水に浸つかった状態だ。

　地下深くから汲くみ上あげているのか、水は凍るように冷たい。

　その上、両手首は天井から下がっている鎖で拘束されてしまっている。

「あ、鎖は外します。少し待ってください」

　彩月はそう言うと、手に持った小さな物体を操作した。

　すぐに、天井からピッと電子音が響いて、童貴の両手首を縛っていた鎖が外れて水の中へ落下する。

「原始的な牢かと思ったら、ずいぶんスマートなシステムじゃないか。朱しゆ璃りを縛ってる鎖と同じヤツかと思ったよ」

「封ふう魔まの鎖は予備などありませんから……」

「そりゃよかった……とは言えないんだな、これ」

　牢屋内の水は腰の高さまで来ている──つまり、ずっと立ちっぱなしでいなければならず、横になって眠るどころか座ることも難しい。

　天井から垂れ下がっている鎖で繋つながれていれば、立ったまま眠ることもできただろう。

「鍛え上げた鬼おに討うちでも、この牢の中じゃせいぜい五、六日ってトコか？」

「記録では十日間耐えた方がいるそうです……ただ、二度と戦えない身体からだになったみたいですが」

「なにをやらかしたんだろうな、そいつは？」

　童どう貴きは苦笑いして、岩壁にもたれる。

「さあ……わたしも詳しいことまでは。ですが、ここに囚とらわれた鬼おに討うちはそう何人もいないようです」

「みんな、品行方正でけっこうだな。で、俺は品行方正じゃないと疑われてるわけか？」

「あなたが、この牢から生きて出られることを願ってます……」

「それは、彩あや月つきのさじ加減次第なんじゃないのか？」

　童貴には、まだ余裕がある。

　鉄格子は太く頑丈で、城門と同じような祓はらえ詞ことばの文字が刻まれている。

　この水みず牢ろうは、人間が力ずくで破れるシロモノではないのだろう。

「あ、その鉄格子は鬼討どころか、鬼ですら破れません。といっても、ここに鬼を幽閉したことはないそうですが。鬼討は鬼を生け捕りにはしませんから」

「というより、できないな。鬼は虫の息でもなにをしでかすかわからない」

　つまり、この水牢に入った鬼は童貴が史上初らしい。

　こんなに嬉うれしくない史上初も珍しいだろう。

「……あのカバンだったんだな？」

　童貴は話を一気に本題へ飛躍させる。

「ごめんなさい、大おお衛えさんなら代わりに持ってくれるかと思いまして……」

「女のカバンには気をつけるべきだな。いい勉強になった」

　童貴が彩月から受け取った、採取した薬草が入っていたカバン。

　あのカバンに仕掛けがあって、麻酔のような効果がある気体が発生していたのだろう。

　鬼の肉体は薬物への強い耐性もあるが、ここまで意識を完全に失わせてくるとは驚きだった。

「それで、これから拷問が始まるのか？　彩月も、百モ舌ズ組失踪の件で俺を疑ってるってことだよな？」

「ご、拷問!?　と、とんでもありません！　鬼討は拷問なんて学んでいませんから！　鬼を拷問する必要がありませんし！」

「まあ、生け捕り無しだから当然か。仲間の居場所を吐かせようとか、弱点を聞き出そうとか、特に考えないよな」

「鬼は同類を仲間だとは思っていませんよね……興味がないと言い換かえてもいいでしょう。だから他の鬼の居場所も知らなければ、能力や弱点も知りません……」

「なんだ、おまえも鬼に詳しいな。俺と同じで、知識で入学したクチか？」

「い、いいえ、私なんて馬鹿ですから……純粋なコネです……」

「コネ？　コネなんて、ある意味全員持ってるだろう」

　学院の生徒の大半が、ライコウとその従者たちの子孫だ。

　コネがなければ入学できないと言ってもいいくらいだろう。

「私の場合は、少し強めのコネで……そんなもの、ほしくはありませんでしたけど……」

「そうだな、本当にほしいものほど手に入らない」

　童どう貴きには実感があった。

　衣食住に困らない生活や、学院の生徒たちからの信頼を望んだわけではなかったのだ。

「それに、やりたくないことも、やらなければいけません……ごめんなさい、大おお衛えさん」

「まったく、リセに続いて彩あや月つきにも疑われるとはな。次は、羽う水すいか坂さか神がみか？」

「あのお二人は、仲間を疑うことも尋問もしません……私のようなミソッカスも組に入れてくれたような、優しい人たちです……」

「虎とら組ぐみは〝本ほん懐かい〟に従ってるわけだ。俺、ミソッカスにあっさり捕まったのかよ」

「学院が長年研究してきた、鬼も瞬時に昏こん睡すいさせられる〝酒しゆ天てん〟という薬で……私が開発したわけではないです。強力ですが、気体として使うとすぐに拡散してしまうので、数十センチの近距離で嗅がせないと効果が薄いのが難点で……」

「それだけ接近できるなら、斬ったほうが早いな」

　なるほど、と童貴は納得する。

　仮にも始し祖その末まつ裔えいである自分が簡単に気絶したのがおかしいとは思ったが、大きな欠点がある薬だったらしい。

（だが油断しすぎだ。これはもう、〝鬼はドジっ子〟なんてシャレで済ませられないな）

　童貴は、今後の自分の課題を思いつきつつ──

「鬼の始祖は、ライコウたちに酒を飲まされて酔ってるところを討たれたらしいな」

「まさに、酒天はそのとき始祖に呑のませた神しん酒しゆと同じ原料を使っています」

「そんな薬を人間に盛ったら、普通に死んでてもおかしくなかっただろ？」

「大衛さんが既に真マ呪ジユを使える可能性もありましたので。鬼にも効く薬でないと、鬼おに討うちを眠らせられません。大丈夫です、致死量ではありませんから」

「マジで致死性があんのかよ」

　彩月は、好戦的なリセよりもむしろ危険かもしれない。

　以前、朱しゆ璃りが彩月の危険性を匂わせていたが、彼女の言うとおりだったようだ。

「今のところ、百モ舌ズ組失踪の容疑者は他にいません。大衛さんは最後に四人に接触した上に、この事件はあなたが入学した直後に起きています」

「根拠としては弱すぎだろ。むしろ、俺がなんか企たくらんでるなら、入学してしばらくはおとなしくしてるんじゃないか？」

「もちろん、他にも大衛さんを疑う理由はあります」

「なんだ？」

「お恥ずかしいのですが、私のカンです」

「…………」

　童貴は牢ろう屋やを力ずくでぶち破って逃げ出したくなってきた。

「それは確かに恥ずかしいマネだな。おまえはカンで人をこんな牢獄にぶち込むのか？」

「二人目なんです……」

「は？　なにがだ？」

「こんなにも圧倒的な、陰とも陽ともつかない強力な圧を感じさせるのは。大おお衛えさん、私があなたの案内役になったのは偶然ではありません。あなたが危険人物かどうか、自分の目で確かめるために進んで買って出たんです……」

「腕前を隠してたのは悪かったよ。けど、学院がどんなトコか知らなかったし、用心したっていいだろう？」

「私もあなたがどんな人か知りません。用心してもいいですよね……？」

「……おまえ、影の薄い陰キャだと思ってたら、とんだ食わせ者だったな」

「ただの駒ですよ、私なんて……自分の頭、使ってませんから」

「そういう含みのある言い方をするあたり、充分に頭を使ってるんじゃないか」

　つまり、彩あや月つきは何者かの指示で童どう貴きを監禁しているということだ。

　もっとも、こんな水みず牢ろうが彩月一人の判断で使えるとは童貴も思っていなかった。

　[image: ]からす組ぐみ以外にも、学院の裏側で暗躍している集団がいても不思議はない。

「私には、雷らい花かお姉ねえさまのような見けん鬼きの才はありません」

「え？」

「天てん竜りゆうの家系はライコウ系でも唯一、見鬼の才を受け継いできましたが……私たち姉妹は少しだけ違って生まれてきたようです」

「天竜の家系って……もしかして彩月、雷花と姉妹なのか!?」

　雷花も彩月も美少女ではあるが、まるで似ていない。

「腹違いの年子なんです。私には見鬼の才がなかったので、巫み女こにはなれず、母方の姓を名乗って鬼おに討うちになりました」

「……雷花の妹か。なるほど、それならカンがいいって話も頷うなずけるな」

　あのすべてを見透かすような目を持つ雷花と血が繋つながっている。

　それだけで、この彩月への警戒度がグンと跳ね上がる。

　彩月が持つコネも、天竜家の出身──生まれによるものらしい。

「鬼討の力と見鬼の才はまるで別物なんです。天竜の家系には鬼討の力は発現したことはなかったのですが……もっとも、私の場合は鬼討の力もたいしたことはありません」

「そうでもないと思うがな」

　なにしろ、彩月本人も知らない間に鬼き王おうの童貴を捕縛しているのだ。

　鬼討の歴史上なかったほどの大金星ではないだろうか。

「だからこそ、こんな姑こ息そくな手を使ってでも、学院のみなさんのお役に立たないと……」

「でもな、いくらおまえが雷花の妹でカンがよくても、それだけで牢ろう屋やにブチ込まれちゃ困る。いいか、俺は犯人じゃない。シャレじゃないが、動機なんてないだろう？」

「ええ、あの四人を消しても大衛さんにメリットがあるとは思えません……なにが目的なのですか？」

「一ミリも信じてねぇな」

　ふぅっ、と童どう貴きはため息をつく。

「なあ、犯人はもうとっくに学院から脱出してる可能性もあるよな？」

「全部で七人です」

「は？」

「百モ舌ズ組の四人に加えて、昨夜ゆうべから朝にかけて三人の鬼おに討うちが消えています。こちらは全員が別の組に所属している三人です」

「……犯行は続いてるってことか」

　童貴も考えが及んでいなかった可能性──いや、自分には直接関係がないからそこまで深く考えていなかったのかもしれない。

　確かに、ただ百舌組の四人を消すだけでは事件として意味がなさすぎる。

　通り魔的な犯行と言ってもいいが、この学院でそんな危険を冒す理由があるのか？

「俺は昨夜、リセと学院の外に出て鬼を追ってたんだぞ？」

「朝にはお戻りだったでしょう。犯行は可能です」

「ちっ、アリバイは不成立か……」

　昨日から今日にかけて外で動き回ったのに、空白の時間もあるのが残念だ。

「新たな三人は、理由をつけて外出していることにしていますが──七人が消えていることに気づく人は、遠からず出てくるでしょう」

「その間にも、消えていくヤツが増えていくかもな」

「だから、私は急いで容疑者を潰していかないといけないんです」

「怖こえぇよ、言い方が」

　だが、彩あや月つきがここまでの強硬手段に出た理由も理解できた。

　理解はできても、自分が犯人ではないとわかっている以上、納得はできないが。

　ただ、新たな三人の失踪も、影かげ椿つばきの仕業かどうか手がかりすらない。

　童貴が自分の疑いを晴らす材料もすぐには見つからないだろう。

「ふぅ……」

　しかも、彩月はかなり思い込みの強いタチらしい。

　おまけに、上からの指示を疑う様子もなく、徹底して童貴を締め上げるつもりだ。

　七人もの鬼討が消えているとなれば、その指示も徹底しているはずだ。

「おまえに命令しているのは誰だ……って言うはずないよな」

「今は私が質問するターンですので……」

　おそらく、彩月に命令を下しているのは、学院の運営側の者たちだろう。

　リセから聞いた〝老ろう師し連れん〟かもしれない。

　いや、命令者が誰であろうと、手荒いことも厭いとわないほど犯人捜しに熱心なのは確かだ。

「まったく、学院に来てから予定が狂いっぱなしだ。もう……どうでもいいか」

「えっ……？　お、大おお衛えさん……？」

　童貴は、意図的に強烈な殺気を放つと──一歩前に出て、がしっと鉄格子を掴つかんだ。

　怯おびえた顔をした彩あや月つきが、鉄格子の向こうでざざっと身を後ろに引く。

「悪いな、彩月。目撃者のいない、こんな地下に俺を連れてきたことを悔やんでくれ」

「い、いったいなにを……？」

「そうだ、一つだけ。彩月、おまえのその右目──〝犠ギ眼ガン〟だろう？」

「…………っ！　そ、そんなことまで……知っているのですか！」

　彩月は、長い前髪で隠した右目を、とっさにぱっと右手で覆おおった。

「知識だけはあるんだよ。犠眼──古臭い禁きん呪じゆだ。身体からだの一部を人ならざる者に食わせることで、その者の力を取り込む。今時、人の目なんて食う鬼がいるとは思えないが──おまえ、誰に目をやった？　いや、誰に命じられて食わせた？」

「そ、それは……」

　彩月は右目を隠したまま、声を震わせている。

　犠眼──鬼に贄にえとして眼球を捧ささげ、その代償として空洞となった眼がん窩かに、存在しないはずの目に、特殊な能力が宿る。

　まだ人間の命が軽かった遠い時代でも、稀まれにしか行われなかった残酷な儀式だ。

　腕や足を失った者が、無いはずの手足に痛みを感じる〝幻肢痛フアントムペイン〟という現象が実在するが、犠眼はそれに近い。

　だが、鬼に食われることで、幻ではなく現実に能力が発現するのだ。

　鬼の術を見破ったり、未来や過去が見える能力を持つこともあったという。

「見けん鬼きの才がなく、鬼おに討うちの力もそこそこ。そんな自分の価値を高めるためか？　カンがいいだけじゃないだろう。その右目で、人には見えないものが見えるようになったか……だが、やりすぎだな」

「あ、あなたになにが……リセさんにも勝てるあなたにはわかりません」

「その右目、なにが見えてるんだ？　さっき一瞬見えた犠眼は禍まが々まがしすぎた。絶対に見えてはいけないものが見えてるだろう。それはなんだ？」

　彩月は右目を隠しながら、よろめくように一歩後ろに下がって──

「死、です……」

「死？」

「誰かを殺した者か──もしくは誰かに殺される者。そのどちらか、濃密な死の気配が黒い影となってまとわりついているのが見えるんです……」

「殺した者か……殺される者？」

「すべてが見えるわけではありません。ですが、あなたの死の気配は濃厚なんです……」

　童どう貴きは、誓ってもいいが、誰も殺したことはない。

　仮にも仲間である鬼はもちろん、人間の命も奪った覚えなどないのだ。

　そうなると──

（俺が殺される？　いったい誰に？　心臓を刺した影かげ椿つばきか、それとも──）

「もう少し、話を聞かせてもらうか。悪いが、立場逆転といくぞ」

「ま、待ってください。そこから出られるはずが──」

「出られないだなんて、本気で思っているのか？」

　ギギギッ、と鉄格子が激しく軋きしむ音を上げ──

　彩あや月つきの顔に、はっきりと恐怖の色が浮かぶ。

　この鉄格子は始祖を縛った封ふう魔まの鎖ほどではない──ならば破れる。

「安心しろ、彩月。別に殺しは──」

「…………っ！」

　童どう貴きの言葉を遮るように、彩月がくぐもった声を漏らした。

　次の瞬間には膝から崩れ落ちるようにして──

「危ない」

　ぼんやりした声とともに、倒れかけた彩月を後ろから誰かが支えた。

「しゅ、朱しゆ璃り……？」

「まだまだね、物ものの部べさん。そこの男が無駄にイキがってるからって簡単に後ろを取られるなんて。虎とら組ぐみは彼女になにを教えてるのかしら。おとなしいからってお姫様のように扱うのが親切ではないのよ。学院の男子たちは紳士であることの意味をはき違えて──」

「長なげぇよ」

　童貴は、ぶつぶつと文句を言い続けている朱璃を制する。

「……ていうか、朱璃。なんでここにいるんだ？」

「それは……しょうが焼き定食のお、お、お礼──借りをつくったままにしたくないから、あなたを捜してたの！　凄すごく美お味いしかったわ！」

「そ、そうか。そりゃよかった」

「こ、これで貸し借りなし。そちらも……礼儀としてなにか言うことがない？」

「……来てくれてありがとう」

「キモい」

「素直に言ったのに！」

　と言いつつも、童貴は素直になれない朱璃が気に入っている。

　簡単にデレられては張り合いがないというものだ。







「つーか、彩月をぶん殴ったのはまずかったんじゃないか？　おまえ、ただでさえ疑われてんのに……」

　その彩月は、水みず牢ろう前の壁際に座らされている。

　まだ気絶したままで、ぴくりとも動かない。

「不意討ちでもないと、これで彩月さんを倒すのはキツいわ」

　朱璃は、ジャラッと音を立てて鎖で繋つながれた両手を持ち上げてみせる。

　倒すな、という話なのだが、朱璃は自分のやり方に疑問を持っていないらしい。

「強いのよ、この子。それに、物ものの部べさんがやらかした拉致監禁のほうが問題よ。仲間を疑わないというのは、鬼おに討うちの基本なのだから」

「おまえ、思いっきり疑われてるじゃねぇか」

「私は良くも悪くも特殊なのよ。どこの組にも所属していないし、信頼を築いてこなかったのだから、自業自得」

「しかも、ライコウ直系の元鬼討がどっかから連れてきた怪しい女だしな」

「……つまらない話を知ってるわね」

　朱しゆ璃りは、「誰がこの男に余計な話を吹き込んだんだ」と忌いま々いましそうな顔をした。

　だが、十歳から戦っていただけでも尋常ではない──童どう貴きには余計な話ではなかった。

「私が何者かなんて、私が一番知りたいくらいよ」

「は？　おまえ、いったい……」

「気がついたら、この学院に連れてこられて鬼と戦うことになっていた。ただそれだけ。鬼には恨みもないわ。童貴は、それだけ知っていれば充分でしょう？」

「……そうだな」

　頷うなずいたものの、もちろん朱璃の過去はもっと深掘りしたい。

　今の話だけ聞いたなら、まるで学院に来る前の記憶がないかのような──

　気にするなというほうが無理のある話だ。

　だが、本人が話したくない過去をこれ以上詮索するのは妙みよう手しゆではないだろう。

「そんなことより、物部さんのことよ。あなたにも問題があるわ。やりすぎよ、馬鹿」

「ば、馬鹿？　なにもしてないだろ？」

「今まさにやるところだったでしょう。その牢ろう屋やを破って、物部さんを取り押さえてたら、犯人じゃなくても別の容疑がかかるわ。人間業わざじゃないもの」

「……黙って、ここで拷問を受けてろって？」

「物部さんは間違っても拷問なんかできる性格じゃないわ。水みず牢ろうに放り込んで、あなたが音ねを上げるのを待つのがせいぜいね」

「充分に拷問だと思うがな……まだ爪を剥はがれたり電流を流されるほうがマシだな」

　座ることもできない牢屋に何日も放り込むのは、もっとも苛か烈れつな拷問の一つだろう。

「冗談じゃないわ。そんな楽しそうなこと、物部さんに先を越されたら困る」

「おまえ、なにを企たくらんでるんだ!?」

　朱璃が、そんなサディストだったとは。

「冗談よ。私は童貴を仕し留とめたいのであって、痛めつけたいわけじゃない」

「俺も敵をいたぶる趣味はない。そこは気が合う……って、そんなことはどうでもいい。とりあえず、ここから出してくれ。鉄格子を破るのは疲れそうだしな」

「しょうがないわね。ちょっと待ってて」

　朱璃は彩あや月つきの前に屈かがみ込こんで、制服をごそごそと探り出す。

「映画みたいに簡単に牢抜けとはいかないわね。となると──」

「お、おいっ、なにしてるんだ？」

　なにを思ったか、朱しゆ璃りはいきなり彩あや月つきのセーラー制服を脱がした。

　ぷるんっ、と意外に大きな二つのふくらみがあらわになる。

　さらに、スカートの裾をめくり、下着も丸出しにしてしまう。

「鍵はそこらに見当たらなかったわ。だったら、この子が身につけているはず」

「だ、だからって俺の前で探らなくても」

「鬼おに討うちの女は美しくあって、鬼のエサにならなければいけないのに。色気のない下着をつけてるわね、物ものの部べさん」

「そういう問題か……？」

　彩月の胸を覆おおっているのは、白いスポーツブラのようだ。

　パンツのほうも、シンプルな白でまるでしゃれっ気けがない。

「どこにも持ってないわね……童どう貴き、あきらめてそこで暮らす？」

「もう少し頑張ってくれ。ああ、小さいリモコンみたいなものを持ってたぞ」

「見当たらないけど──となると、ここね」

　朱璃はいきなり、スポブラの中に手を突っ込んだ。胸を揉もむようにしてごそごそと探っていたかと思うと。

「あった。胸に隠すなんて真面目そうな顔していやらしいわね……って、なにこれ？」

「スマートキーだよ。いわゆる電でん子し錠じようだ」

　童貴は、朱璃の余計なツッコミはスルーして説明する。

　朱璃がブラの中から取り出したのは、親指サイズのずんぐりしたリモコンだ。

「何百年も前の牢なのに、ロックだけは最新式ね。真ん中のボタンを押せばいいの？」

　朱璃がリモコンを牢に向けてボタンを押すと、ピーッと電子音が鳴り、続けてガチンと鍵が外れる音がした。

「ふう……このまま延々と水責めをくらうのかと焦った」

　童貴は牢の扉を開き、外に出る。

「長居は無用よ。さっさと地上に戻りましょう」

「え？　おいおい、彩月をここに放っていくのか？」

「子供じゃないのだから、目が覚めれば一人で戻れるわ」

「そりゃそうだろうが……」

　童貴は、彩月の前に座り込む。

　朱璃にあちこちまさぐられたせいで、壁にもたれた身体からだが傾いている。

「なに、寝込みを襲うつもり？　さすがにそれは見過ごせないわ」

「俺がおまえ以外を──じゃない、違う。そうじゃなくて──この右目だ」

　童貴は、彩月の顔を覗のぞき込こむ。

　いつも右目を隠している長い前髪が乱れて、閉じたまぶたが見えている。

　そのまぶたからは、わずかに禍まが々まがしい妖気が漏れてきている。

「馬鹿な真ま似ねを。自分から右目を潰してまで、得る価値のあるものなんてないだろ」

「その子の右目……気にはなっていたけど、どうなってるの？」

「本人から聞いてくれ。俺からは言えない」

「……そのとおりね。今のは、余計な質問だったわ」

　意外にも朱しゆ璃りは素直に引き下がった。

　彩あや月つきの右目が犠ギ眼ガンであることは、彼女にとって大きな秘密だろう。

　たとえ朱璃にでも、童どう貴きが勝手に明かすわけにはいかない。

「しっかし、ここから逃げたところで彩月に疑われてることに変わりはないんだよな」

「彩月さんが個人的に動いているとは考えにくいわ」

「察しがいいな──って、そうだ。なんでおまえ、ここに俺がいるってわかったんだ？」

「私も一度、その牢に放り込まれたからよ」

「……なるほど、二人目か」

　彩月が危険を感じた二人──そのうちの一人目は朱璃というわけだ。

「あなたが物ものの部べさんと山に行って、帰ってきてないみたいだったから。ピンと来たの」

「おまえこそ、カンがよすぎだな……」

　先ほど彩月から聞いたとおり、朱璃の探知能力は並外れている。

　しょうが焼き定食の礼のために捜してくれたのは嬉うれしいが、少し怖い。

　童貴の身に危険が迫り、朱璃が駆けつけてきたら──彼女を巻き込んでしまう。

「さすがに、もう潮時か。彩月はともかく、裏で俺を疑ってるヤツが出てきたわけだからな。百モ舌ズ組の失踪には無関係だが、あまり探りを入れられるのもまずい」

　学院への入学の経緯を詳しく洗い直されたら、正体が露見する可能性もある。

　鬼の侵入を警戒していた百舌組は、当然〝出て行く者〟も見張っていただろう。

　その百舌組がいない今が、脱出するチャンスかもしれない。

　鎖を外せないのは心残りだが、こうなったら強引に朱璃を連れて──

「逃げるつもり？　今、姿を消したら追っ手がつくわ」

「だからって、学院に留とどまるのも危険が大きいだろう」

「私が大おお衛え童貴を保護する」

「──は？」

「第二種待機中の禁止事項に〝他の生徒の保護〟なんて項目はないもの」

「ちょ、ちょっと待て。それは禁止するまでもなくあり得ないってことだろ」

　童貴に助けられる前の朱璃なら、最強の鬼おに討うちとして学院からの信頼も高かっただろう。

　しかし、一度疑惑を向けられた今、実力があるだけに警戒度も上がっているはずだ。

「まあ、私に保護されたら、童貴も余計に怪しまれるかもしれない。でも、実際、あなたは怪しいどころじゃないのだから、いいわよね？」

「よくねぇよ」

　童貴はため息をつく。どうも、警戒心に欠けているのは鬼だけではないらしい。

「とりあえず、彩あや月つきは連れて行こう」

「私の前で女子をテイクアウトとは、いい度胸」

「ち、違う！　犯人じゃないなら、仲間を保護するのが自然だろ！」

「自分は彼を疑って酷ひどい目に遭わせたのに、彼はそんな私を救ってくれた──物ものの部べさん、チョロいわね」

「どんなストーリーを描えがいてんだよ！」

　朱しゆ璃りは、童どう貴きを別の意味で疑っているらしい。

「いいか、失踪事件なんて元々俺にはなんの関係もない。俺と朱璃は犯人じゃない。それがわかってるのに、これ以上関わってられるか」

「……私も容疑者から外されるの？」

「当たり前だろ」

　朱璃が仲間を裏切り、七人もの生徒をコソコソと拉致したり殺したりするはずがない。

　童貴が知っている彼女は、誇り高い戦士だ。

　もし、なんらかの理由で百モ舌ズ組と他の三人を殺したいのなら、堂々と戦いを挑むだろう。

「俺を狙ってるなら、余計な有う象ぞう無む象ぞうを相手にしてる暇なんてねぇだろ。それに──」

「それに？」

「四人──七人の失踪と関係があるかはわからない。ただ、俺も刺された」

「刺された!?」

　驚くような素早さで、朱璃が童貴に詰め寄ってくる。

「ど、どこを!?　いったい、いつ!?」

「百舌組の四人と会った直後に。後ろから心臓を一突きだ。いきなり心臓を刺されるほど悪いことをした覚えはないんだがな。肝臓ならともかく」

「ふざけないでくれる!?」

「あー……顔は見てないが、仮にそいつを〝影かげ椿つばき〟って呼んでる」

「影椿──ネーミングはともかく、どうして今まで黙ってたの!?」

「俺を刺した犯人が鬼おに討うちの失踪に関わりがあるか、はっきりしないからな。ただ、無関係と考えるには、二つの事件の犯行時間も場所も近すぎるか」

「そう……少なくとも、童貴が刺されたのは事実なのね」

　すぅっ……と波が引くように、朱璃は冷静さを取り戻す。

「影椿、許せない……」

「朱璃が俺のことでそこまで怒るとは意外だな」

「あなたの心臓なんて、私だってまだ刺したことないのよ」

「そんな理由か！」

「いいから、詳しく聞かせなさい。放ってはおけないわ」

　童貴は頷うなずきながら、自分がすっかり妙なことに巻き込まれていることに気づいた。

　彼の目的は、今でも少しもブレることなく、学院から朱璃と脱出することだが──

　この事件を解決せずに、学院を出て行くことはもう不可能らしい。







　一いち条じよう朱しゆ璃りは風呂好きで、毎日決まった時間に入浴することにしている。

　たとえ来客があっても容赦なく入浴するほどだ。

　風呂に入ると、真っ先に長い髪を丁寧に洗う。

　朱璃を学院に連れてきた〝父〟は多くを語らなかったが、この赤い髪は常に手入れを怠おこたらないようにとうるさかった。

　学院でも、身だしなみについては他の女子から厳しく教えられる。

　鬼は美少女を好むため、我が身を囮おとりとするために必要なこと。

　そのために、髪にも服にも興味のなかった朱璃も綺き麗れいに装うことを覚えた。

（今は、意外と役に立ってる。私が今の私でなかったら、あいつも私に興味を──いえ、私を倒そうとは思わなかったかも）

　朱璃は洗った髪を後ろでまとめてから、身体からだもボディタオルでこすっていく。

「シュリ、めっちゃ丁寧に洗うじゃん。あんた、せっかく肌綺麗なんだから、そんなに力入れないほうがいいわよ」

「……そういうものなの？」

「そのカチューシャも。お風呂に入ったときくらい、外しなさいよ」

「これは取り外しできないの」

「んなわけないでしょ。ものぐさにもほどがあるっての。はぁ……鎖だけでもジャラジャラ邪魔くさそうなんだから、せめて髪くらいもっと気を遣いなさいよ」

　呆あきれた顔でため息をついたのは、リセだ。

　檜ひのき造りの立派な湯船に浸つかり、じーっと洗い場の朱璃を見つめている。

　いつもツインテールにしている長い金髪も、二つのお団子にしてまとめている。

「あたしらは、ただでさえ殺伐としてんだから意識的にオシャレに気を配らないと。で、そっちのあんたもよ」

「えっ……わ、私ですか？」

　リセから離れた隅っこで、あごまで浸かるようにしているのは──彩あや月つきだ。

　肩までの長さの髪はそのまま、濡ぬれていてもちゃんと右目は隠している。

　朱璃の屋敷の風呂はちょっとした銭湯並みに広い。

　湯船も、三、四人が余裕で入れるほどだ。

「前髪はともかく、もうちょっと髪型、なんとかしたら？　少し毛先をカットして整えるだけでもかなり変わって見えるわよ」

「私、そんな技術ないです……」

「自分で切ってんの!?　し、信じらんない……！」

　学院の女子たちは、適当に理由をつけて美容院に定期的に出かけている。

　さすがに朱しゆ璃りでも、自分で髪を切るほどの度胸はない。

「と言いますか……どうして私、こんなところに……」

「あんなカビ臭い地下にいたのだから、お風呂くらい入ってもらわないと」

　朱璃と童どう貴きで相談した結果、ひとまず彩あや月つきを朱璃の屋敷に連れて行くことになった。

　ついでに、また童貴に合流すると連絡してきたリセも屋敷に招待したわけだ。

　彩月は屋敷に着くと目を覚ましたが──山と地下の牢ろう屋やで汚れた彼女をそのままにはしておけない。

　ちょうど朱璃の入浴時間でもあり、なぜかリセも朱璃と一緒に風呂に入りたがったので、女子三人でバスタイムということになった。

「ここは私の家だから。汚れたままでいられては困るの」

「え……？　朱璃様のお部屋、ずいぶんと散らかっていたような……」

「自分で汚す分には気にしないの」

「いい性格してるわよね、シュリ……まあ、清潔にしておくのは基本だけどね。アヤツキもシュリの次くらいに身だしなみガン無視だもんね」

「私なんかが小こ綺ぎ麗れいにしたところで……いえ、そういう問題ではなくて」

　バシャッと音を立てて、彩月が立ち上がる。

「……あんた、けっこうおっぱい大きいわね。なに、あたしに見せつけてんの？」

「ち、違います。思わず立ち上がっただけです。こんなの大きくて邪魔なだけで……」

「大きさなら、私のほうが上じゃない？」

「シュリは全体に小さいでしょ。バランスを見るならアヤツキね。ま、あたしは顔は一番可愛かわいいし、胸で負けてもモデル体型だし」

「あなたのほうが顔がいいの？　私、そういうことには疎いのだけど、男の子が見れば渡わた良ら瀬せさんのほうが好まれるの？」

「な、なによ。ちょっとした軽口でしょ。そ、そういう好みとかは……人それぞれよ」

「そう……」

（渡良瀬リセが美人だって男子は騒いでるらしいけど、童貴の好みは……？）

　朱璃は、異性どころか同性の美び醜しゆうもよくわからない。

　幼い頃から鬼の恐ろしい顔ばかり見ていたせいか、外見を気にする神経が麻ま痺ひしているのかもしれない。

　だからこそ、巨大化した姿の童貴を恐ろしいとも思わなかったのだ。

　ましてや、童貴が好む女子の顔など、さっぱり想像がつかない。

　童貴とは戦ってばかりで恋愛の話などしたことはないのだから、当然だ。

「そ、そういうお話ではありません！　私がなにをしたのか──お二人とも知ってるのに、どうして呑のん気きにお風呂なんかに──」

「アヤツキが誰の指示で動いているのかは詮索しないわ。あたしだって虎とら組ぐみに内緒で動くことはあるし」

「リセさんはおおっぴらすぎて、[image: ]からす組ぐみの仕事もバレバレですけど……」

「あたしはコソコソするのは嫌いなの！」

　[image: ]組は学院内のトラブルを秘ひ密みつ裏りに解決するチームなのに、と朱しゆ璃りは訝いぶかしむ。

　もっとも、リセの発言が理解できないことは、まったく珍しくない。

「童どう貴きを疑ったことは、別にかまわない。許すわ」

「……朱璃様が許すことでしょうか？」

　あいつは私のものよ、などとも言わない。

「あなたをわざわざ地下から連れ出してきたのは童貴よ。気にしてないのでしょう。それに、物ものの部べさんを甘く見てあっさり捕まった童貴にも問題があると思う」

「それは同意ね。あいつを見込んで一緒に組んだあたしまで馬鹿みたいだわ。腕はひょっとするとシュリに匹敵するかもしれないのにね」

「いえ、私のほうが上」

　朱璃は普段は誰が強いかなど気にもかけないが、比較対象が童貴の場合は話が別だ。

「ま、まあ、さすがに新人のドーキよりはシュリのほうが上でしょうね」

「ただ、あの牢でも彼を抑え込むのは無理だったかもしれません……ますます疑いが濃くなった気もしますが」

「童貴は犯人じゃない」

　朱璃も立ち上がり、その白い裸ら身しんを惜しげもなく晒さらす。

　なぜか、リセは真まっ赤かになり、彩あや月つきは晒したままだった身体からだを恥じらうように隠した。

　そんな二人の様子を不審に思いつつも、朱璃は思い切って言葉を吐き出す。




「もしも童貴が犯人だったら、私も一緒に首を刎はねてもらってもいい」




「はぁ!?　あ、あんた、なに言ってんの!?」

「そ、そんなわけには──」

（そんなわけにいくの。私は鬼おに討うち以外の生き方を知らない。童貴以外の鬼には興味がない。他の鬼を狩り続けて、残りの人生を終えるくらいなら──）

　朱璃は呑のみ込こんだ言葉を、頭の中で言語化しておく。

　口に出せない言葉は多いが、心に浮かべておけば、確かな決意へと変えられる。

「物部さんが童貴を疑いたいなら好きにしていい。だけど、度を越すようなら、いつでも私が止めに行く」

「……私は人との付き合い方がわかりません。だから、やりすぎてしまうんです。止めてもらえるなら──」

「他力本願もいいトコね。ああもうっ、しょうがない。アヤツキもあたしと組みなさい。無む茶ちやはせずに──やるべきことは徹底的にやる。あたしのやり方を教えてあげるわ」

「お、お手数をおかけします……」

「…………」

　もしかして、リセだけではなく彩あや月つきも童どう貴きの周りをうろちょろするのだろうか。

　そう考えると、朱しゆ璃りはわけもなくこめかみがビキビキと痛むのを感じる。

「話はまとまったようね。二人とも、今後は童貴を疑うことは許さない」

「わ、わかってるわよ……なんか怖いわ、あんた」

「と、とりあえずは大おお衛えさんを容疑者から外しておきます……」

　二人とも怯ひるんだような顔をしている。

　鬼と対面しても、こんなに怖がったりはしないだろう。

　朱璃は、二人を見つめながら腕組みして豊かな胸を持ち上げるようにする。

「では、童貴と──男子たちと合流しましょう。この事件、早く解決しないと余計な疑心暗鬼が増えるばかりだわ」







　一いち条じよう朱璃の屋敷──

　その居間に、三人の少年の姿があった。

「いやあ、まさか、朱璃様の屋敷に入れるとは。恐れ多いよなあ」

「そこは羽う水すいと意見が合ったね。僕なんて、ここに近づくのも怖かったのに」

「羽水、坂さか神がみ、なんでそんなに朱璃にビビってんだ？」

　三人とはもちろん、童貴に羽水と坂神、虎とら組ぐみの男子メンバーである。

　同じ虎組のリセと彩月が朱璃の屋敷に招待されたので、オマケでついてきたのだ。

　いや、童貴は仮所属のはずなのだが、このまま正式メンバーにされてしまいそうだ。

「大衛くんが気にしなさすぎなんだよ。朱璃様は学院のお姫様なんだよ？」

「鎖をつけられたお姫様か。なかなか凝った趣向だな」

「まあ、そう言うな、大衛。朱璃様のあの姿についちゃ、みんな思うところがあるんだ。けどよ、巫み女こ様が決めたことだし、文句を言ってもそう簡単にゃ覆くつがえらねぇ」

「羽水は、真っ先に朱璃様の鎖の件で巫女様に抗議しに行ったんだよ」

「へぇ……」

　童貴は、この騒がしい大男を一気に見直す気になれた。

「それより、今回の件だよ。物ものの部べさんは得体の知れないところがあるとは思ってたけど」

「大衛を疑うにしても、ずいぶん思い切ったことやったよなあ。あはははは」

「笑い事じゃねぇよ。こっちは水みず牢ろうにぶち込まれたんだぞ」

　一応、先ほどまでの水牢での経緯を羽水たちにも説明してある。

　童貴はややためらったが、朱璃は「ただの容疑者なら、虎組は気にしない」と断言したので、説明することにしたのだ。

　実際、羽水や坂神は童貴の容疑を濡ぬれ衣ぎぬとしか思わなかった。

　ちなみに、濡れ鼠だった童貴は三人娘より先にシャワーだけ浴びさせてもらっている。

「じゃあ、大おお衛えくんはどうするわけ？　物ものの部べさんに復ふく讐しゆうする？」

「……まさか。彩あや月つきに殺意がないのはわかってたしな」

　童どう貴きは本気で水みず牢ろうをぶち破るつもりだったが、彩月を殺す気まではなかった。

　軽く脅して逃げ出すならそれでよし、もし彩月が戦闘を挑んできてもケガをさせずに取り押さえられる自信はあった。

　彩月が怪しげな薬の使い手ということさえわかっていれば、どうにでも対処できる。

「まあ、俺を捕まえたければ何度でもやりゃいい。疑う理由も理解できるしな。俺は犯人じゃないから、コソコソ逃げ隠れする必要はねぇよ」

「よく言った、大衛！」

　ばんっ、と羽う水すいが童貴の背中を平手で殴りつけてきた。

　一瞬、呼吸が止まるほどの衝撃だった。

「お、おまえ……殺す気か!?」

「はっはっは、そのくらいで死ぬほどヤワじゃねぇだろ！　いやいや、それでこそ鬼おに討うちだ。常に誇り高く、堂々としてねぇとな。ま、彩月のヤツはお役目だったならしゃーねぇ。疑われても恨むようなクッソ暗いことはするもんじゃねぇよ」

「そこまでいくと脳天気だな」

「いいじゃねぇか、脳天気でけっこう！　俺たちゃ天てん地ち陰いん陽ようの理ことわり、天を満たす陽の使い手、邪じや悪あくな鬼の狩人かりゆうどなんだからよ！」

「……理由がわかるような、わからんような」

「適当にしゃべってるから気にしなくていいよ、大衛くん。けど、君が気にしてないならなによりだ。本当に、物ものの部べさんは悪い子じゃないんだよ」

「俺のほうがよっぽど悪い子だな」

「ははは」

　坂さか神がみは冗談だと思って笑っているが、童貴の本心だった。

　鬼イコール悪ではないが、少なくとも童貴は鬼討たちを欺あざむいている。

　鬼討が自分たちの命を無条件で狙う者たちであっても、童貴が鬼討を騙だましていい理由にはならない。

　童貴は、他者を騙すことを悪だと認識している。

「ま、僕らだって完全無欠の善人ってわけじゃない。常に清せい廉れんを要求されるのは巫み女こ様くらいだからね」

「巫女様、か……」

　天てん竜りゆう雷らい花かは童貴の目的のためには避けて通れない人物だ。

「そうだな、巫女様のこともある。学院で四人も行方ゆくえ不明になって鬼討の一人が疑われてるなんて、こんな事件は優しい巫女様のためにもさっさと解決しねぇとな！」

「……なんだ、羽水。おまえ、雷花を狙ってるのか？」

　一応、さらに三人が行方不明になっている件だけはまだ伏せてある。

　今のところ、まだ二件目の犯行は生徒には知られていないらしい。

「大おお衛え、巫み女こ様を呼び捨てとかすげーな。俺、怖くてとてもじゃねぇけど敬称略とか無理だわ。いや、とんでもねぇ美人だから憧れはするけど、恐れ多すぎる」

「朱しゆ璃りも怖いんだよな。おまえ、恐れ多いものがそんなにあるのか」

「たった二人だろ！　あの二人、美人すぎっからな。それだけでもビクビクしちまう」

「意外だな。羽う水すいは女好きかと思ってた」

「いやあ、女は好きに決まってるだろ。ま、俺は一応、地元にカノジョいるしな」

「はぁ!?」

　童どう貴きはぎょっとして、芸のない反応をしてしまう。

「カノジョっつっても、ガキの頃からの幼なじみなんだけどよ」

「し、しかも幼なじみ……？　なんだそれ、妄想か？　二次元か？」

「大衛くん、気持ちは痛いほどわかるが、ガチらしいんだ」

　坂さか神がみが、ぽんと童貴の肩に手を置いてすべてを悟ったような顔を向けてくる。

「動画を観せてもらったけど、かなり可愛かわいい。羽水には女子を騙だますほどの知能はないし、相手の子も聖女のようないい子みたいなんだ」

「マジか……人の世は信じられないことばかりだな」

「おまえら、言いたい放題だな！」

　羽水は、童貴と坂神をじろっと睨にらみつけると。

「いいだろ、別に。まあ、俺が〝卒業〟したら、地元に帰って結婚するんじゃねぇかな」

「羽水……そういうのは死亡フラグというんだよ」

「縁起でもねぇな。俺は死ぬ気はさらさらねぇよ。鬼はクッソ憎たらしいが、てめえの命を捨ててまでぶち殺そうとも思わねぇからな」

「それは鬼おに討うちとして当然の心構えだね。故郷に帰って美人の幼なじみと結婚するため、となると話は変わってくるけれど。ちょっとイラッとするね」

「坂神の気持ちはわかるが、羽水に死なれると困るぞ。組のリーダーなんて面倒な役目をやってくれてるんだし」

「僕はリーダーってガラじゃないし、リセさんや物ものの部べさんはもっとやりたがらないだろうからね。大衛くんは……強くても、まだ新人だし」

「当然だな。死亡フラグを立てるのはやめてもらわないと困る」

「だから、死ぬ気はねぇっての。美人三人が風呂に入ってても覗のぞくつもりはねぇしな！」

「偉そうに言うことでもないよ、羽水。あの三人の入浴は覗きたいヤツは大勢いるだろうけど、命と引き替えにする猛も者さはいないだろうね」

「…………」

　もし羽水や坂神が覗きに行っていたら、童貴は叩たたっ斬っていたかもしれない。

　リセや彩あや月つきはともかく、朱璃の肌を他の男に見せるなど論外だ。

「とはいえ、四人の失踪が誰かの仕業なら、命を懸けてでも犯人をぶちのめさねぇとな」

　羽う水すいは腕組みをして胸を張り、ただでさえ大柄な身体からだが余計に大きく見える。

「どっちなんだよ、命懸けなのか、命あっての物種なのか」

「その場の勢いによるな」

「……羨ましい生き方だな」

　実際に羽水は必要とあれば命も懸けるし、場合によっては迷わず逃げるのだろう。

「俺は百モ舌ズ組の四人はよく知らねぇ。仲間ではあっても、友達ってほど親しくもない。あいつらの好物も聞いたことねぇし、無事に卒業して大人になっても一緒に酒を呑のむことはないだろうよ。けどよ、そんなことは問題じゃねぇ。仲間にちょっかいかけたヤツを放っておいたら俺が俺を許せなくなるのさ」

「…………」

　そこまで言うと、羽水は照れたように笑い、童どう貴きの肩をポンと叩たたいた。

　思わず口走った熱弁が恥ずかしくなったらしい。

「ああ、ちょいと定時報告をしてくるかな。まったく、組のリーダーなんて面めん倒どうくせぇばかりだよな」

「自分から買って出たんだろう。というか、そこで連絡すればいいじゃないか」

「女の長風呂を呑のん気きに待ってられねぇよ。ついでに、いろいろ情報収集してくる。ここで俺のでけぇ声で電話しまくっていいのか？」

「行ってらっしゃい」

　坂さか神がみが苦笑して、羽水に手を振る。

　羽水は童貴の肩に手を置いたまま立ち上がりながら──

「……大おお衛え童貴、おまえがなにを企たくらんでるのか知らねぇ。でもよ、どうしても俺にはおまえが邪じや悪あくなものには見えねぇんだよな」

「…………」

　童貴の耳元でそう囁ささやくと、一いち条じよう邸の居間からどすどすと足音を立てて出て行った。

「羽水のヤツ、今なにか言った？」

「……風呂場のほうには行かないから安心しろ、だとさ」

　童貴は適当に答え、その間も脳をフル回転させる。

（今のは……なんだ？　羽水は、なにに気づいてる？　知ってる？　まさか、俺の正体ってことはないだろうが……）

　知っているのは朱しゆ璃りと、童貴を学院内に手引きした者だけだ。

　このどちらかから情報が漏れたとは考えにくい。

　となると、童貴自身がなんらかのミスをしたのか、それともただのハッタリか──

「まあ、いい……」

「え？　なにが？」

「いや、朱璃たちはマジで風呂長いなと思って」

　羽水はすぐに事を起こす雰囲気ではなかった。

　できる限り早く、詳しく聞き出す必要はあるだろうが。

「はは、女子のお風呂は長いもんだよ。三人で入ってるんだしね」

「それもそうだな。とにかく、今は朱しゆ璃りと虎とら組ぐみで事件を解決するのが先決か」

「戦闘能力については過剰すぎるくらいだね。僕が一番役に立たなそうだけど」

「…………」

　童どう貴きは、坂さか神がみの能力についてはいまいち把握できていない。

　戦闘面では童貴と朱璃、それに次いでリセ、羽う水すいと続く。

　彩あや月つきは怪しげな薬物の使い手なので、役に立つ場面も数多くあるだろう。

「脳筋のリーダーに代わって知識や作戦立案で役に立てるつもりだったけど、大おお衛えくんのほうが上だよね。そうなると、僕が一番の無能だろう」

「無能なら足を引っ張らず、死なずに立ち回ることを目指すべきだな。敵が一人でも多ければ、鬼も集中力が削そがれる。充分に主戦力のサポートになるだろ」

「能力が足りなければ、そもそもサポートも難しいんじゃないかな」

「いいか、坂神」

　童貴は、ガラでもないなと思いつつ説明を続ける。

「この学院に入って、真マ呪ジユだの陰おん陽みようだの習ってきたが、そんな中二の妄想みたいな能力なんてのは、ただの付け足しだ」

「おいおい、鬼おに討うちの基礎を全否定するようなことを……」

「鬼を殺したいなら、奴やつらの攻撃を死ぬ気でかいくぐって、ふところに飛び込んで斬りつけるんだよ」

　なにも知らない十四歳の少女が鬼を倒した例もあるのだ。

　真呪が使えなければ鬼に勝てないわけではない。

「斬り合いの極意なんてのは一つだ。敵にぶつかる勢いで間合いを詰めて顔面なり首なりをぶった斬る。鬼を狩るときだって同じだ。ライコウも始祖の首を刎はねたときに、特別な戦い方なんかしてねぇだろ」

「……まあ、そんな話は聞いたことないかな」

　坂神は細い顎に手を当てて考え込んでいる。

「だろう？　そんな伝承はどこにもねぇ。有能か無能か、それを分けるのは技術じゃない。最低限、鬼の肉体を叩たたっ斬れる腕力があればいいんだ。あとは──度胸だな」

「な、なんて乱暴な」

　今度は、坂神が苦笑している。

「無能を慰めるでもなく、笑うでもなく、実戦的な戦法のアドバイスとはね」

「合理的だろ？」

　虎組メンバーで事件に立ち向かうと決まったからには、わずかな戦力も無駄にできない。

　それはなにより、朱璃の安全に繋つながるだろう。

「ドーキ、ちょっと」

　リセが居間の戸のところに立って、手招きしている。

「やっと上がったのか。で、どうした？」

　童どう貴きは立ち上がって、居間の前の廊下に出る。

　湯上がりのリセは借り物らしきピンクのジャージ上着にパンツだけ、という格好だった。

　ブラジャーは着けておらず、淡く盛り上がった胸が半分見えていて、飾り気のないピンクのパンツはまったく隠す様子もない。

　ペットボトルを持っていて、ごくごくと飲んでいる。

「なによ？」

「いや……」

　本人が気にしていないなら、あえて肌色の多い格好を指摘する必要はない。

「アヤツキは、あんたの前に顔を出せないって」

「気にしすぎだな。あれだけ強引なことやらかしといて、繊細なんだか大胆なんだか」

「目的次第でメンタルも変わるんでしょ、あいつは。あんたの容疑が完全に晴れたときは、身体からだでお詫わびをする覚悟だって」

「意味わかってて言ってんのか、彩あや月つきは？」

　彩月が本気で身体で詫びてきても困る。

　もし朱しゆ璃りにバレたらと想像すると恐ろしくて仕方ない。

「ま、アヤツキの処分は好きにしてもらうとして。お姫様がお呼びよ」

「朱璃のことか？　そうか、風呂に呼ぶとはなかなか大胆な姫君だな」

「そんなわけないでしょ！」

　歩き出した童貴の襟首を、リセががしっと掴つかむ。

「そうじゃなくて、朱璃の部屋のほうに来いって」

「部屋に戻ってるのか」

　全員で相談する前に、最低限の口裏合わせというところだろう。

「ほらほら、お姫様のご機嫌が悪くならないうちに、行ってきて」

「朱璃のご機嫌がよかったためしがないけどな」

「あんた、どこに目をつけてんの？」

　リセはじろっと童貴を睨にらんでから、ドンと背中を押してくる。

「あんたが来てから、妙に楽しそうなのよね……ドーキ、姫様のいったいなんなのよ？」

　リセはそう言うと、飲み物の残りを一気に飲み干す。

「……さあな。それ、ギャラマの抹茶ラテか」

「ああ、冷蔵庫にいっぱい入ってたの。甘さ控えめだけど、こんなに飲んだらさすがに身体に悪いわよ。シュリのヤツ、いい加減に生きすぎじゃない？」

「仮にも最強の鬼おに討うちが、糖分過多で死ぬことはないだろ」

「そりゃそうだけどね。今度、美容にいいお茶を持ってきてやるわ」

「朱璃は自分でお茶なんか淹いれるんだろうか。そういや、あいつもペットボトルを──」

　童どう貴きは、不意に考え込んでしまう。

　なにか──頭の中で、バラバラだったピースが繋つながったような。

　百モ舌ズ組の失踪、三人の鬼おに討うちの失踪、背後からの闇討ち、彩あや月つきの暴走。

　この四件の事件のうち、少なくとも三件の現場の近くにいた。

　さらに、一件の黒幕としての可能性は充分。

　なにも証拠はない。だが──

「ねえ、シュリが呼んでるって言ってんでしょ。なにフリーズしてんの？」

「……なにかを見落としてた気がする」

「見落とし？　百舌組たちの件？」

「それも含めて──すべてで。四つか五つ、見落としてるような……」

「多いわね！　見落としって、せいぜい一つか二つでしょ！」

「まあ、そうだな……」

　朱しゆ璃りに呼ばれた、ということを一瞬忘れるほどだった。

　大事なことに気づいたような、それでいてピント外れのような。

　だが、確実なことが一つ──童貴は、猛烈な胸騒ぎを感じ始めている。







「若様」

　朱璃の部屋に向かって、童貴が一いち条じよう邸の縁側を歩いていると──

　シュタッ、と縁側に飛び乗ってきたのは片耳が千ち切ぎれた黒猫だった。

「……なんだ、伊い紅く。おまえまだいたのか」

「いますよ！　私が何度も姿を見せたら、若様もお困りでしょう！」

「猫が外から帰ってきたら、ちゃんと足を拭かないとな」

「若様、私を本格的に猫として飼おうとしてませんよね……？　いえ、そんなことより」

「なんだ？」

　童貴は周りを警戒しつつ、訊きく。

　ここには朱璃以外にも四人もの鬼討がいるのだから、猫と話しているところを見られるわけにはいかない。

「死んでいました」

「は？」

「大きな男です。屋敷の門のすぐそばで──首に一撃です」

「大男って……」

　童貴がぼんやりしていると、伊紅はすっと右前肢を差し出した。

　どこに持っていたのか、スマホが現れていた。

　童貴はそのスマホを拾い上げる。

　ロックは解除されていて、ホーム画面が表示中だ。

「……なるほど、確かに美人だ……。あいつにはもったいない」

　ホーム画面の背景は、中学の制服らしき学ラン姿の羽う水すい貞テイ人トと、ショートカットの清せい楚そな美少女が一緒に写った写真だった。

「ご丁寧に死亡フラグを回収してんじゃねぇよ……」

　童どう貴きは、一度だけすうっと深く息を吸い──

「犯人は？」

　冷静に伊い紅くに尋ねる。

「わかりません。若様をお捜ししていたら偶然、倒れている大男を発見しただけです」

「なんでわざわざスマホを持ってきた？」

「男の右手が不自然に身体からだの下に隠れていたので、調べてみたらありました。猫なので取り出すのが大変でした」

「ご苦労。あとでチュールをやるよ。ふん……こいつかな」

　写真アプリを開いてみると、やはり新しい写真──いや、動画があった。

　地面に倒れたまま撮影したらしく、かなり低いアングルだ。

　スマホを持ち上げる力もなかったのか──

　現場を去って行く足元だけが映っている。

　もちろん、犯人のものだろう。

　最後にはスマホを落としたらしく、ほんの数秒で画面は真っ暗になってしまった。

　弾みでカメラの録画も止まったようだ。

「隠れてろ、伊紅。おまえに死なれると困る」

「え？　若様、それはどういう──」

「来る……！」

　今の童貴は、一ミリたりとも油断していなかった。

　全神経を集中させ、周囲の気配を探っている。

　鬼の力を封じていても、感覚までは失われていない。

　集中すれば、自分の周囲数百メートル内に生命がいくつあって、どう動いているのか判別できる。

　全開の聴覚は、キリリ……と蚊の鳴く声よりもずっと小さな音を確実に捉とらえていた。

（弓ゆみ弦づるの音──！）

　シュッ──

　続けて聞こえた空気を鋭く斬り裂く音も、童貴の耳は感知していた。

　童貴は素早く前へと跳び、黒猫も縁側の下に素早く姿を隠す。

「ぐっ──！」

　飛んできたのは矢──それも、一本や二本ではない。

　五本もの矢が同時に飛んできていた。

　童貴はそのうちの一本をかわしきれず、左太ももに深々と突き刺さった。

　鬼の肉体にはたいしたダメージではない。だが、痛みは人間と同じく感じるのだ。

（しかも、ただの矢じゃない──！）

　童どう貴きは、突き刺さった矢の痛みに顔をしかめながら、直感する。

　骨まで届くほどの弓ゆん勢ぜい、だがそれだけではないだろう。

　一瞬のうちに、全身が焼けるような痛みが走る。

『弓矢は鬼に通用する数少ない飛び道具ですから──』

　いつかの誰かの言葉を思い出す。

　矢には真マ呪ジユが込められている──だが、おそらくそれだけではない。

　童貴はすぐそばの空き部屋に飛び込み、顔だけ縁側に出して視線を素早く動かす。

　木々や草花でいっぱいの荒れた庭、屋敷の外側には森と小山。

　童貴の視力をもってしても、動くものは見当たらない。

「くそっ、鬼顔負けの隠おん形ぎようじゃねぇか……！」

　発射音が小さすぎた。遠距離から放たれたのは確実だろう。

　だが、射手が矢を射いた直後に移動していれば、もっと近づいてきているかもしれない。

　童貴は、射手が逃げたとは思っていない。

　腕のいい狩人かりゆうどは、完全に仕し留とめるまで獲物から目を離したりはしないものだ。

　手負いの獲物に背を向けるほど、怖いことはない。

「ぐぅっ……！」

　童貴は油断なく周りを警戒しながら、太ももに刺さった矢を引き抜いた。

　返しがついた矢を引き抜くのは、漫画のようにはいかない。

　抜くことで、さらに傷口を大きくえぐってしまう。

「こいつは……やっぱりな」

　鋭い鏃やじりには、細かい祓はらえ詞ことばがびっしりと刻まれている。鬼の殺傷を目的とした矢だ。

　矢が刺さった傷口の燃えるような痛みは加速する一方。

　この程度の矢傷、鬼ならば即座に回復するはずなのに。

（俺を鬼だと知っての狼ろう藉ぜきってわけか──）

　いや、襲撃者の思惑など考えている暇はない。

　童貴だけがターゲットなら問題はないが、もしもこの屋敷にいる者全員を狙っているとしたら──

　屋敷を出て襲撃者を引きつけるべきか、あるいは朱しゆ璃りたちと合流すべきか。

「うっ……!?」

　今度は、全身に電流が走ったような感覚に襲われ、同時に異臭を嗅ぎ取る。

　一瞬、毒矢かと疑ったが、童貴はその匂いに覚えがあった。

「こいつは──清せい明めい香こうか！」

　朱璃の部屋にあった紙袋からかすかに匂った香りとは濃度がまるで違う。

　むせ返るような、鼻の奥から脳まで突き抜けていくあまりにも鮮烈な香り──

「なんだ、これ……痺しびれる……？」




「ずいぶん効いているようですね。強い鬼であるほど効果は高い──始祖の末まつ裔えい、三本ヅノであれば当然でしょうか」




「……まとめ射うちも遠えん的てきも得意、だったな。遠くからあれだけの矢を同時に──しかも的に当てるのも上う手まいもんじゃないか」

「ありがとうございます。丸い的に当てるのは苦手なんですが、不思議なことにヒト形の的ならよく当たるんですよね」

「人を狙えば当てられるか……えらくサディスティックだな」

　童どう貴きが気づかない間に、目の前に一人の少女が立っていた。

　白い上衣に緋色の袴はかま。

　ポニーテールに結んだ長い黒髪、清く澄んだ美貌。

「本当に──おまえだったのか、天てん竜りゆう雷らい花か」

「邪じや悪あくな鬼は不意討ちで倒せ──先祖ライコウの教えに従ったまでですよ」

　優しさすら感じさせ、雷花はにっこりと笑う。
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六章　光を見つけた鬼の、たった一つの生き方






「おまえが影かげ椿つばきだったんだな、雷らい花か」

「影椿？」

「学院でコソコソ暗躍してる性しよう悪わるを勝手にそう呼んでたんだよ」

「ふふ、もう少し可か憐れんなネーミングを要求したいですね」

　雷花は可憐そのものの笑みを浮かべている。

「可憐さからはほど遠い悪質な不意討ちをしておいて図ずう々ずうしいな。ま、初手で敵戦力を削れるだけ削る──基本だがな」

「あなたを襲うのはいつでもよかったんですけどね。私の見けん鬼きは便利で、標的を狙うべき好機を見み極きわめることもできますから。カンみたいなものですが」

「好機、ね……」

　童どう貴きを倒すなら、確かに絶好のチャンスだっただろう。

　彩あや月つきの仕掛けから逃れて、鬼らしく油断しきっていた。

　実際、間抜けなことに矢をくらい、しかもまた一服盛られてしまっている。

「俺の居場所もカンで見つけたのか？　いくらなんでも便利すぎるな」

「簡単な仕掛けです。音おと切ぎりは今は失われた金属で打たれています。その金属は真マ呪ジユを伝えやすい性質がありますから、あなたにお渡しする前に私の真呪をたっぷり込めておきました。しばらくは消えません。自分の真呪が込められた剣の場所くらいわかりますからね」

「ふぅん、真呪か……」

　童貴も音切から妙な気配は感じていたが、最初から雷花の真呪が込められていたとは。

「そんな最初の時点から、俺を襲う算段を付けてたのかよ」

「ところで童貴さん、〝本当に〟とは？　おかしな言い方ですよね？」

　雷花は笑みを浮かべたまま、小首を傾かしげる。

「そちらこそ、最初から私をお疑いだったということですか？」

「まだ訊ききたいことはいくらでもあるんだがな……確信を持ったのは、ついさっきだよ。羽う水すいがこれ以上ない証拠を残してくれてた」

　童貴は羽水のスマホの画面を雷花に見せる。

　そこには、去って行く足元が映っている。

　学院の男女の制服ではなく、赤い袴はかまに赤い鼻緒の草履ぞうり──こんな特徴的な足元を見せられれば、気づかないはずがない。

「なるほど、危ないところでしたね。一旦引いていたら、こちらが奇襲を受けていたかも。ですが、前から疑っていたのですよね？　私、なにかミスしました？」

「疑い始めたのすら、ついさっきだ。リセが抹茶ラテを飲んでたんだよ。おまえが神社で俺に振る舞ってくれたヤツだ」

「はぁ。私はあちこちであの抹茶ラテを配ってますから、朱しゆ璃りさんの屋敷にあってもおかしくないですよね？」

「ペットボトルだよ」

「え？　ペットボトル……？」

「百モ舌ズ組の訓練場にも、落ちてたそうだ。飲み食いしてろくに片付けもしてなかったらしいが、きちんと分別してあったらしい」

「困ったものですよね。院内での飲食後はきちんと片づけをするように言ってあるのに」

「陽キャがウェーイすると、跡を濁していくんだよな。だが、生き真面目まじめな巫み女こさんは、お片付けは欠かさないだろ？」

「細かいことが気になる性格でして。ですがまさか、そんなことで私をお疑いに？」

「単なるきっかけだ。百舌組の誰かがエコ意識が高かっただけかもしれねぇ。だが、俺が百舌組と会った直後に、おまえも俺と会ってる。すぐ近くに、おまえもいたんだ」

　童どう貴きが放り込まれた堀から上がったタイミングで、雷らい花かは接触してきた。

　少なくとも、雷花が百舌組の訓練場のそばにいたことは間違いない。

「私が抹茶ラテをはしたなく口をつけて飲みつつ、百舌組の隙を窺うかがい、皆殺しにして、ついでにペットボトルはゴミに紛まぎれさせた──その際に、いつものクセできちんと分別してしまったと。なるほど、なるほど」

「影かげ椿つばき本人に説明してもらえるとはな。そのあと、俺を刺して念入りに鬼かどうか確かめ、さらに何食わぬ顔でまた俺に会いに来たと」

　童貴が堀に沈められている間に、四人の遺体も片付けてしまったわけだ。

　雷花の細腕でそんな重労働ができるはずもないが、この巫女を外見で判断するのは危険だろう。

「んー……まあ、引っかかるところはありますが、他にもありますか？」

「彩あや月つきに俺を捕まえるように命令を下したのも、おまえだな？」

「私があなたへの疑惑をほのめかしていたら、動いてくれたんです。優しい妹ですね」

「妹をいいように使ってるな。ひどい姉貴もいたもんだ」

「姉って、だいたいそんなものですよ」

　雷花はまるで悪びれた様子もない。

「ですが、童貴さん。あなたはもっと早く気づくと思っていましたよ。容疑者はそんなにいなかったでしょう？　本命が私、対抗がリセさん、大穴が羽う水すいくん、でしょうか？」

「ミステリーじゃねぇんだよ。犯人が誰かなんて、そう簡単にわかるか。俺は学院に探偵ごっこをしにきたわけでもない」

　童貴は、本当に影椿の正体に心当たりがなかった。だが──

「雷花、おまえについては別のことを考えてた。そのせいか、この事件と結びつけて考えられなかったみたいだな」

「別のこと……ですか？」

　雷らい花かが首を傾かしげ、童どう貴きが頷うなずく。

「朱しゆ璃りの両手両足にあんな鎖をつけたヤツは、女だろうが巫み女こ様だろうが、許しておくつもりはなかったってだけだ。事件なんか関係なくな」

　冗談や強がりではない。

　雷花をここまで放っておいたのは、朱璃を拘束する鎖を外す方法を聞き出すためだ。

「雷花を殺せば鎖が外れるなら、迷わずに殺してただろうしな……！」

　童貴は、かたわらに放り出していた矢を掴つかんだ。

　それから、再び左の太ももに思い切って突き立てる。

「…………っ、痛いってぇ……！」

「ドＭですか？」

「くっ……ただの気付けだよ。身体からだが痺しびれたままじゃ、話もしづらい」

「荒っぽいですね。せっかく仕込んだ清せい明めい香こうが無駄になっちゃうじゃないですか」

「まずは薬で自由を奪ってくるとか、姉妹揃そろって手口が同じじゃねぇか」

「私のやり口を彩あや月つきさんがマネしてるんですよ。あの子が使うのは致死性の低い酒しゆ天てんですけどね。清明香は鬼が大量に吸うと、心臓まで麻ま痺ひさせますよ」

「彩月の手口が優しく思えてくるな……くそっ、マジで痛いてぇ。なんなんだ、この矢は」

「ご自分で刺しておいて文句を言われても困りますよ」

　雷花は、くすくすと笑っている。

「それもライコウの遺物ですよ。鏃やじりの祓はらえ詞ことばは当時の陰おん陽みよう師じが刻んだもの。今よりずっと闇が濃かった時代から伝わるもの。科学がこれほど発達しても、鬼おに討うちの技術は千年前のほうがはるかに高度だったというのですから、情けない話です」

「鬼のほうも大差ない。未いまだに自分の肉体だけが武器だ。鬼討たちが使う真マ呪ジユのことすら知らないんだからな。千年も鬼討たちと戦ってきたってのに。びっくりだろ？」

「人間の大半は豚の生態など知りません。豚が綺き麗れい好ずきなことや、鏡に映った自分を自分自身だと〝鏡像認知〟ができる、数少ない動物だなんて知らないでしょう？」

「それは俺も初耳だ。ま、昔の鬼にとって人間は豚みたいなもの──食い物としか認識してなかったが、さすがに今はそんなことはない」

「鬼はどんな人間でも食べたわけではないそうですね」

「当たり前だ。それこそ、人間と同じだ。好き嫌いってもんがあるんだよ」

　かつての童貴の先祖が人を襲い、さらい、食らっていたことは否定できない。

　だが、人ならなんでもよかったわけではないようだ。

　たいてい、狙われたのは朱璃や雷花のような若く可愛かわいい女たちである。

　もっとも、童貴にとっては、人を食うなどおぞましい話でしかない。

「ちなみに、おまえは頼まれたって食いたくねぇな」

「鬼は穢けがれなき乙女おとめをもっとも好むのでは？　人を食べなくなった今でも、鬼の好みは変わっていないと聞いています」

「穢けがれなき乙女おとめなら、なんでもいいわけでもねぇ。おまえの腹は黒くて不ま味ずそうだ」

「それはまたご挨拶ですねえ。そんな悪口言われたの、生まれて初めてですよ」

　雷らい花かは本気で嫌そうに顔をしかめた。

　穏やかでいつも微笑ほほえんでいる少女に見えていたが、意外に表情豊かなようだ。

「それで、おまえのほうは？」

「なにがですか？」

「いつ、俺が鬼だって気づいた？」

「ああ、当然の疑問ですね。どうやったのか、あなたは鬼の力を封印しています。鬼おに討うちのみなさんでは気づかないでしょう」

「雷花は鬼討じゃなくて巫み女こだったな。見けん鬼きの才のおかげか？」

「見鬼は便利ですが、万能ではありません。多くの巫女や陰おん陽みよう師じが、鬼の変へん化げに騙だまされて命を落としてますから」

「だったら、どうやって見抜いた？」

「そうですね……」

　雷花はつぶやきながら、腰に差していた太た刀ちを抜いた。

　白しら木きの鞘さやに収めた、白い柄つかの太刀だった。

　鞘も柄も木製では強度が足りず、実戦で使うには向かない──が、そもそも巫女が太刀を握っていること自体がおかしい。

「別に見抜いたわけではありません。ただ、知っていたのですよ」

「知ってた？」

「鬼き王おうがライコウの力を継ぐ鬼討を追って、この学院に来ることを」

「…………」

　童どう貴きが学院に潜り込んだのは、紛まぎれもなく彼自身の意思だ。

　潜入を知っているのは、伊い紅くと彼女が交渉した学院関係者のみ。

　伊紅はさっき警告しにきたことを考えても、裏切りはありえない。

　ならば、学院側からの情報漏れ──？

「鬼と戦う鬼討たちを清めるのが私のお勤めです。始し祖その末まつ裔えいと戦い、大きな穢れを抱えて帰ってくる朱しゆ璃りさんをいったい何度お清めしたことか」

「穢れとはまた、人をバイキンみたいに言いやがるな」

「実際、鬼討の乙女にとって鬼き気きとは、近くにいるだけで毒を浴びたのと同じ──鬼王のような強い鬼であるほど、穢れも大きい。私の能力でも祓はらうのは難しいんです」

「さらに俺を狙い撃ちでディスってきやがるな」

　確かに、もっとも強い鬼気を持つ童貴は鬼討にとって、この上なく迷惑な存在だろうが。

「私でも鬼王の穢れを浴びた朱璃さんを清められなくなっていきました。いえ、朱璃さんは──その身に鬼王を受け入れつつあったのです」

「なに……？　うおっ……！」

　突然、雷らい花かが跳んで一気に間合いを詰めてきて、太た刀ちを一いつ閃せんさせる。

　銀色の光が弧を描き、見事な太た刀ち筋すじで童どう貴きの首を狙う一撃だった──

「あ、危ねぇ……話の途中だろうが。ライコウの子孫は不意討ちしかできねぇのか？」

　間一髪、童貴は後ろに跳んで首の皮一枚を斬られただけで済んでいた。

　つうっとわずかに首に横一文字の傷が走り──すぐに癒えていく。

「つーか、たいした腕前だな。リセより上なんじゃないか？」

「巫み女こも〝万が一〟に備えて剣を学ばされるのですよ。チャンバラなんて好きではありませんが、芸は身を助けますね」

「チャンバラじゃないだろ、一方的に斬りつけてきたんだろ」

　実際、童貴は短刀を抜く暇もなかった。

　矢で気付けをしていなかったら、為なす術すべもなく首を斬られていたかもしれない。

　弓矢の腕前も相当だったが、この巫女は剣の力量も抜きん出ている。

　あるいは、雷花に剣で勝る鬼おに討うちはいないレベルかもしれない──赤髪の鬼討を除けば。

「ああ、話の途中でしたね。そうそう、穢けがれを祓はらいきれなくなった──というところまでお話ししましたか。ですが、あるとき──」

　雷花は太刀を構えながら、童貴を鋭く睨にらんでくる。

「決定的な──決して祓いきれない、あまりにも濃厚な鬼き気きを、穢れを朱しゆ璃りさんの中に見つけたのです」

「それ以上──しゃべるな！」

　キィン、と甲高い音が響き、激しい火花が散った。

　ジャラララッと、鎖が金属音を鳴り響かせる。

　太刀を振りながら部屋に飛び込んできたのは──朱璃だった。

　いつもの和風セーラー制服の上に、桜色の羽織をまとっている。

「屋敷中に清せい明めい香こうを放っているのに、よく動けますね、朱璃さん」

　朱璃の飛び込みと同時の一撃を受けきれなかった雷花は、縁側を跳び越えて、庭まで吹っ飛ばされつつも着地を決めていた。

「あ、そうでしたね、彩あや月つきさんが清明香を処方していたのでした。あなたは耐性ができているんでしょうね」

「清明香──鬼を無力化させる香じゃなかったのか？」

　童貴は庭の雷花を警戒しつつ、尋ねる。

「濃度次第で人間にも効果があるのですよ。人間にも陰の気はありますからね。高濃度の香りを鬼が吸うと全身が痺しびれますが、人の場合は昏こん睡すい状態に陥ります。今頃、彩月さんとリセさん、坂さか神がみさんは深い眠りに落ちているでしょう。雷が落ちても気づきませんよ」

「……そいつは、俺には好都合だな」

　虎とら組ぐみの連中にも童貴の正体がバレる可能性はこれでかなり低くなった。

　清明香の匂いは、今もむせ返るほどに強烈だ。しばらく、リセたちは目覚めないだろう。

「まあ、ちょうどいいですね。これで役者が揃そろったわけですから」

　雷らい花かはにっこりと笑い──太た刀ちの切っ先を朱しゆ璃り、それから童どう貴きへと向けた。

「大おお衛え童貴さん、一いち条じよう朱璃さん……あなたたち、交わったのでしょう？」







　しーん、と完全な沈黙が落ちている。

　いや、外ではぱらぱらと小雨が降り始めていた。

　庭にいる雷花の黒髪が濡ぬれ、白の上衣も濡れて肩のあたりが透けてきている。

「あら？　聞こえませんでしたか、お二人とも？」

「……………………」

「……………………」

　童貴も朱璃も、雨の下で笑う雷花を無言で見つめている。

「強力な穢けがれの持ち主、鬼き王おうは朱璃さんと交わるほどの深い仲。ならば鬼王は必ず、朱璃さんのもとにやってくる。そう確信していたら、現れたのがあなたですよ」

　雷花は太刀先で、童貴を差してくる。

　この巫み女こが童貴は鬼だと気づいていた理由──雷花の答えはあまりに意外すぎた。

　童貴は自分の意思で学院に来たつもりだが、まるで雷花に釣り上げられたかのようだ。

「朱璃さんの身体からだには、祓はらいがたい穢れが宿っています──童貴さん、あなたとの交わりで流れ込んだものですね？」

「ち──ち、違う！　違うわ！」

　ようやく、静寂が破れた。

　朱璃が珍しいことに顔を真まっ赤かにして叫んでいる。

　童貴は、朱璃のこんな大声を初めて聞いた。

「あなたたち二人は、信じられないほど危ない橋を渡っています」

「な、なに、今さら？」

「鬼おに討うちが学院内部に鬼がいることを知りながら隠すなんて、明るみに出れば拘束どころか斬ざん首しゆです。ただ憎からず思っている相手、という程度でそんな危険を冒しますか？」

「そ、それは……」

　朱璃は口ごもり、太刀を握った拳をぶるぶると震わせている。

「童貴さん、あなたもですよ。いえ、あなたがやっていることは朱璃さん以上の自殺行為です。いくらあなたが強くても、完全な敵地の学院に潜り込んでくるなんて。肌を合わせたこともない女のためにそこまでするほど、おめでたくはないでしょう？」

「言い方が……生々しいんだよ！」

　童貴は音おと切ぎりを抜き、数メートルを跳躍して雷花に斬りかかった。

　しかし──

「それは失礼。ですが、鬼に無礼を働いてはいけない理由がありますか？」

　キィンッと刃が打ち合わされる音が響く。

　雷らい花かがいつの間にか手にしていた鉄てつ扇せんを広げ、童どう貴きの短刀の一撃を受け止めていた。

「おまえこそなんなんだ。虫も殺せないツラして、たいした腕じゃねぇか」

「虫は可哀かわい想そうで殺せませんが、鬼なら殺せますよ。朱しゆ璃りさんは表向きのボスキャラで、私が真のラスボスですから」

「だから、巫み女このくせに俗っぽいワードを使ってんじゃねぇよ」

　童貴は雷花から離れ、間合いを取る。

　太た刀ちで攻撃しつつ、鉄扇で防御する──万全の攻守の構えだ。

　いや、鉄扇は充分な重みがあり、打撃武器としても充分に使えるだろう。

　それに、肩には弓も引っかけていて、腰には矢筒。

　童貴を遠距離狙撃したところを見ると、雷花の弓の腕前は侮あなどれないらしい。

「鬼おに討うちは、武器は一種類しか持ってないのに巫女さんは欲張りなことだな」

「巫女は鬼討の皆さんと違って外に出ない引きこもりで暇なんです。暇にあかして、いろいろと学んでみました」

「よくも余計なことをしてくれたもんだな」

　童貴は地面を蹴り、再び雷花の首をめがけて短刀で斬りかかる。

　雷花は舞うようにして初太刀を防ぎ、童貴の二の太刀、三の太刀も次々と弾はじかれ──

「見えているんですよ！　鬼の力を封じていても、あなたの剣は殺気が強すぎです！　私の目には殺意の向かう先が見えます！」

「くっ！」

　ギャリンッと甲高い金属音が響き、激しい火花が散った。

　信じられないことに、膂りよ力りよくではるかに勝るはずの童貴が、雷花と剣を打ち合わせて後ろに飛ばされてしまう。

　雷花の見けん鬼きの才で、童貴の殺気が──いや、剣の軌跡が見えているらしい。

　その上で、自分が振るうべき最適の太た刀ち筋すじまで見えているようだ。

「ああ、話を戻しましょう。お二人の怪しい関係についてでしたね」

「……そんなもの、あなたの推測でしかない」

「その言い回しは肯定しているようなものですね。いえ、どちらでもいいのですよ。ただ、朱璃さん──あなたの中にある穢けがれは、鬼と交わったとしか思えない。それほどまでに深く濃く穢れる理由が他にあるなら、教えてほしいくらいですよ」

「「…………」」

　童貴だけでなく、朱璃もなにも言えない。

　そうだ、童貴だけでなく朱璃もはっきり覚えているはずだ。

　あの日──

　童貴が潜り込んだ高校の屋上。夕暮れ、そこに現れた朱璃。

　荊イバラクランに襲撃され、童貴が朱璃を救い──二人でその場を逃げ出した。

　逃げ込んだのは、どことも知れない廃ビル。

　二人はそこに身を隠して無言のまま時間が流れ──気がつけば、唇が重なっていた。

　その瞬間、二人は帰還限界点ポイント・オブ・ノーリターンを越えたのだ。

　もう、後戻りはできなくなった──先に進むしかなかった。

　それでも、童どう貴きにはまだ夢としか思えなかった。良い意味でも、悪い意味でも。




「これは──夢よ」




　夜明けが近づいた頃、朱しゆ璃りは乱れた制服を直しながらそう言った。

　彼女もまた、童貴と同じように思っていたのだ。

　いや、朱璃との間に起きた、あの熱に浮かされたような時間は現実だったのか？

　本当に夢だったのかもしれない──童貴には確信が持てなかった。

　だからこそ──

　朱璃が学院で拘束された噂うわさを聞いて、居ても立ってもいられなくなった。

　死を賭して学院に潜り込み、朱璃を連れ出して。

　現実だったのか、夢だったのか確かめる。

　もし夢だったとしても、今度こそ現実にしたかったのかもしれない。

　だが、それもこれも目の前にいる巫み女こを倒さない限り、実現できない。







「穢けがれと……言うな」

「なんですか、朱璃さん？」

「私の中にある大切なものを穢れと言うな、雷らい花か」

「ふふ、私は事実を言っているだけですよ」

　雷花は朱璃の鋭い言葉にも動じず、太た刀ちと鉄てつ扇せんを掲げるようにして構える。

「いい構えだな、雷花。さっきからのあけすけな話といい、おまえ、本当に巫女なのか？」

「ひどいおっしゃりようですね、童貴さん。私は正真正銘、鬼き気き浄化のお役目を受け継いできた、天てん竜りゆう家の末まつ裔えいですよ。ねえ、朱璃さん」

「ええ、浄化の業わざは天竜の家にしか伝わっていない。でも、あなたは家が築いてきた歴史を台無しにしている。巫女の皮をかぶって、その裏でなにを企たくらんでいたの？」

「化けるのは鬼の専売特許ではありません。ライコウたちも始祖の住処すみかに乗り込んだとき、山伏に変装していたと言います」

「それで始祖に騙だまし討うちをくらわせたんだよな。あらためて訊きいておく、百モ舌ズ組とそのあとの三人を消したのも、おまえなんだな？」

「ええ、八人ほど浄化したのは私です」

「八人……」

　百モ舌ズ組の四人、そのあとで消された三人、そして──羽う水すい貞テイ人ト。

「……なんでだ？」

「はい？」

「百舌組の連中も他の鬼おに討うちも──羽水も、おまえにとっては仲間じゃないのか？　いったい、なんのためにあいつらを殺したんだ……？」

　童どう貴きはもう失踪などではなく、殺人だと確信している。

　伊い紅くが羽水の遺体を確認しているのだから、もう疑いようがない。

「羽水さんは、予想外ではありました。軽く童貴さんの正体をほのめかしてみたんですが、あなたを襲うこともなかったようですね。思った以上のお人ひと好よしです」

「……羽水に余計なことを吹き込んだのも、おまえだったのか」

　羽水に秘密がバレていたのは、童貴の油断のせいではなかったらしい。

　そういえば、と童貴は今さらながら気づく。

　童貴が彩あや月つきと薬草採取に向かう直前、羽水は誰かからの連絡を受けていた。

　どこか、羽水の様子もおかしかった──あれが雷らい花かからの連絡だったのだろう。

「彼が童貴さんを襲っていれば、私が手を下す必要はなかったでしょうね。羽水さんの実力では返り討ち確実ですから」

「なんにしても殺すつもりだったってことか……？」

「そう、羽水くんは死んだの──なぜ？」

　すっ──と空気を凍りつかせるような、殺気を帯びた凛りんと響く声。

　朱しゆ璃りは太た刀ちを構えたまま庭に下り、雨に打たれるに任せる。

「雷花。なんのために、八人もの命を奪ったの？」

「鬼に言われたら笑ってしまう台詞せりふですが、朱璃さんに訊きかれたら答えないわけにはいきませんね」

　雷花はなぜか、寂しそうに微笑ほほえむと──

「彼らを狙ったことに意味はありません。ただ、彼らは順番が早かったというだけです」

「なに……？」

「まさか、学院の鬼討全員を狙ってるの……？」

　朱璃が、唖あ然ぜんとして尋ねる。

　雷花は微笑んだまま、かすかに頷うなずいて。

「そうですね、学院の鬼討たちには死んでもらうことにしたんです。誰も彼も、公平に、一人残らず──」

「なっ……！　おまえは、巫み女こなんだろう？　鬼討たちの穢けがれを祓はらってきたんだろう？　なんで、そんなおまえが──」

「それですよ。鬼討たちの後始末をするだけの自分が嫌になったのです」

「職場放棄か？　それなら、一人で逃げられただろ。それだけの腕があるならな」

「逃げるつもりはありません。コソコソと追っ手を恐れる生活は望みません」

「そんな勝手な話があるのかよ」

　童どう貴きも、学院の鬼おに討うちたちがどうなろうが知ったことではない。

　そのはずだったが──虎とら組ぐみとは短いながらも付き合い、この学院にいる鬼討たちが気の良い連中ばかりだということも知った。

　その上で、〝どうでもいい〟と言い切れるほど──鬼ではない。

「他ひ人と事ごとのように非難してますが、童貴さんが私にきっかけをくれたのですよ」

「俺が……？」

「正確には、童貴さんと朱しゆ璃りさんがですね。朱璃さんの中にある穢けがれ……それを見つけたときに、私の心は決まりました」

「話がそこに戻るのかよ。けどな、朱璃に穢れがあるとしても、だからといって、おまえが仲間を殺す理由にはならないだろうが」

「そうですね、あなたたちのせいにするつもりもありません。ただ──」

　雷らい花かは太た刀ちと鉄てつ扇せんを同時に構え、すっと一歩踏み込んでくる。

「鬼き王おうと最強の鬼討が結ばれ、流れ込んだ穢れ。そんな大きすぎる穢れを──そんなものを祓はらわなければならない私の気持ちが、わかりますか！」

「くぅっ……！」

「朱璃っ！」

　鋭く踏み込んで来た雷花の斬ざん撃げきを、朱璃が太刀で弾はじき──

「雷花、あなたはまさか──！」

「下がれ、朱璃！」

　なにか言いかけた朱璃の前に、童貴が割り込む。

　その童貴の音おと切ぎりでの一撃を、雷花が鉄扇で払いのけるようにして受け流す。

　童貴の腕がビリビリと痺しびれ、全身に衝撃が走っていく。

　折れそうな細腕から放たれた鉄扇での一撃が、身体からだ中じゆうの骨を砕くほどに強烈だ。

「なんだ、この力は──!?」

　鬼の童貴にすら匹敵するほどの、圧倒的なパワー。

　真マ呪ジユで身体を強化していても、単純な力比べでは人間が鬼に勝てるはずもないのに。

　雷花は、見けん鬼きの才で最適の太た刀ち筋すじを選んでいるだけでなく──他にも秘密がある！

　彩あや月つきが俺に〝死の気配がする〟と言ってたな──童貴は不吉な話を思い出してしまう。

「人をバケモノみたいに。まあ、はしたないことは認めますよ。朱璃さんのその可愛かわいらしい姿と比べたら、お恥ずかしい限りですね」

「なんだと……？」

　童貴は雷花を警戒しつつ、再び朱璃に目を向ける。

　黒髪に着けていた白いカチューシャにすっ──と切れ目が入り、はらりと外れてしまう。

「…………!?　しゅ、朱璃、それは……！」

「けっこうな腕前、雷花。髪の毛一本切らずに、カチューシャだけ斬るなんて」

　冷静にそう言った朱しゆ璃りのカチューシャの下には──

「ふふふ、何度見ても髪飾りみたいで可愛かわいいですね、それ」

「……私には似合わないわ」




　ツノ──それ以外の何物でもなかった。

　丸みのある二本の白く短いツノが、朱璃の頭の左右に生えている。




「鬼……いや、鬼になりかけているのか!?」

「こんな現象が起きるなんて、私も知らなかった」

「ええ、私も初耳です。ですが、その一対のツノはまさしく鬼のもの。鬼の象徴にして、力の源でもあるツノが朱璃さんに生えているんですよ」

「馬鹿な……俺だってそんな話、聞いたこともない」

　鬼のツノはたいていは二本で、低級な鬼の中には一本しかないものもいる。

　戦いで鬼おに討うちに一本折られたりすると、力が半減してしまう。

　三本のツノを持っているのは、始祖とその血族のみだ。

「童どう貴きさん、あなたから流れ込んだ穢けがれが朱璃さんを鬼へと〝転てん化か〟させているのです」

「……どうして黙ってた？」

　童貴は雷らい花かのほうを見ず、朱璃をまっすぐに見つめて言った。

「見えなければ、ないのと同じことだから」

「答えになってないぞ」

「ふふ、わたしが斬らせていただいたカチューシャは、ライコウが愛用した鉢巻きを手直ししたものです。鉢巻きでは可愛くないですからね」

「細かい手作業がお得意でけっこうなことだな」

「そのカチューシャには、ライコウ時代の鬼祓ばらいの力が宿っています。それくらい強力でなくては、朱璃さんの可愛らしいツノは抑えきれないのですよ」

「……朱璃が鎖で拘束された理由は鬼への内通じゃなくて、転化しつつあるせいか？」

　雷花は笑っているだけ、朱璃は黙ったままなにも反応しない。

　つまり、そのとおりだということだ。

「清せい明めい香こうで転化の進行を止められると思ったけれど、効果は薄いみたい」

　朱璃は、無表情で言った。

　彼女なりに体内で起きつつある異変を止めようと努力していたらしいが──

「ですが、そのカチューシャでもいつまで転化を抑えきれるか。少しずつそのツノも長くなっていますしね。朱璃さんが鬼になった場合は、どうなるんでしょうね？　鬼討の姫、おそらくライコウに並ぶ戦士であるこの人が鬼の力を手に入れたら──」

「ひょっとすると、俺の足元くらいには及ぶかもしれねぇな」

「あなたを踏み台にしなくても、とっくに私の足の下でしょう」

　バチバチッ、と童どう貴きと朱しゆ璃りの視線が火花を散らす。

　こんなときでも意地を張らずにはいられない二人だった。

「仲のよろしいことですね。ですが、微笑ほほえましく思っているわけにはいきません」

　黒髪の巫み女こは微笑みとともに、言葉を吐き出す。




「童貴さんが与え、朱璃さんが受け入れたその穢けがれ──人を鬼に変えるほどのその強力な穢れを祓はらったら、私の命もそこで終わるでしょう」




「命が終わる……死ぬってことか？」

「他に意味がありますか？　浄化は、私たち巫女にとって命懸けなのですよ。ほら、見けん鬼きでないあなたたちにも見えるようにしましょうか」

「「…………っ!?」」

　突然──

　雨に打たれている雷らい花かの周りに、いくつもの人影が現れた。

　いや、人の形をしているが人ではないものがふわふわと漂っている。

「なんだ、あれ？　巫女……か？」

「そのようね……」

　童貴がつぶやき、朱璃が答える。

　雷花の周りを漂っている人影は、確かに巫女にしか見えなかった。

　だが──巫女であって、巫女ではない。

　長い黒髪を振り乱し、清せい楚そな白であるはずの巫女装束は黒ずみ、緋ひ袴ばかまは破れて、白い太ももが剥むき出だしだ。

　乱れた髪で顔はほとんど隠れているが、わずかに覗のぞく目や口は憎悪に歪ゆがんでいる。

　まさに、怨おん霊りようとしか表現しようがない姿だ──

「童貴さんは鬼、朱璃さんは半分は鬼──半はん鬼きとなっています。鬼とは元々霊的な存在ですからね、私が強く念じてあげれば見えるでしょう？　彼女たちは、私と同じく鬼き祝しゆく神社で穢れを浄化してきた巫女たちです。今や、この有様ですけどね」

「なるほどな、鬼との戦いで浴びた鬼おに討うちたちの穢れを〝祓う〟〝浄化する〟っていうのは、どこかに穢れが消えてなくなるわけじゃないのか」

「穢れを巫女が引き受けて、体内に封じている……？」

「お二人とも話が早くて助かります。そうです、穢れを消すことはできません。だからこそ、巫女たちは体内の穢れによって生命を削られ、十代のうちに命を落とすのです」

　アアアアアアァ……と、巫女たちは身も凍るような怨えん嗟さの叫びを上げている。

　童貴は、神社で妙なものが飛んでいるのを二度見た。

　おそらく、かすかに巫女たちが見えていたのだろう。

「穢れを抱いだいたまま死んだ巫女は、魂が消滅することすらなく、こうして穢れとともにいつまでも存在し続けています。私に取とり憑ついているのは二十体ほどですが、神社には数え切れないほどの巫み女こたちの亡霊がいますよ」

「怨おん霊りように好かれるとは、巫女も難儀らしいな……」

「この巫女たちは〝見張り〟です。生きている巫女が、自分たちと同じように穢けがれとともに無惨に死んでくれるか──彼女たちは常に監視しているのです」

「……ひでぇ話だな。もしも救われる巫女がいたら──」

「呪い殺されますね。仮に穢れを祓はらわなくても、巫女には生き残るすべはないわけです」

　雷らい花かは、なぜかくすくすと笑う。

「鬼おに討うちたちは、まだいいですよ。戦いで死ななければ無事に〝卒業〟できるんですから。ですが、巫女は早すぎる死から逃れられないのです。強い穢れを祓える巫女であるほど、死は早まります。その上、死ぬ前に後継者を残せと好きでもない男との間に子供まで産むことになります。これ、訴えたら勝てる案件ですよね？」

「……やってみりゃいい」

「冗談ですよ。私たちも世間のオモチャにされるのは勘弁です」

「雷花、あなたも……？」

「余命はあと一年あるかないか、というところでしょうか？　今なら、子を産むことはできますが、童どう貴きさんには子作りを断られまして」

「おおいっ!?」

「童貴……？」

　朱しゆ璃りが、雷花に向けていたよりもはるかに冷たい目で童貴を睨にらむ。

「こ、断ったって言ってるだろ！」

「別にいいけれど……あなたが誰といやらしいことをしても」

　朱璃は、〝別にいい〟ようにはまったく見えない殺意を向けてきている。

「ですが、私は希望を見つけました。子孫ではなく、私自身が未来を生きられる希望です。童貴さんの穢れは、朱璃さんを鬼へと変化させています。始祖の末まつ裔えいの穢れは特殊なのでしょう──それが私にとっての希望の光なのですよ」

「希望……？　おまえ、今度はなんなんだ？」

　そろそろ、童貴は雷花の話についていけなくなっている。

　鬼討全員の死を願い、自分自身の命ももう長くない。

　今さら穢れを祓う役目を降りても、もう余命は短く、取り返しがつかないのだろう。

　だからといって、雷花の真の目的がなんなのか見えてこない。




「私は、鬼になりたいのです」




「鬼に……なる？」

「つまり、私のように……？」

　朱しゆ璃りが、ジャラリと鎖を鳴らして、自分の頭のツノに触れている。

「始祖──考えてみると妙な呼び方ですよね？　人間で言う〝アダム〟でしょうか？」

「おまえ、巫み女こだろ。同業他社を例に出すなよ」

「わかりやすく言ったまでです。始祖は、どこから来たのでしょうか？　始祖以外の鬼は、どこから現れたのでしょうか？　朱璃さんのおかげで、後者は答えが出ましたね」

「始祖には──鬼を生み出す能力があるって言いたいのか？」

「そうなのでしょう。ただ、始祖が現れた時代に既に多くの鬼がいたわけですし、交わり以外にも鬼を増やす方法があると考えたほうがいいですね」

「……交わりって言わないで」

　朱璃が嫌そうに言いつつ、頬ほおを赤く染めている。

「これは失礼。ですが、方法はどうあれ、鬼になれば──きっと私は生きられる」

「穢けがれで死ぬことはないだろうな」

　元々、鬼は穢れのカタマリのようなものだ。

　どれだけ穢れを抱え込んだところで、命を奪われることはないだろう。

「始祖の末まつ裔えいである三本ヅノ、あなたに鬼になるためのヒントがあると考えました」

「結果的には正解だったってわけか」

「私のカンの冴さえが怖くなるほどですね。仕込みも無駄にならずに済みました」

「仕込みだと……まだ他になにがあるんだ？」

「彩あや月つきさんに朱璃さんを見張らせただけですよ。見けん鬼きでない割にあの子のカンもなかなかですが、自力で童どう貴きさんを見つけるのは無理でしたから」

「妹になにをやらせてるんだ。まさか、犠ギ眼ガンもおまえが──？」

「いえいえ、とんでもない。いくら私でも妹の目をえぐるようなマネはしませんよ。あれは、私も知らない間に彩月さんがやったことです」

　だとしても、鬼に目を食わせなければ犠眼は成立しない。

　彩月がどこで自分の目を失ったのか──いや、今はそれどころではない。

「仕込みの話でしたね。朱璃さんは必ず童貴さんと接触すると踏んでました。ですがまさか、童貴さんが朱璃さんを手助けする決定的シーンを撮れるとは思いませんでした」

「朱璃が学院で捕まったのも、おまえの仕込みだったのかよ……」

「いえ、朱璃さんが捕まったのは自業自得で、童貴さんの軽率な行動が原因でしょう？　さすがに私は悪くないですよね？」

「今さら、おまえの罪が一つ増えるくらいどうでもいいんじゃないか？」

「学院の結界に細工して、童貴さんが侵入しやすいようにしたことは罪でしょうか」

「……ホント、細こま々ごまと動いてるな。一つ間違えば他の鬼の侵入も許すかもしれねぇのに」

「できる手は打っておくべきですよ。結果的には成功でしたね。偶然の成り行きも多々ありましたが、童貴さん、あなたと出会えたのですから。鬼に転てん化かするためには、あなたがいなければ始まらない」

　雷らい花かは手にしていた太た刀ちを高く掲げて──

「私は、鬼になってでも生きたい。彼女たちのような哀れな姿になりたくないんですよ」

　雷花は、太刀を大きく弧を描いて振るった。

　周りにいた巫み女この亡霊たちが、低い叫びを上げて逃げ出す。

　巫女たちはシュウウ──と音を立てて煙のように消えてしまう。

「鬼になり、生きるならここの学院のみなさんは邪魔ですしね。ついでに消えてもらうことに決めたのです。一人ずつ狩っても、たった二百人程度。大した問題にはなりません」

「そのために、そこまでの業わざを身につけたのか。執念だな……」

「生きるための執念以上に強いものはありませんよ。限りなく不死に近い童どう貴きさんには、わかりません」

　雷花は、わずかに童貴を軽蔑するような目をして──

「いえ、呪われているのは巫女だけではありません。鬼おに討うちも、鬼すらも呪われている。呪われた奴隷たちです。本当は戦う理由などないのに、果てしない殺し合いを続けている。奴隷ではないのは、鬼の王である童貴さん、あなただけ」

　雷花は、今度は童貴にまっすぐな──憧れるような目を向けてくる。

「私は鬼になりたい。ですが、ただの鬼ではなく、鬼き王おうになりたいのです」

「は……？　まさか、俺に取って代わりたいっていうのか？」

「あなたは、すべての鬼が背負う〝ライコウの血族を滅ぼす〟という呪いから逃れられています。多くの鬼の中で、あなただけが」

「俺はこれでも始祖の末まつ裔えいだ。始祖の呪いの対象外でも不思議はないだろ？」

「理由なんかどうでもいいのです。ただ私は、巫女の呪いから逃れて、鬼の呪いに囚とらわれるのも冗談ではありません。だから童貴さん、あなたの鬼王の力がほしい」

「待て。俺を討ったからって、鬼の王になれるとは限らないぞ」

「鬼は強者が弱者を支配する。それが鬼の唯一の理ことわりでしょう。始祖の呪いも、始祖よりも強い鬼には通じない。たとえば現代の鬼王、あなたには」

「…………」

　童貴は、人を殺したいとは思わない。ライコウの子孫であってもだ。

　なにより、すべての鬼が狙う朱しゆ璃りへの殺さつ戮りく衝動はまったくない。

　それは、童貴が始祖の呪いから自由だからだ。

　理由を深く考えたことはなかったが──雷花の理屈が間違っているとは言い切れない。

「それに、考えが間違っていて、始祖の呪いに縛られてもかまいません。どのみち、学院の鬼討たちは全滅させるのですから。ライコウの子孫が絶滅すれば、始祖の呪いそのものが消えるかもしれませんよ」

「……だといいがな」

　童貴は、呪いを解く方法など考えたこともなかった。

「そうして、鬼の王として私は自由に生きるんですよ」

「自由、か……俺は王なんて名ばかりで、仲間の鬼からも憎まれてる」

　荊イバラクランも、リセとともに倒した鬼も、童どう貴きへの憎悪を見せていた。

「孤独ではあっても、奴隷ではない。それだけで充分です。いいえ、あなたはもう孤独ですらない。あなたは、朱しゆ璃りさんを見つけました。彼女もまた、鬼を見れば斬るだけの奴隷から自分を解放しています」

「……童貴は私の獲物よ」

「そうです、あなただけのものです。それが憎たらしい。私が取って代わりたい童貴さんを、朱璃さんが独り占めにしていますよね」

「私が童貴に挑み、彼も私に応えてくれるというだけよ。あなたは死にたくないあまり、なにもかもが憎くなっているのよ」

「そうかもしれません」

　雷らい花かは、くすりと笑う。

「どうでもいい。憎いことすらどうでもいい。私は、童貴さんの穢けがれを取り込んで鬼になり──鬼き王おうになってみせましょう。童貴さんは身動きできない程度に八つ裂きにして、じっくりその穢れを私が受け止める方法を探しましょう。最悪、交わってもいいですしね」

　雷花は笑いながら、太た刀ちと鉄てつ扇せんを構えて、一歩前に出た。

「話はよくわかったよ、雷花」

　だが、童貴はもう冷静さを取り戻していた。

　話もよく理解できたからこそ──もう動揺もしていない。

　人であろうと鬼であろうと、理解できないものに心が揺れてしまうのだ。

　落ち着いてしまえば──怖いものなどなにもない。

「俺は鬼で、おまえは人だ。人がなにを企たくらもうが、鬼が知ったことじゃない」

　童貴もまた、雷花に向かって一歩踏み出した。恐れのない足取りだった。

「俺を討とうとするならともかく、俺に取って代わろうなんて馬鹿はどうでもいい」

「ずいぶん無関心ですね」

「始祖もその末まつ裔えいもなあ、さほど重要じゃねぇんだよ。王の力を求める天てん竜りゆう雷花、おまえこそが──鬼にも人にも危険な怪物ってだけだ」




『鬼は決して卑ひ怯きような真ま似ねはせぬ──ライコウ、騙だまし討うちを仕掛けたおまえたちこそが人の言う鬼ではないのか！』

『人は鬼を殺すためなら鬼にもなろう──矛盾していても、それこそが人なのだ』




　稲妻のような光が童貴の脳裏を走り、またいつかの凛りんとした武士の姿が見える。

　やはり、彼こそがライコウ──鬼の始祖を討ち果たした〝怪物〟だ。

「鬼を殺すためなら鬼にもなる、か……」

「鬼を殺すためなら鬼にもなろう……」

「…………」

「…………」

　童どう貴きのつぶやきと同時に、朱しゆ璃りも歩きながらぼそりとつぶやいた。

　朱璃は足を止めて童貴のほうを振り向き、二人は黙って見つめ合う。

「もしかすると、朱璃……おまえも見えたのか？」

「あなたも見えたのね……私たちはある意味では既に交わっていたのかも」

　始祖とライコウ──宿敵同士の二人は、確かに因縁で縛られていた。

　遠く千年を隔てた童貴と朱璃にも受け継がれてしまうほどの、断ちがたい因縁だ──

「……どうも、あなたたち二人の危険性を見誤っていたようです。今、一瞬、あなたたちの姿が重なったように見えました」

「おまえも誤算が多いんじゃないか？　目的はわかったが、手を打ちすぎだ。余計なことをしすぎたから、俺と朱璃を敵に回してるんだよ」

「ええ、誤算はありましたね」

　すっ──と雷らい花かの姿が消えた。

「…………っ！」

「ぐっ……！」

　雷花は滑るように動いて、朱璃に太た刀ちで斬ざん撃げきを加え、朱璃の反撃を鉄てつ扇せんで受け流し──

　朱璃が体勢を崩すのと同時に、太刀と鉄扇を高く放り投げ、一瞬のうちに肩に掛けていた矢を構え、三本の矢をつがえて放っていた。

「ちぃっ……！」

　童貴は飛んできた矢を二本、音おと切ぎりで叩たたき落おとしつつも、一本の矢をさばききれず、右肩にくらってしまう。

　太ももにくらったときよりもはるかに強力な、骨をも砕くほどの真マ呪ジユを込めた一いつ矢し。

　当然ながら、鏃やじりには祓はらえ詞ことばが刻まれていて、体内を灼やかれるような激痛が走る。

「鬼の力を封じた鬼、鬼になりかけた鬼おに討うち、どちらも中途半端すぎます。こんなに弱いとは誤算ですね。それとも私が強くなりすぎましたか？　私は、鬼討と見けん鬼きの力を持ち──祓はらってきた穢けがれを身体からだに宿して、それを力に換かえています」

　雷花は放り投げた太刀と鉄扇を受け止め、再び油断なく構えている。

「忌いま々いましいことですが、穢れのおかげで私は人でありながら鬼を越えてしまいましたよ」

「なるほど、それがおまえの力の秘密か……そういう意味でも怪物だな」

　天てん竜りゆうの家は、見鬼の才を受け継ぐ血筋。

　だが、雷花の妹である彩あや月つきは鬼討の力を持って生まれてきた。

　姉のほうは、見鬼に加えて鬼討の力まで持ったハイブリッドとして生まれてしまった。

　見鬼の力で穢れを取り込み、その穢れすらも力に換えているという。

　羽う水すいが説明していたように、人間も陰の気を持ち、それを陽の気に転換している。

　それと同じことが雷花にはできる──真呪を操る能力も桁外れだ。

　戦いは雷らい花かが圧倒的優勢。ひっくり返せる見込みはない。

（だが、今のままなら──だ）

　童どう貴きは静かに覚悟を決めつつあった。

　勝利を確信した巫み女こは、そのことにまだ気づいていない。







「せめて、朱しゆ璃りさんが自由ならまだ勝てる見込みもあったでしょう。ですが、朱璃さん。あなたが、自分を縛ることを望んでしまったから」

「なに……？」

　童貴は雷花を警戒しながら、朱璃のほうを振り向く。

「ちょっと待て、雷花が封ふう魔まの鎖で朱璃を拘束したんじゃないのか？」

「この鎖を私にかけたのは間違いなく雷花よ。ただ──」

「封魔の鎖は巫女か陰おん陽みよう師じにしか扱えないので、私が拘束したというだけです。朱璃さんは転てん化かを防ぐために、みずからその鎖を持ち出してきたんです。その鎖はライコウの直系に伝わるもの。私ごとき巫女が勝手に使えるものではありません」

「その鎖、転化を防ぐ効果もあったのか……でも、朱璃おまえ……？」

「黙っていてごめんなさい」

　信じられないことに、素直でない朱璃が、ためらいなく謝罪の言葉を口にした。

「あなたは鬼で、私は人。だからこそ私たちは戦い、同じ時間を過ごせたのよ。なのに、私までが鬼になってしまったら──」

　そこまで言って、朱璃はぐっと唇を噛かんだ。

　鬼になってしまえば、童貴との関係までが変わってしまう。

　自分が鬼になることを、童貴との関係を守るためだけに防ごうとしている。

　朱璃は、ただそれだけのために忌いまわしい鎖に縛られることを選んだのだ──

「童貴、あなたは〝自分が人間に生まれていたら一緒に──〟と言ってくれた。あの言葉、嬉うれしかった。一瞬だけでも夢を見ることができたから」

「そうだ、夢だ。どこまで行っても俺は鬼で、おまえは人だ──」

　たとえば夕暮れの屋上で、二人が普通の高校生のように笑い合えていたら。

　童貴は、数え切れないほど、そんなありもしない話を妄想してきた。

　だからこそ、〝もしも自分が人間なら──〟そんな言葉が飛び出してしまったのだ。

　童貴は夢を見て、朱璃にも夢を見せたが、一方で彼女は現実もきちんと見ていた。

　自分が鬼になっても、童貴と一緒に生きられるわけではない。

　だからこそ、朱璃はみずからを鎖で縛り上げてしまったのだ。

「……馬鹿な女だな、朱璃」

「死し地ちに飛び込んでくる馬鹿に言われたくないわ、童貴」

　童貴は朱璃の横に並んで笑いかけ──彼女もまた微笑ほほえんだ。

　その微笑ほほえみを見て、童どう貴きは思う。

　こんな笑顔を見られただけで、命懸けで学院に来たことを後悔せずに済む。

「あなたたち……仲が良いのか悪いのか、どちらなのです？」

「言うまでもねぇよ。この最強の鬼おに討うちを倒すのは俺だ」

「口に出すのも馬鹿馬鹿しいけれど、この鬼き王おうは私の獲物よ」

　この期ごに及んでも、口先では馴なれ合あえない二人だった。

　だが、だからこそ──

（朱しゆ璃りのためだったら、すべてを懸けて戦う価値がある）

　童貴はあらためて確信し、決意が背中を押してくれる。

「俺は朱璃の獲物なんだ。悪いが雷らい花か、おまえに負けてやるわけにはいかない」

「実は、鬼王を倒せるか不安はありましたよ。ですが、今はそんな有様ではないですか」

　童貴は右肩、それに太ももに矢が刺さったままだ。

　屋敷の外に出て、雨脚も強まって清せい明めい香こうの効力はかなり薄れているが──

「高濃度の清明香は、体内に吸収された分がしばらく効き続けます。まだ、身体からだの自由は利かないでしょう？　始祖のように一服盛られたあなたでは、私には──」

「雷花、ありがたく思え。穢けがれを抱いだいて死んだ巫み女こたちとは違う。俺がおまえの体内にある穢れごと──存在のすべてを消し尽くしてやる」

　童貴はもう雷花など見ていない。

　雷花のことも、眠っているであろうリセ、彩あや月つき、坂さか神がみのことまで忘れている。

　ただ、童貴が見ているのは──

「鬼き手しゆ仏ぶつ心しん」

「な、なにを言ってるの？」

　童貴は朱璃の前に立ち、つぶやいた。

「外科医は人間の身体をぶった切ったりして残酷なマネをするが、患者を治すための慈悲深い行為だって意味だ」

「そ、それがどうかしたの？」

「俺も同じことをやったのさ。もっとも、鬼手鬼心──そんな言葉はねぇだろうが」

「童貴、あなたがなにを言っているのかわからないわ」

「俺は始祖の末まつ裔えいだ。どうやったって、鬼の力を完全に封じ込めることなんかできない。人間に化けるのに一番向いてない鬼だ」

「……でも、今のあなたはまるで人間だわ」

「そうだ、今のおまえにあって俺にないものがあるだろ？」

「ツノ」

　一瞬の間も置かずに、朱璃は即答する。

「俺のあだ名は三本ヅノだったな。学院に来る前、朱璃に見せてたバケモノの姿は擬ぎ態たいだったが、あの三本のツノだけは本物だ」

「そのツノは……隠せるものなの？」

「幻術で隠せるが、鬼おに討うち相手には通用しないだろうな。だからざっくり言うと──引っこ抜いてきた」

「ひ、引っこ抜いた……？」

　童どう貴きは朱しゆ璃りの言葉に頷うなずき、ボサボサの前髪を軽く持ち上げてみせた。

　額の中央、生え際のあたりにうっすらとした傷痕のようなものがあった。

「はは、〝鬼も角つの折おる〟なんて言うが、ツノがなくなっても性格は変わらなかったな」

「わ、笑い事じゃないでしょう。そんなことをして──」

　大丈夫なの、と朱璃は言いかけたようだが、見てのとおりに生きてはいる。

　鬼も角折るとは、悪党が善人に変わることもある、ということわざだ。

　だが童貴はツノを失っても鬼のままで、朱璃を好きな気持ちも変わっていない。

「真ん中のツノは髪で痕を隠しきれないんで、ちょいとドキドキだったが、入学前の身体検査でもただの傷痕だと思われたみたいだな」

「確かに……鬼き気きは感じないわ。ツノなんて鬼気のかたまりだから、たとえ引き抜いても痕こん跡せきくらいは感じ取れるはずなのに」

「感じ取られちゃ困るんだよ。鹿のツノは神経が通ってないらしいが、牛のツノは神経も血管も通っていて切ると暴れ回るそうだな。鬼のツノは牛と同じだ。内部に神経も血管も通ってる。朱璃も無む理り矢や理りに切ったりしないことをオススメする」

「切るなんて発想はなかったわ。怖すぎる」

「意外に気にするんだな……」

　鬼き王おうにも臆さず斬りかかってくる少女にも、怖いものはあるらしい。

「まあ、鬼のツノは鹿と同じで切ってもまた生えてくるしな」

「牛とか鹿とか言われると、鬼の恐ろしさが薄れるわね……」

「わかりやすく説明してるだけだ。だが、学院内でツノが再生しても困るからな。神経や血管ごと体内から引き抜いておいた。これで再生を防げるわけだ」

「そ、それって……痛くないの？」

「はっ、俺を誰だと思ってるんだ？」

　童貴はニヤリと笑い、左手の親指を額の傷痕に当てる。

　実のところ、ツノを引き抜くのは鬼にとって唯一最大の拷問となる。

　鬼はすぐに傷が再生するために、ダメージを受けても痛みをほとんど感じないが、鬼のツノは力の源であると同時に弱点でもあるのだ。

　特にツノ周辺の神経は敏感な上に再生が遅い。

　ツノを引き抜くのは、斬れ味の悪いノコギリで少しずつ首を斬られるに等しい──

　かつて、伊い紅くはそう言っていた。

　はぐれ鬼の彼女は元いたクランを抜ける際に、ケジメとして片方のツノを引き抜かれたことがあったのだ。

　猫に変へん化げした伊い紅くの片耳が欠損していたのは、ツノが一本足りないからだろう。

　童どう貴きも伊紅からツノを引き抜く激痛の話は聞いていたが、自分の三本のツノを引き抜くことを少しも躊ちゆう躇ちよしなかった。

　伊紅を含めて、他の鬼でも鬼き王おうである童貴のツノを引き抜くことはかなわない。

　みずからの手で、自分の最大の弱点を責せめ苛さいなむマネをするしかなかった。

　しかも、三本も繰り返すのは、いっそ殺してほしいほどの激痛で──

　三本のツノを引き抜いたあとも、その痛みは消えるどころか激しさを増して、童貴を責め続け、立ち上がることすらできなかった。

　おかげで、朱しゆ璃りが監禁されている話を聞いてから学院に潜り込むまで、一ヶか月げつもの時間がかかってしまったのだ。

　伊紅は、童貴が一ヶ月で回復したことが信じられなかったらしいが──

「多少の荒っぽいことはしたけどな。おかげで、鬼おに討うちにもバレずに人間に擬ぎ態たいできた。だが、それもこれまでだ──」

　童貴は、持っていた短刀を放り投げる。

　だいぶ手に馴な染じんできた武器だが、ここからはこんなものは必要ない。

　ついでに、しつこく刺さったままだった二本の矢も一気に引き抜いてしまう。

「朱璃、俺を斬れ」

「え……？」

「俺は存在そのものを人に近づける〝変化〟を使ってる。ここまでの擬態は、そう簡単に解けねぇんだ。人としての俺を殺さない限り、な」

「童貴……人としてのあなたが消えたら、どうなるの？」

「そんなもん、わかりきってるだろ？」

　朱璃でなくても、誰にだって容易に想像のつく話だ。

「俺を鬼に戻せるのは他の誰でもない、おまえなんだよ、朱璃。おまえを倒すのは俺だ。だが、俺を倒せるのも──おまえだけだ」

「私は──獲物を仕し留とめるなら自分の力で追い詰めるわ」

「だったら、俺と手を組んで雷らい花かを倒すか？　それでも際どそうだけどな」

「……共闘するつもりはないわ。この戦いも、たまたまあなたが近くにいただけ」

「そうだ、人が鬼に与くみすることはない。ただ、俺を斬るだけでいい。おまえは──鬼討を裏切ったことにはならない」

「……馬鹿なお願いね。死ぬほど後悔させてあげるわ」

　ざーっと雨が落ちてくる天に向かって、朱璃は太た刀ちを高く構えた。

　童貴には、朱璃の頬ほおをつうっと涙が一筋伝ったように見えたが、ただの雨だったのかもしれない。

「死んで、童貴。あなたはやっぱり──鬼なのよ」

「ま、待ってください！　あなたたちは本気で──!?」

　雷らい花かの慌てた声が聞こえたが、童どう貴きも朱しゆ璃りも気にもかけなかった。

「…………っ！」

　朱璃が太た刀ちを振りかぶると──

　両手両足の鎖がジャラジャラと音を立てて伸び、変形して──彼女の小柄な身体からだに巻きついていく。

　鎖が身体に食い込み、大きな胸のふくらみを、スカートを持ち上げて扇せん情じよう的てきな姿になっている。

「この鎖は私の愚かさの証。鬼おに討うちとして罪を犯した私を縛いましめ続ける──」

　ギリギリと鎖が食い込み、朱璃は顔を赤くしながらもまるで怯ひるまない。

　その大きな瞳は強く輝き、太刀を握った腕がゆっくりと動いていく。

「だけど私の身体を縛れても、魂は意思は縛れない。私の心が求める限り、この剣は誰にも止められない──！」

　そうだ、それでこそ一いち条じよう朱璃──

（美しい太た刀ち筋すじで剣を振るその姿に、俺は囚とらわれたのだから）

　童貴は斬りかかってくる朱璃を抱き留めるかのように、両手を大きく広げる。

「童貴……！」

　朱璃は鎖で拘束された腕を強引に振り上げ、再び太刀を高く掲げて。

　練り上げた真マ呪ジユが全身に伝わり、真紅の髪は燃え上がるかのように赤く紅あかく。
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　真マ呪ジユが伝わり、太陽のように真まっ赤かに光る刃を、斜めに一いつ閃せんさせる──

　童どう貴きの目には一筋の光が鋭く走っただけのようにしか見えなかった。

「…………っ！」

　袈け裟さ懸がけに振り下ろされた刃が童貴の身体からだを斬り裂き、真紅の血が激しくしぶきを上げていく。

　鬼おに討うちの刃にも雷らい花かの鏃やじりと同じ祓はらえ詞ことばが刻まれていて、灼やけるような鋭い痛みが走る。

（これでいい──この痛みが、人のフリをして見ていた夢を覚まさせてくれる！）

　そうか、と童貴は気づく。

　彩あや月つきが見た童貴にまとわりついていた死の影は──朱しゆ璃りの刃によってもたらされるものだったのだ。

「ばか……！」

「しゅ、朱璃……？」

　激しく血を噴き出している童貴の身体に、朱璃が太た刀ちを捨てて抱きついてくる。

　痛みをかき消すほどの柔らかな感触、体内の奥深くまで染み込んだ清せい明めい香こうを吹き飛ばす甘い香り──

「死んだら許さない……！」

「どっちなんだよ……！」

　童貴は苦笑いして、片手だけ伸ばして朱璃の華きや奢しやな身体を抱く。

　血で彼女の身体を汚してしまうことも、気にならない。

　ただ、戻ってきた痛みと柔らかな感触だけが童貴の身体を包んで──







　空が割れたような轟ごう音おんが鳴り響き、稲光が走った。

　天地の間を引き裂いて雷が地面に落ち、一いち条じよう邸の庭の大木を一瞬で黒焦げにしてしまう。

「それが──鬼の始祖、その末まつ裔えいの本当の姿ですか……！」

「そうだ、雷花。おまえがなりたいと願った姿がこれだ」

　童貴は抱き寄せていた朱璃の身体を放し、一歩踏み出した。

　姿は特に変わっていない。

　童貴の結んでいた長い髪がほどけ、風に舞っているくらいだ。

　それと、もう一つ──

「三本ヅノ……童貴さん、なかなか立派なものをお持ちですね」

「人としての大おお衛え童貴は死んだ。だが、鬼としての大衛童貴は自分でもどうやったら死ぬのかわからねぇ。苦労して引っこ抜いたツノまで簡単に再生しやがるんだからな」

　童貴の額とその左右に、三本の長いツノが生えている。

（力が湧いてきて止まらない。鬼とはこんなに凄すさまじいバケモノだったか）

　鬼の力の源であるツノが戻り、大衛童貴は完全に人を捨てて鬼の能力を回復させている。
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　朱しゆ璃りの一刀で斬り裂かれた傷も、一瞬のうちに治癒している。

「悪いな、朱璃。こうなったらもう──止まれない」

「姿なんてどうでもいい。だけど、ようやく本当のあなたと再会できた。ずっと私が戦ってきた、本当のあなたと」

　朱璃はどこかせつなそうな顔で、童どう貴きの姿をじっと見つめて──

「やって。私だけが見てきたあなたの本当の力、雷らい花かにも見せることを許すわ」

「そりゃどうも……！」

　童貴は苦笑しながら走り出す。

　刹せつ那なもかからずに、雷花の前に達すると──

「童貴さん、次はそのツノを私が斬──！」

「遅すぎる」

「なっ……!?」

　雷花は素早く反応して太た刀ちを振るったが、その口から驚きの声が上がる。

　童貴は素手で雷花の太刀を受け止めると、同時に左の拳を鉄てつ扇せんに叩たたき込こみ、バラバラに砕いていた。

「いいえ、遅くは──ありません！」

　驚きつつも雷花は動きを止めていなかった。

　両手で太刀を握り直し、地面をえぐるほどに強く踏み込んで剣を一いつ閃せんさせる。

「…………っ!?　い、いない……!?」

　だが、剣けん閃せんが走り始めたその瞬間に、童どう貴きの姿は消えていた。

　雷らい花かは童貴の姿を見失い、素早く太た刀ちを引いて全周囲を警戒する。

「こっちだ、雷花」

「…………っ！　な、なぜ見えないのですか！　私に見えないものなんて……！」

　童貴は高速で巫み女この視界から外れ──

　雷花が太刀を引いて構え直したときには、彼女の目の前に現れていた。

　すぐ目の前にいるのに、見えなかった──おそらく、雷花は混乱の極きわみにあるのだろう。

「鬼は姿を消し、正体を隠すものだ。俺は鬼き王おうだからな、誰よりも上う手まく陰に潜む。始祖は逆に正体を隠したライコウに討たれちまったがな。俺はご先祖様の轍てつは踏まない」

「これが鬼王だというのですか……！」

　雷花が苦し紛まぎれに放った、それでも見事な太た刀ち筋すじの剣を童貴はまた軽く受け止める。

「見えないものは斬れないんだ、雷花。いくらおまえが強くてもな」

　この巫女には、童貴の姿は幻のようにおぼろげにしか見えていないだろう。

　どれだけ強力な見けん鬼きの才があろうと、穢けがれを力に換かえていようと、敵の姿を捉とらえることができなければ攻撃は通じない。

「まだ終わってません！　見えないものを見るのが私の力──！」

　雷花は童貴に掴つかまれた刃を強引に引き抜くようにして、太刀を構え直す。

　彼女の大きな瞳から、赤い血が涙のように流れ出していく。

「私の目は見たくないものも見てきました……！　私がいずれたどり着く悲運に見舞われた巫女たちの姿を！　今さら、見えないものなど──あってたまるものか！」

　雷花が構え直した刃に真マ呪ジユが込められ、まぶしいほどに白く輝く。

　天てん地ち陰いん陽よう、天と陽の気に満ちた──地を這はい陰に潜む鬼を断つ光の刃だ。

「さっきの宣言通り、綺き麗れいに八つに裂いてあげますよ、童貴さん！」

「…………っ！」

　輝く刃が正確に四回走り、童貴の身体からだが焼けるような痛みとともに斬り裂かれていく。

　激しく血しぶきが舞い、雷花は笑みを浮かべ──だが、その笑みは即座に消えた。

「なっ……!?　こ、これは……!?」

「お見事。速く強く正確な斬ざん撃げきだ。けどな、俺はもっと恐ろしい剣を知ってるんだよ」

　バラバラに斬られた童貴の肉体が一瞬のうちに繋つながり、噴き出したはずの血も体内に戻っていき──鬼は、何事もなかったかのように雷花の前に立っている。

「甘いわ、雷花。童貴に、八つ裂きにした程度で死ぬような可愛かわいげはない。そのくらいで死ぬなら、とっくに私が仕し留とめてる」

「朱しゆ璃りにも何度も斬られたからな。あの痛みに比べりゃ、雷花の剣は軽い」

　童貴は無造作に雷花の刃をぐっと握り締め──バキンッと真ん中でへし折った。

「なぜ……!?　鬼の力を取り戻したといっても、なぜ私の剣が通じない……!?」

「雷らい花か、あなたは確かに強いわ。でも、ずっと学院で業わざを磨くばかりで鬼と戦っていない。私は戦ってきた、最強の鬼と。何度も、何度も。それがあなたと私の違い」

　朱しゆ璃りは血塗られた刃を握った手をだらりと下げ、虚こ空くうを見つめている。

　最強の鬼おに討うちは鬼と巫み女この戦いを見ていない。だが、すべてを把握しているのだろう。

「朱璃さん……私はあなたに届かないというのですか！　私を救ってくれるはずの鬼を奪われ、剣でもあなたに負けて──あなたがすべてを手に入れるのですか！」

「私がほしいものは一つだけ」

　朱璃は小さくつぶやき、ちらりと童どう貴きに視線を向けてきた。

　童貴はへし折った刃を口にくわえ、ぐしゃりと噛かんで粉々に砕く。

「雷花、おまえは確かに強かった。でもな、ラスボスに単身で挑むのは思い上がりってもんだ。俺に一人で勝てるとしたら、この地上にはあいつしかいねぇんだよ。あいつはいつだって、どこに隠れたって、俺を見つけてくれるからな」

「こんなときに惚気のろけられても困りますね……！」

　雷花は折られた太た刀ちを捨て、弓矢を構えて瞬時に童貴との間合いを詰めながら、一本の矢を弓ゆみ音おとを高く響かせて放つ。

　見えなくても外しようがない、超至近距離から放たれた矢──狙いは童貴の心臓。

　鬼を滅する祓はらえ詞ことばを刻み込んだ矢。

　強力な真マ呪ジユも込められ、白く輝く軌跡を描き、流星のように飛んでくる。

　心臓にその矢が突き刺されば、鬼の力を取り戻した童貴でさえ──




「もう誰も、俺の心臓には届かない……！」




　童貴は、至近距離から放たれた矢を瞬間移動のごときスピードでかわしていた。

　さらに、右の手のひらを雷花の胸に突きつけ──そこを砲口として力を放出する。

　陰の気、鬼き気き──呼び方などなんでもいい。童貴は気にしたこともない。

　技に名前をつけて喜ぶような稚ち気きは、童貴にはなかった。

「…………っ！　童貴さんっ……鬼めっ……！」

　雷花は目を見開き、呪じゆ詛そのような叫びを上げながら、はるか後方へと吹き飛んでいく。

　二十メートル以上も飛んで、一いち条じよう邸の塀へいを粉々に砕き、そこでようやく止まった。

　そこには、長い黒髪が乱れ、巫女装束もボロボロになり──それでも美しい天てん竜りゆう雷花の血まみれの肉体が転がっている。

「まったく……恐ろしい巫女さんだったな。千年の鬼討の歴史でもあそこまでのヤツはいなかっただろうよ。あいつが前線に出てたら、とっくに鬼は全滅してたかもな」

　童貴は油断なく雷花を睨にらみながら、息をついた。

　取り戻したばかりの鬼の力を一気に使いすぎた。

　だが、天竜雷花は出し惜しみをできるような相手ではなかったのだ──

「悪いな、雷らい花か。おまえの願いは叶かなえてやれねぇよ」

　童どう貴きは倒れた雷花の前に立つ。

「おまえは俺と朱しゆ璃りの間に割り込んで、引き裂こうとした。それだけは許しておけねぇよ。ついでに、俺の友達の仇かたきでもあるしな」

「私は、ただ生きたかった……自由に、生きたかっただけなんです……」

「ああ、そうだろうよ。だが、おまえが祓はらうべきは自分の心にある闇だったんだ」

「ふふ……ひどいですね、童貴さん。まるで鬼のような言葉、です……」

　雷花は倒れたまま、右手を軽く上げてなにかを掴つかむような動作をした。

　だが、拳を握り締める前に、その手ががくりと地面に落ちてしまう。

「……可哀かわい想そうだなんて、思っちゃいけないんだろうな」

「誰かを憐あわれむほど傲慢になりたくないわ」

　童貴がつぶやき、朱璃が応える。

　そういえば、封ふう魔まの鎖を解く手段を聞き出すことはできなかった。

　だが、あの巫み女こが、親切に童貴の最大の懸けん案あん事項を解決してくれるはずもない。

「私ほどではなくても、やるわね、童貴」

「戦士でもない巫女にやられるほど、始祖の末まつ裔えいは焼きが回ってねぇよ」

　童貴が無表情で振り向くと──

「だけど、あなたは鬼に戻ってしまった。だったら、私はこうするしかない」

「……だと思ったよ」

　童貴の背後に立っている朱璃が、太た刀ちの先端を突きつけてきている。

　その切っ先はわずかに震えていて──

「だったら、私は──斬るしかない」

「俺は鬼で、おまえは人。俺たちはどこにでも行けるはずなのに、どこにも行けない」

「私はあなたと、どこかに行ってしまいたかった──」

　朱璃は悲しげに笑い、高く高く太刀を振り上げた──









終章






　薄く曇った空の下に、五百年前と変わらない姿の古城がある。

　城のあちこちで、若い戦士たちが剣を振り、明るく笑い、限られた十代の時間をともに過ごしている。

　その古城の外れ、ぽつんと建つ茶室のそばにいるのは二人の男女。

　男が女を壁に押しつけるようにして──唇を重ねている。

「んっ、んんっ……んん……んむっ、ん……！」

　女のほう──朱しゆ璃りはしがみつくようにして抱きついていた男の肩をぽんと押した。

「……ちょ、調子に乗りすぎよ。唇が痛いわ」

「悪い」

　男──童どう貴きは、朱璃から離れながら苦笑する。

「いやらしい。いつでも好きにできる女だと思われるのは心外だわ」

「好きにできないから、隙を逃さないんだよ」

　童貴も壁にもたれながら、軽く笑う。

「私に隙があるなんて初耳。もしそうだとしても、あなたがケガ人だから油断しただけね。その包帯、まだ取れないの？」

「ああ、もうほとんどいいんだけどな」

　童貴は頭に巻いた包帯を、軽く撫なでる。

「すぐに傷が消えると怪しまれるかと思って、そのままにしてあったんだが……」

「相変わらず、真マ呪ジユのこともよく知らないのね……普通の人間なら一ヶか月げつかかる重傷も、鬼おに討うちなら一週間足らずで治るの」

「そうなのか。だったら、もう取っちまっても誰も気にしないか」

　童貴は乱暴に頭の包帯を取ってしまう。

　それから、だらしなく伸びた前髪をかき上げて、額をあらわにする。

「ふうん……傷痕もほとんど消えてるわ。特に鬼き気きも感じられない」

「そうか、じゃあ……上う手まく処置できたわけだ」

「当たり前でしょう。私を誰だと思ってるの？」

　朱璃はクールに言い切りつつも、童貴の額の傷痕をじっと見つめている。

　あのとき──雷らい花かを倒した直後に、朱璃は童貴にその刃を振るってきた。

　ただし、朱璃が狙ったのは童貴の首でも心臓でもなく──

　新たに生えたばかりの三本のツノだった。

「あのときは、マジで死んだかと思ったけどな」

「雷花相手に力を使い果たしたあなたを倒しても、なんの自慢にもならない。あなたは私の鎖が外れるまでこの学院にいるのでしょう。だったら、あんなツノが生えてたら邪魔」

「邪魔というだけで脳天に斬りつけんのか、おまえは」

「あなたが馬鹿みたいにツノを引っこ抜いたりするからよ。私こそ、鬼き手しゆ仏ぶつ心しんでそんなものどうにでもできるのに」

「……鬼手ではないだろうが、神業ではあったな」

　朱しゆ璃りが放った斬ざん撃げきは、三本のツノをまとめて斬り飛ばした。

　しかも──童どう貴きが苦労して引っこ抜いたツノから根を生やした神経も血管すらも。

　ツノの傷痕は多少濃くなったが、体内に食い込む極細の神経と血管だけ根元から斬ったのは神業以外の何物でもない。

　肌や他の組織は一切傷つけないという、あまりにも常軌を逸した剣術だった。

　童貴がやっていたら、頭蓋骨も脳ももろともに斬り裂いていただろう。

「剣術には奥義なんて必要ないけれど、小技は学んでおくべきね。童貴、教わりたい？」

「俺が剣まで身につけたら、その成果を自分の身体からだで味わうことになるぞ」

「言い方がいやらしいわ」

「おまえが想像力過剰なんだよ！」

「想像しちゃいけないの？」

「……いや、別に」

　童貴も、事あるごとに妄想をしているとは口が裂けても言えない。

「なんにしても、これから童貴も本格的に鬼おに討うちの訓練を受けるでしょう。正式に虎とら組ぐみに入ったのだし」

「……虎組も戦力を補わないとな。それに、組に入ってたほうが怪しまれにくいだろう」

「そうね……」

　虎組のリーダー、羽う水すい貞テイ人トの死亡は確認された。

　百モ舌ズ組メンバーたちを含む七人の遺体も、城内で発見されている。

　犯人は朱璃の屋敷も襲い、その朱璃によって撃退されたものの、顔を隠していたために正体は不明──ということになった。

　童貴と朱璃が二人で決め、学院側にもそう報告した。

　犯人の正体と目的を公表すれば、さらに大きく学院を揺るがしかねない。

　童貴も朱璃も、これ以上の騒ぎを起こすことは避けたい。

　リセと彩あや月つきは童貴たちの説明に多少の疑問を持ったようだが、大おお嘘うそで強引に押し切るしかなかった。

「坂さか神がみはリーダー引き継いで一週間経たつのに、まだ〝ガラじゃない〟とかぶつぶつ文句言ってるからな。あのままじゃ、胃に穴が開くぞ。戦闘面くらいは補ってやるさ」

「親友を失った坂神くんを支えてあげたいんでしょう？　お優しいこと」

「ふん、俺はおまえ以外には優しいんだよ、知らなかったか？」

「知らなかったわ」

　朱璃は素っ気なく言い、背伸びをして、ちゅっと童貴の唇に口づけてくる。

「……隙があったか？」

「あったから、されたのでしょう」

「それもそうだ。今後、俺も徹底的に隙を狙うことにしよう」

「……えっち」

「ああ、その言い方のほうがまだ可愛かわいげがあるな」

「私に可愛げを求めてたの？　こんなに驚いたことは、人生で一度もないわ」

「また朱しゆ璃りの初体験を奪えたな。それで──」

　童どう貴きは、腰に差していた短刀の柄つかに手をやった。

「いつまでそこでコソコソしているつもりだ、雷らい花か？」

「……さすがに鋭いですね」

　茶室のそば、木々の陰からすうっと姿を現したのは黒髪の巫み女こだった。

　腰の帯に扇せん子すを差しているが、鉄てつ扇せんではなくごく普通の紙の扇子──要するに丸腰だ。

「お邪魔をしてはお叱りを受けると思いまして──〝主あるじ様さま〟」

「その呼び方、人前ではやめろよ」

「ふふ、心得ています。ですが、私も出来損ないとはいえ鬼の眷属──鬼き王おうのあなたが主であることに変わりはありません」

「主ねぇ……」

　天てん竜りゆう雷花は、間違いなく一度死んだ。

　だが、童貴が雷花を鬼として蘇よみがえらせたのだ。

　朱璃のように、少しずつ鬼へと変化していっているわけではない。

　鬼が人に擬ぎ態たいするように、人を鬼へと擬態させることも可能だ。

　ツノを失った今の童貴が限りなく人間に近いように、一本のツノを雷花の体内に打ち込むことで、限りなく鬼に近い存在として蘇らせた。

　ちょうど、不要になったツノがあったため、人を疑似的な鬼へと変化させる触媒にも困らなかった。

　蘇そ生せいするかどうかは、童貴にとっても初めてのことで賭けではあった。

　鬼のツノなど人間には最悪の異物だが、元から大量の穢けがれを体内に抱いだいて耐性があった雷花だからこそ受け入れられたのだろう。

　他の死者にツノを与えたところで、蘇生どころか遺体が砕け散りかねない。

　それに、童貴はあの大男は鬼となって蘇ることなど望まないとわかっている──

　この巫女は、童貴の力で蘇生が叶かなう希け有うな例だったと言えるだろう。

　無事によみがえった雷花は、雛ひなが親を認識するように童貴を主として認めたらしい。

「とにかく、雷花が消えたら、学院内での騒ぎは百モ舌ズ組が消えたときの比じゃない。残念ながら、おまえには生きていてもらわないと困る」

「承知しています。あなたのために、生き続けましょう。この身は限りなく鬼に近く、鬼の穢れで死ぬことはなくなりましたしね」

　雷らい花かは今度は童どう貴きの前に立ち、その前で優雅に微笑ほほえんだ。

「元気なのはけっこうだが、眷けん属ぞくだとバレないようにな」

「本性を隠すのは得意ですよ。せっかくの自由の身、私も楽しみたいですから」

　今、この巫み女こは鬼であって、鬼ではない。だが、死だけは逃れられた。

　それで雷花が納得しているとも思えないが、今のところこの巫女はおとなしくしている。

　雷花の体内──心臓近くに、今も童貴のツノが打ち込まれたままだ。

　ツノは雷花を鬼に変化させているだけでなく、童貴の意思でコントロールが可能だ。

　仮に雷花が再び暴走しても、そのツノを心臓に刺すだけで彼女を止められる。

　童貴は、雷花の意思力を決して甘く見ていない。

　いつまでも、自分を主あるじ様さまなどと呼び続けるとは少しも信じていないのだ。

「主様……よく躾しつけたものね、童貴」

「ま、待て！　それこそ言い回しがおかしい！　別に俺はなにも──」

「私は主様のものですから、あなたの命令ならばいつでも身を捧ささげます。子を産んでもいいですよ？」

「最悪のタイミングで最悪な台詞せりふを口走るな！」

　童貴のツッコミに、雷花がくすくすと笑っている。

　鬼に変わっても根本的な性格に変わりはないようだ。

「いらんことばかりだな、こいつは。肝心の鎖の外し方も、そもそも知らないとか……こんなことなら、最初から雷花に関わらなきゃよかった」

「いくら主様とはいえ、ずいぶんなご挨拶ですね。どちらにしても、私のほうから接触していたと思いますから、逃げられませんでしたよ」

「打つ手がないな、くそっ……」

　童貴も朱しゆ璃りもなかば予想していたとはいえ、鎖をつけた雷花自身が外し方を知らないのは痛すぎる。

　そもそも、雷花は朱璃も倒すつもりだったのだから、鎖など外れようが外れまいが知ったことではなかったらしい。

　一応、今はカチューシャも修繕してツノも抑えられてはいるが──

「鎖が外れたら外れたで、転てん化かが進行するし……どうすりゃいいんだよ！」

「だから、童貴が小技を覚えて私のツノを斬ればいい」

「そんな器用なマネがおまえ以外にできるか！」

　童貴に、朱璃の肌に傷がつくかもしれないことをできるはずがない。

　完全な鬼でもない朱璃は頭を斬られれば死ぬ可能性もある。

　童貴には、そんな危険を冒すことはできない。

　そもそも、ツノを斬ったところでいつかは再生する。根本的な解決にはならない。

「なんで悪の黒幕が判明したのに、なに一つ解決してねぇんだよ。むしろ問題が増えたまであるんじゃないか？」

「大変ね」

「大変ですね」

　女性陣二人は、いまいち危機感に乏しい。

　差し当たって、童どう貴きと朱しゆ璃りの命の危険はなくなったとはいえ、まだ安心はできない。

　童貴の正体がバレても、朱璃の転てん化かがバレても、学院の全鬼おに討うちが敵に回ってしまうのだから。

「ああ、まったく……いきなり心臓刺されて以来、踏んだり蹴ったりじゃねぇか」

「心臓を刺された？　なんですか、それは？」

「ん？」

　童貴は、雷らい花かの顔をじっと見つめる。

　彼女は子供のようにきょとんとした顔で、首を傾かしげている。

「なにって、おまえが俺の心臓を刺したんだよ。ご丁寧に、そのあと岩にくくりつけて堀に沈めたんだろうが。それも忘れたのか？」

「ああ、先日も心臓がどうとかおっしゃってましたね。なんのために、そんなことを？」

「こっちが訊ききたいよ！」

　童貴は、ぎろりと雷花を睨にらんだが──彼女は真顔だった。

　すっかり、自分を刺したのも影かげ椿つばきの正体も雷花だと思い込んでいたが──

「おまえじゃないのか？　そういえば、引っかかることがあるとか言ってたっけか」

「私は主あるじ様さまが鬼であることは最初から知っています。心臓を刺そうが、水に沈めようが死なないこともわかっているのに、そんな無駄なことをするはずがありません」

「……トボけてるわけでもなさそうだな」

　見事に気配を消して心臓を貫いた一撃、あれは並外れた腕前だった。

　だからこそ、雷花が犯人だと思い込んだのだが──

「どうやら私の獲物を横取りしようとしてる不ふ心こころ得え者ものは、この巫み女こだけではないようね」

「……安心しろ。俺は朱璃以外に倒されることはない。いや、俺がおまえを倒すんだけどな」

　何度繰り返したかわからない、「おまえを倒すのは俺」「あなたは私の獲物」だった。

　だが──

　この学院には、鬼き王おうになることを夢見た巫女以外にも、なにかが潜んでいる。

「影椿──いったい、誰なんだ？」

　童貴は、ぼそりとつぶやいた。

　同時に、三人の近くに咲いていた椿の花がぽとりと落ちた。

　童貴も朱璃も、雷花もその花をじっと見つめてしまう。

　限りなく不穏な空気を孕はらんで風が吹き、その花を遠くへと運んでいった──








あとがき




　はじめまして、あるいはお久しぶりです。鏡かがみ遊ゆうです。

　この半年で自主的に食事制限して、体重を十五キロほど落としました。

　ですが、見た目的に「痩せた」というより「弱そう」になってしまい、増量しようかなと本末転倒中です。




　そんなどうでもいい近況はさておき、前作『僕のカノジョ先生』から一年以上が過ぎ、ようやく新作『戦鬼と戦姫の聖災戦争』を皆様にお届けすることができました。

　時間がかかったのは、単純に試行錯誤を繰り返していたからですね。

　最初はビターな青春モノにしようとしたり、ミステリーっぽいものも考えたり、担当さんと山ほど検討してボツの山を築いた結果、この作品が生まれました。

　ぱっと見はバトル物なんでしょうけど、そういう意識ないんですよね。実際、バトルは少ないですし。ちょっぴり血なまぐさい青春恋愛モノかなと勝手に思っています。ダメ？

　前作からの読者さんを引きずり込むためにも、ラブコメでもいいかな～と何度も思ったんですが、他でもラブコメを書いていたこと、『カノジョ先生』で燃え尽きた感もあったこと、その他いろいろあって、ジャンル変更と相成りました。

　自分で考えておいて、このタイミングで〝鬼〟モノはどうなのか？という疑問はもちろんありましたけど。

　なにしろ、〝鬼〟といえば強力すぎるタイトルが存在しますからね。ただ、〝鬼〟をメインにした作品は古今にたくさんありますし、かぶりを気にしてもしゃーないかなと。

　面白ければいいんですよ、ええ。主人公を鬼にするか、鬼と戦う人間にするかなど、これも紆余曲折はあったのですけど。

　揃そろってチョロいくせに素直になれない主人公とヒロインの関係、楽しんでいただけたら嬉うれしいですね。




　我が美び蘭らん先生、素晴らしいイラストをありがとうございました！　背景も含め、世界観を見事に生み出していただき、感動しました。注文多くてごめんなさい！

　前作後半から引き続き、今作立ち上げも担当してくださった担当さん。お世話になっております＆ありがとうございます。

　この作品の制作・販売等に関わってくださった皆様、ありがとうございます！

　では、またお会いできることを楽しみにしております。





２０２２年冬　鏡遊







電子書籍特典　書き下ろし短編

『現代を生きる鬼の食事事情』





　大衛童貴は外見は平凡な少年だが、その正体は〝鬼〟である。

　鬼とは清らかな乙女を連れ去り、むさぼり食らう怪物──だったのは、遠い昔の話。

　スマホの時代を生きる鬼は、間違っても人など食らわない。

「それは大変けっこうなことなのだけれど、鬼討の私としては物足りなさもあるわ」

「凶暴な食習慣が無くなったのに、文句を言われるのかよ」

　童貴が向き合っているのは、赤い髪にセーラー服、桜色の羽織をまとい、腰に長い剣を差した少女──一条朱璃だ。

　若干コスプレ感が漂う服装だが、彼女は鬼を狩る〝鬼おに討うち〟の剣士だ。

　鬼の童貴にとって、朱璃は天敵と言っても過言ではない。

「俺はコンビニのメシでなにも文句ねぇからな。うん、このチキンもイケる」

「私はちょっと苦手かも……辛いわ」

　コンビニのイートインに座る二人の前には、ホットスナックやサンドイッチ、おにぎりや惣菜が並んでいる。

　童貴と朱璃は何度となく、命懸けの戦いを繰り広げてきた関係で──

　だが、今回は戦闘に入る前に二人ともまだ食事を済ませていなかった。

　食事のために一時休戦中──いくらなんでも呑気すぎるだろうが。

「朱璃、だったらそのチキン俺がもらう」

「え、それ私の食べかけ──」

「うん、辛いのが美味いんじゃないか。朱璃は子供舌だな」

「……私、身体が小さいだけで、味覚は大人よ。このふわふわたまごサンド、もらうわ」

「辛いのをたまごで中和しようとしてねぇか」

　朱璃は辛い食べ物が苦手。これは貴重で、可愛い情報だ。

　辛いチキンを食べ、ぺろりと舌を出して顔をしかめている朱璃が可愛すぎる。

「それにしても、雰囲気が壊れるわ……鬼、それも鬼の王がコンビニのごはんを食べているなんて」

「別に俺も、ラスボスの風格を出すために生きてるわけじゃないんでな」

　鬼が人を食わなくなったといっても、生き物である以上、栄養補給の必要はある。

　童貴は鬼の王であるが、諸事情で部下たちを従えているわけではない。

「誰も食事を献上してくれないからな。自力で調達しないと。そうなると自動的に手軽なコンビニがメインになるだろ」

「物寂しい話ね……敵ながら泣けてくるわ」

「無表情で言われてもな」

　朱璃は顔のつくりは抜群に整っているが、クールで表情に乏しい。

　なにを考えているのかさっぱりわからない。ただ、そういう不思議なところもいい。

「言っておくけれど、私があなたにお弁当をつくってきて〝あーん〟なんて展開は絶対にありえないわ」

「剣じゃ俺を斬れないから、毒殺に切り替えるのか？」

「ど、どうして私の料理が毒も同然だって知ってるの!?」

「初耳だよ！　そういう意味じゃねぇよ！」

　残念ながら、童貴は朱璃とは戦ってばかりで料理を振る舞ってもらう機会はなかった。

　殺し殺される関係なのだから、あるはずもないが。

「そ、そう……でも、私も進歩するの。毒ではないと証明するために、今度お弁当を持ってきてみせるわ」

「そ、そうか。いいだろう、毒じゃないか俺の舌で確かめてやろう」

　なんだかんだで、朱璃に料理をつくってもらう約束を取り付けてしまった。

　このあと、激戦が待っているはずだが、朱璃はまた会うつもり満々らしい。

　もちろん、童貴も文句はない。

　たとえ朱璃が自分を殺しにくるとしても、弁当を持ってきてくれるなら大歓迎だ──
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